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第一章　海賊船のパフェ少女



　梅雨も目前に近づいた六月も半ば。

　学校も終わった午後四時。

　その時刻になっても、まだ熱気のある駅前を茨いばら木き早風はやては、いつものようにバイト先に向かっていた。

　昼間より翳かげってきたとはいえ、まだじわじわと首筋に汗が浮かんでくる。

　暑いのも堪たまらないが、それ以上に今の早風には、憂ゆう鬱うつなことがあった。

　ハァ、と大きな溜ため息いきを洩もらす。

「やっぱりこれはマズいよなぁ」

　実は今日返ってきた中間テストの結果が、思っていた以上に悪かったのだ。

　高校生になったばかりの初めての本格的なテストということで、ちょっとはがんばろうと思っていたのに、うっかりバイトを目一杯詰めてしまって、ほとんど勉強できなかったせいだ。

「もうちょっと、そよが融通利かせてくれれば、バイトしないでやっていけるのに」

　またしても、切ない溜め息が出る。

　そよ、というのは早風の妹のことだ。

　たった一人の妹であり、五年前に亡き母親の後を継いで家事をやりくりしている立派な中学一年生なのだが、とにかく何をどう言おうと、稀まれにみる吝りん嗇しよく家か、すなわちケチなのだ。

　家計の一切を取り仕切っているそよは、当然ながら早風の小遣いをも牛耳っている。

「高校生になっても、ひと月の小遣い二千円って……」

　思わずぼやいてしまっても、誰だれも同情こそすれ非難はしないはずだ。

　早風の家は、普通とはちょっと違っている。

　代々続く古い神社で、祖父も父も神主をしている。

　おかげで、子供の頃ころの遊び場というと、いつも境けい内だいだった。

　鳥居の前で一人遊んでいると、すぐに何人かの近所の子供たちが集まってきて、色々な遊びが始まったものだ。

　祖父と父は、それを見つけるたびに、叱しかりに飛んできた。

　祖父いわく、お社やしろと鳥居の間は神様の通り道だから、夕暮れ時に遊んではいけないというのだ。

　神様は朝早く、お勤めのためお社を出て、鳥居をくぐり、どこか別の場所（そこがどこかは知らないが）で仕事をして、夕方になると、また鳥居をくぐって戻って来てお社で休むのだという。まるで勤勉なサラリーマンだ。

　もちろん子供心にそんなものは、信じていなかった。

　だから、よく祖父と父の目を盗んでは、境けい内だいで遊んでいた。

　鬼おにごっこやかけっこ、独こ楽ま回しに凧たこ揚あげ、ちゃんばらごっこ、何でもやった。

　それでも最近流は行やりのカードダスとか、赤外線通信のポータブルゲーム機なんかは、なぜか誰だれも持っていなかった。

　境内に来る子供たちは、少し古めかしい玩具おもちやを持って来るので、たまに早風はやてが持っていたグローブを貸してあげてキャッチボールをする以外、レトロな昭和の薫り漂う遊びをよくしていたものだ。

　それでも、早風としては、全然構わなかった。

　男兄弟はいないし、妹はというと、一緒に遊べる年ねん齢れいになっても、断固として仲間に入ろうとしなかったからだ。

　それどころか、妹は境内に来る子供たちを恐こわがっていた。

　子供たちだけじゃない。

　家族で買い物に出かけると、何もない場所を指差し、よく泣いたり喚わめいたりして、家族を困らせた。

　化け物が見えるというのだ。

　どこに行くにも大騒ぎするので、結局、父は家族連れでは、外出しなくなった。

　中学生になった今でも、そよはかなり変わっている。

　まぁ、化け物云うん々ぬんは鳴りをひそめたが――。





　今現在、神社は開店休業状態だ。

　祖父と父は信州の同じ系列の神様を祀まつっている大社に呼ばれて、出向しているため、四季折々の行事の時ですら、まともに帰っては来られない。

　早風は妹のそよと、境内の裏手にあるおんぼろ平屋の一軒家で、二人暮しを余儀なくされていた。

　赤信号が青に変わって、歩行者達たちの群れが道路を渡り始める。

　早風もそれに倣ならって、とぼとぼと歩き出した。

　バイト先は、駅近を選んだので、ここから歩いて五分もかからない。

　それにしても、と早風は熱気の冷めない温暖化まっしぐらのビル群に囲われた空を見上げた。

「やっぱりこの成績はヤバいよなぁ」

　赤点こそなかったものの、ギリギリラインが四つ。

　初しよっ端ぱなからこれでは、高校生活も先が思いやられるというものだ。

　ハァ、と何度目かの溜ため息いきをついて、早風はやては十字路の交差点の角にあるファミレスの裏口へと向かって行った。







　ファミリーレストランとはいえ、なかなか凝った外装の建物は、遊園地にある前後に揺れる海賊船そのもので、船の甲板から生えた二本の帆柱の内、背の高い支柱には髑どく髏ろの絵柄が入った幟のぼりが立っている。

　船の甲板部分が建物の屋根になっており、舳へ先さきには銀に塗られた巨大なマーメイド像。

　甲板の縁へりから太縄で吊つり下さげられた長方形の木製看板には“〝PIRATESパイレーツ”〟と文字が彫りこまれている。

　駅前のビルの谷間には不似合い極まりない、やけに目立つ建物だ。

　四月から働きだして、すでに二ヶか月げつ超。

「お疲れ様です」

　ウェイターの制服に着替え終わって、ロッカールームからホールへと顔を出した早風は、顔見知りの先せん輩ぱいウェイトレスに小さく会釈した。

「お疲れっ！」

　明るく右手を上げたのは、二駅向こうにある女子高の三年生だ。

　名札には戸と山やまと書いてある。

　お嬢様風のファミレス制服に、頭にはフリルの付いたヘッドドレス姿の戸山に、早風の目はちらりと彼女のふとももに動いてしまう。

　あまりにスカートが短いので、正面から見ると、ピンクのエプロンしか着けていないように見えるのだ。

　白いニーソが膝ひざ小こ僧ぞうの上までしっかりカバーしているが、そこからかなり危険な域まで無防備すぎる気がする。

　逆にウェイターの制服は、いたってシンプルだ。

　早風が今着ているのも、フランネルの白いシャツに黒のパンツと、髑髏付きのベルト。

「あれ、今日入ってましたっけ？」

　早風が訊たずねると、戸山はピンクのグロスで色づけた唇を尖とがらせた。

「美み和わちゃんの代わりよ。あの子、急に辞めるんだもん。信じらんないよ」

　そして、探るような目でじろりと睨にらまれる。

「ちょっと茨いばら木きくん、あなたはいきなり辞めたりしないでよ！」

　早風は思わず肩を竦すくめた。

　ここへ来る途中、成績のことで辞めようか迷っていたのは、言わない方がよさそうだ。

「それはいいとして、ちょっとすごいのよ！」

　戸と山やまは急に話を切り替えると、なぜか早風はやての腕を掴つかんだ。

　そのままホールの右から左へ横断するように、引きずられて行く。

「アレ見てよ、アレ！」

「何ですか？」

　戸山がこそこそと身を縮めて、窓際の端はしにある席を指差すのを、早風も見た。

「!?」

　一瞬、自分の目を疑ってしまった早風が、疑問の表情で戸山を見返す。

　窓際の席にいるのは、どう見ても女子中学生だ。

　ちょっと童顔の高校生かもしれないが、服装からしてかなり奇抜で、異彩を放っている。

　早風もテレビや何かで見たことはあるが、ゴシックファッションというヤツだろうか。

　全身真っ黒で、服で覆おおわれていない顔や腕だけが白く浮き上がったように見える。

　足元はテーブルで見えないが、黒いストレートの長い髪に、黒いワンピース。

　六月も過ぎたこの季節には、黒で統一された服が暑そうに見えるが、席に座っている女の子の表情は涼しげだ。

　それというのも、テーブルの上には…………。

「アレを頼むのって、普通団体客なんだけど、あの子あんな可愛かわいい顔して、食べきるつもりよ!?」

　女の子が前にしているのは、この店どころか、この界かい隈わいでも有名な超特大パフェなのだ。

　バケツどころか盥たらいといってもいいような硝子ガラスの容いれ物ものに、チョコレートベースのアイスクリームが文字通り山盛りになり、さらにその上にバニラアイスと抹茶アイスが、コーンフレークを間に挟みつつ、まだまだ積み上がっていく。

　周囲に置かれるのはチェリーや白桃といった果物をふんだんに使ったナタデココたっぷりのフルーツポンチ、そしてアイスの尖せん塔とうには特大ポッキーが三本突き刺さる。

　そして今、少女の前にあるアイスの山は、すでにほとんどが消費されていた。

「連れはいないんですか？」

「入店で何名様？　って訊きいたのわたしよ。間違いなく一人なの！」

　今のところ、早風もあのパフェを一人で食べ切った猛も者さに出くわしたことはない。

　というか、誰だれも出くわすはずがないほどの巨大さなのだが。

　そんな二人の驚きよう愕がくなど知る由も無く、少女は彼女の腕ほどもある長さのスプーンを巧みに使ってアイスを削っては、可愛らしいピンクの口に入れていく。

「なんか壮絶ですね。三日ぐらいメシ食ってないとかでしょうか？」

「それなら、ピラフとかカレーとか頼まない？」

「それもそうですよね」

　早風はやてもいつの間にか、戸と山やまと同じく、目が離せなくなっていた。

　ホールの客はまばらで、二人が仕事そっちのけで、少女を観察していても、叱しかる人は誰だれもいないせいもある。

　五分も経たたないうちに、戸山が驚きの声を上げた。

「ああ、ついに食べ終わるわ！」

　少女は満足げな表情をすると、口の周りについたアイスをぺろりと可愛かわいらしく舐なめ取った。

　見ていた早風が、ハァと思わず大きな溜ため息いきを洩もらした途端、少女がさっと手を上げた。

「店員さーん！」

　ホールの端はしで他ほかの席のパーティションに隠れるように立っていた二人は、ぎょっとして目を見交わした。

「い、行って！」

　戸山は早口で告げるなり、早風の背中を叩たたいて少女の席の方へと押しやる。

「おれですか？」

「他にいないでしょ！」

　押し出された早風が、渋々席に近づいて行く。

「ご、ご注文でしょうか？」

　訊ききながら、早風は少女を間近に見て、目を瞬まばたかせた。

　離れて見ていたときも、美少女なのはわかっていたが、これほどとは思わなかったのだ。

　長い黒髪は乱れ一つなく背中へ流れ落ち、同じ漆うるしのような黒さの睫まつ毛げに縁取られた目はまん丸で、大きな黒眸くろめをこちらへ向けている。

　口の端にまだチョコアイスが少し付いていたが、淡いピンクの唇を少し開け、少女は「うん」と子供っぽい声で言った。

「ウルトラビッグ・バベルタワー・チョコアイスパフェもう一つ！」

「えっ」

「コレ、もう一つちょうだい」

　メニュー上に載った指の先には、紛まがうことなく今食べ終わったはずの特大パフェの写真。

「…………か、かしこまりました」

　なんとかそれだけ口にすると、早風はぎこちない動きで、方向転換をはかった。

　だが、思い出したように振り返り、少女の前に置かれたカラの盥たらい――もとい、パフェ皿――を両手で持ち上げ、キッチンへ歩き出す。

　ホールの端まで来ると、待ちかねていたように戸山が駆け寄って来た。

「どうだった？」

「……注文でした」

　早風はやてはまだ唖あ然ぜんとした表情だ。

　だが、キッチンのカウンターテーブルにパフェ皿を置くと、奥のコックに向かって注文を繰り返す。

「ウルトラビッグ・バベルタワー・チョコアイスパフェもう一つだそうです！」

　それを聞いた戸と山やまは、「ハァ!?」と早風の隣りで目を見開いた。







　どんな胃袋の持ち主なら、見ているだけで気持ち悪くなるほどの特大パフェを食べ切ったその口で、もう一つ追加なんて言うことができるのか。早風には見当もつかない。

　他ほかの客のテーブルを片付けながらも、早風の目は時折、少女の席へと動いてしまう。

　さっきまで騒いでいた戸山も、徐々に増えてきた客の対応に、お冷やを出したり、メニューを取ったり、忙しく働き始めている。

「パフェ、上がったよー」

　コックがキッチンから呼びかけてくる。

「ハーイ」と答えたのは戸山だ。

　しかし、なぜかテーブルを拭ふき終えてキッチンの前へ戻って来た早風の手から、戸山は布巾ダスターを奪い取ると、代わりにカウンターに載っている恐ろしげな物を持つよう指示した。

　例の特大パフェだ。

「ほら、茨いばら木きくん、行って行って」

「またおれですか？」

「早く早く、あの子こっち見てるわよ！」

　戸山に言われて振り返ると、少女が特大パフェを見つけて目を輝かせているのが見えた。

「うわ、ホントだ」

　またしても仕方なく、早風は特大パフェを両手で持ち上げると、その重さによたつきながら歩き出した。

　重いは、前が見えないはで、足はがに股またに広がって、まるでペンギン歩きだ。

　少女の席まで後、二メートルか、というぐらいまで近づいた。

　そのとき。

「ぶいん」

　飛行機のように両手を広げて、四、五歳の男の子が向かいから走って来たのだ。

　よそ見をしていた男の子と、早風が正面からぶつかる。

「うわ、危なッ！」と後ろに重心が傾いた早風が叫ぶのも虚むなしく、慌てて一歩、二歩、と足を引いたものの、重すぎる特大パフェは重力に逆らってくれたりはしない。

「うわわわわッッ!!」

　早風はやては自分の顔面に倒れ込もうとしているアイスの山に、為なす術すべもなかった。

　アイスクリームは、取り立てて酷ひどい轟ごう音おんを立てることもなく、ただ早風の尻しり餅もちをついた音だけがホールにドテンッと短く響いた。

　頭から大量のアイスクリームを被かぶった早風が、目をぱちくりさせているだけだ。

　――ええっと……一体全体、これは……。

　ホール全体が、突如シンと静まり返っていた。

　早風もすっかり思考回路が停止状態だ。

　ところが、その微妙な空気を引き裂くように、注文主の少女が席から立ち上がった。

「キャァアアアアァァァァッッ!!」

　両頬ほおに手を当てて、絶叫。

「もったいなあいッ!!　何してんのぉぉぉぉ!!」

　美少女はテーブルに片手をつくと、身軽に飛び越えてこちらへ駆け寄って来た。

　そして――――。

「へ？」といまだ目を丸くしている早風の肩を掴つかんだかと思うと、ぐいっと引き寄せ、顔を鼻先が触れ合うほど近づけると、アイス塗まみれの頬をぺろりと舐なめた。

「ったく、人間はこれだから」

　わけのわからないことを言いながら、もう一舐め、ぺろり。

　少女の長い黒髪もつられて、早風の顔をふわりと撫なでる。

　艶なまめかしい小さな赤い舌をちろっと出したまま、さらにぺろぺろ。

「あ、あの……？」

　頭がさらにぼうっとし始めたのは、アイスの甘ったるい濃厚な匂においに酔っただけではないだろう。あまりの近さに女の子の体温すら感じる。

　小さくて熱い舌で顔中舐められ、なぜか抵抗も忘れて、早風はなすがままになっている。

　頬のチョコアイスを必死で舐めていた少女が、急にハッとした様子で離れた。

　ようやく自分の凶行に気づいたのか、ボッと火がついたように目の下を赤くすると、慌てて取り繕ったように腕を組んで、彼女はそっぽを向いた。

「替わり持って来てよ！」

　何が何だかわからない早風は、ただ呆ほうけて、それを見上げている。

　すると、少女は苛いら立だったように、靴の爪つま先さきでトントンと床を叩たたいた。

　聞いてるの？　と言いたげな態度だ。

「あ、そうですね。すみません」

　ようやく立ち上がり、早風がとりあえず謝ろうと頭を下げる。

「……ちょっと、あんたさ」

　少女が怪け訝げんな表情で、話しかけてきた。

「はい？」

「臭におうわね」

　少女の目が一瞬、妖あやしく光ったように見えたが、彼女はすぐににこっと笑顔を作って、早風はやてを追いやるように手を振った。

「まぁ、いいわ。替わりのパフェ、可及的速やかに持って来て」

「は、はぁ……」

　わけのわからない珍客に、とんでもない事態。

　それだけですでに充分だ。

　早風はもう一度、小さく頭を下げると、そそくさとその場を離れ、キッチンにもう一つ特大パフェの注文を入れると、溶け始めた体中のアイスを落としにトイレへと駆け込んだ。



    

  
    
      



    

  
    
      


第二章　22時の鳥使い



「ったく、今日は最悪の日だった……」

　バイトを終えた午後十時。

　ようやく家路についた早風はやてだが、行く時には持っていなかった紙袋を手にしている。

　汚れたウェイターの制服が入っているのだ。

「これ、絶対そよにどやされるなぁ」

　洗濯物を渡した後の妹の顔を想像しただけで、半分棺かん桶おけに足を突っ込んだような気分になれる。心底、最悪だ。

　駅前のバイト先から、バスに乗り三十分。

　かなり郊外に早風の家はある。

　バス停からは、車一台がやっと通れる細い上り坂の路地を、住宅街の曲がりくねった道なりに歩いて行く。

　坂の頂いただきに雑木林が月明かりにこんもりと黒い山のように見えているが、早風の家がある神社を取り囲むその林までは、まだかなりの距離があった。

　そのとき、早風の頬ほおを夜風とは違った、奇妙に生暖かい風がふわりと撫なでた。

　その風に乗って、むっとするような生臭さが鼻につく。

「ん？」

　いつもなら、早風がこの辺りを上っていると、すでに三好さん家ちのマロンが柵さくまで駆け寄ってきている頃ころだ。

「どうしたんだろ」

　早風は三好家を囲う黒い柵を目指して、少し早足で上っていった。

「マロン？」

　すると、黒い短毛のマロンが犬小屋の中で丸くなっていた。

「おーい、マロン!?」

　勝気なマロンの元気のない様子に、早風も心配になる。

「変な物でも食ったんじゃないのか、マロン」

　そのとき、誰だれかの声がした気がして、早風は三好家の玄関先から振り返った。

　坂の先にある、右手に折れ曲がった行き止まりから、人の声が聴こえる。

「なんだ？」

　目を向けると、曲がり角にある家がライトで照らされたように、眩まぶしく光っていた。

　一瞬で消えたが、光の色は警戒色のような鮮やかな赤だ。

　すぐにまた家の背後から真っ赤な光が溢あふれんばかりに発せられ、すぐに消える。

「まさか、泥棒？」

　言いながら、なんとか歩き出すものの、足取りは重い。

　できれば早すぎる夏前の子供の花火だったらいいなぁ、などと思ってしまうのは、別に取り立てて腕力があるわけでもなく、男同士の本気の喧けん嘩かすら実はしたことがないからだ。

　もし泥棒だったら、どうこうできるわけがない。

　だが、それでも足が坂を上って行くのは、どちらにせよ、そこを通らなければ家には帰れないからだ。

　一歩進むごとに、徐々に右へ視界が開けてくる。

　そのとき、また人の声がした。

　今度ははっきりと、早風はやてにも聞き取れた。

「返さないなら、痛い目見るわよ！」

　怒っているようだが、少し高く甘ったるさすら感じる声は、女の子のものだ。

　一抹の不安から、一気に好奇心へ変わった早風は、そろそろと歩み寄って、角の家に近づいて行く。

「本気で消滅させられたくなかったら、魂こん魄ぱく返してッ!!」

　早風が家のクリーム色の壁づたいに回り込み、右側の道を覗のぞき込こんだ瞬間。

『こぉれぇぇぇはぁぁぁ、おぉぉれぇぇぇのぉだああああ』

　低く覇は気きのない遅回しの壊れたテープのような声が頭上からした。

　首の後ろがぞわっとして、思わず身震いしてしまう。

　見上げると、角の家の屋根と同じ高さに、何か不気味なものが浮いていた。

　灰色の煙のようだが、雲のように大きくひとかたまりになっている。

　しかも、そのちょうど中央に、暗くら闇やみでもわかる鈍い光を放った奇妙な……丸い……。

　――え……？

　早風の認識が遅れたのも当然だった。

　それは、そこにあるはずのないもの。

　男の真っ白な貌かおだった。

『魂魄喰くってぇぇ、強くぅなぁるぅぅぅ』

　間延びした声は、その生首のような貌から発せられている。

　太くひしゃげた鼻の左右に、皿のようにかっと見開いた両りよう眼め。

　口は引ひき攣つれたように片側だけ口角が上がっている。

　そのせいで、にやけているようにも見えるが、飛び出さんばかりの眼のせいで、好意的には取れない表情だ。

　茫ぼう然ぜんとしている早風に気づいていないのか、その真っ白な生首は別の方を見下ろし、声と声との合い間にゴオゴオと風のような音を立てて、体に纏まとっているのと同じ、灰色の煙を呼吸のように吐き出している。

　その不気味な煙状のものと、対たい峙じしているのは、小柄な少女だ。

　一瞬ちらりと見た早風はやては、彼女が全然見知らぬ女の子ではないことに、すぐに気づいた。

　――昼間の特大パフェの子!?

　闇やみ夜よの中で見る少女は、ファミレスの晧こう々こうとした照明の下で見るよりも、さらに鮮麗に見えた。

　影より濃い長い黒髪、仄ほのかに差し込む街灯の明かりを反射した黒光りする目、そして漆黒のゴシック調のワンピースは、彼女だけ異国から抜け出たかのような印象をもたらす。

　特大パフェを掻かっ食らっていたとは思えない小さな口が動いた。

「冥めい閣かく府ふの規定を忘れたの、煙えん々えん羅ら？」

　化け物と向き合っているとは思えない冷静な面持ちだ。

「人間の魂こん魄ぱくは、冥閣府によって管理されるもの。おまえが勝手に喰くっていいものじゃないのよ！」

　煙々羅と呼ばれた煙の塊が、体の形をもわもわと変えながら、頭上で耳障りな嘲ちよう笑しようを洩もらした。

『へひっひっひっ、おまえ一人だけ。半人前一人なら、おれ平気。冥閣府に知られる前に、魂魄喰って、おまえも喰う』

　その化け物が声を発するたび、背筋を爪つめで撫なでられるような気味の悪い感覚に襲われ、早風は風邪をひいたときのように身震いした。

「半人前？」

　少女が訊きき返す。

「いま、あんたまさかもしかして信じられないけど、本当に」

　彼女は本気で驚いている様子だ。

「あたしを半人前って言った!?」

　いや、どうやら怒っているらしい。

「ちょっと痛い目見せるだけにしといてやろうと思ったけど、やっぱりやめた」

　突如、少女がスカートをめくったので、早風は思わず目を見開いてしまった。

　暗くら闇やみでも少女のスカートの下の艶なまめかしい白い腿ももがはっきりと見えた。

　そこに黒いレースのガーターベルトが巻きつけられていて、細長いものを彼女がさっと引き抜いたのだ。

「滅めつ却きやくしてやるから覚悟して」

　言って、少女が胸の前に翳かざしたのは、銀色に尖とがった鋭利な小刀だ。

　――ええっと、これは……突発的な夢……とかか？

　あまりの出来事に、早風の脳はまったく別のことを考えようとしている。

　――早く帰らないと、そよが風ふ呂ろの湯を流しちまうんだけど。

　素知らぬ顔で、通り過ぎるという手段もないこともないが、早風はやての足はなぜか縫い付けられたかのように、その場から動かない。

『生意気な火か車しやめええぇぇぇぇ』

　浮かんでいた化け物が、少女に向かって、今までとは違う鈍く光る黄き色いろ味みがかった煙を吹きかけた。

　突風を浴びたかのように、少女の黒髪が勢いよく背後へ舞い上がる。

　途端に早風は息苦しくなって、手で鼻を押さえた。嗅かいだことのないほどの悪臭だ。

　魚や卵などのあらゆる有機物を腐らせたような刺激臭に、こもったような熱気まである。

　呼吸を止めたまま、早風は目だけ動かし、少女を見た。

　小刀を握り締めた少女は、微動だにしていない。

　それどころか、少女の目の前の空間に、亀き裂れつのような黒い筋が入っていた。

　――なんだ、あれ……。

　街灯にぼんやりと照らされた空中に、黒い直線の切れ目が入っているのだ。

　少女がさらに小刀を下から上へと斜めに斬きり上げる。

　その斬れ跡がもう一本の黒い線となって、その場に残る。

　まるで空中をキャンバスにした絵でも描いているかのように、少女は小刀でさらに交差した次の線を残す。



    

  
    
      



    

  
    
      　さらにもう一本。

　素早くなれた手つきで、空中に描いていくのは、見たこともない図形だ。

　直線を何本も交わらせた異様な模様は、街灯の下とはいえ、夜の闇やみよりさらに濃い漆黒の線となって、その場に浮かんでいる。

　――やっぱりこれって夢だよな。

　――でもどこからが夢だ？

　目の前で起こっていることが、信じられない早風はやては、なんとか妥当な答えに達しようと頭を巡らすが、頭が真っ白だ。

　夢を見ているようにぽかんと口を開けている早風の前で、少女の黒いワンピースの右胸の上部がじわじわと赤らんでいったかと思うと、数秒後、ついには、ぼっと火がついて円形の穴が空いた。

　炎色をした奇妙な文もん様ようが、右胸の上部に輝いている。

　しかもその文様自体も、ぢりぢりと赤く光って燃えているようなのだ。

「冥めい閣かく府ふの規定により、魂こん魄ぱく回収の任を邪魔立てしたおまえを始末する」

　小刀を持っているのとは逆の手を、少女は自分の描いた空中の闇の図形に重ね合わせた。

「審判庁、十三代目収しゆう用よう指し南なん番ばん、百ひやく八はち役やく、こより！　妖よう鳥ちよう召しよう喚かん！」

　少女が叫ぶと同時に、図形を象かたどるすべての線が光を放ち、さらに目が眩くらむほどの白光が図形の中心から発せられた。

「痛っ！」

　突然、針で目を刺されたような痛みに、早風は思わず声を上げた。

　暗い場所から、一気に野外に出たときのような耐え難がたい眩まぶしさに襲われたのだ。

　ぎゅっと眉まゆ根ねを寄せ、顔を背けた早風を、少女は戦いの最中でも見逃さなかった。

「なっ……人間!?」

『ふひゃあああぁぁぁぁぁぁ』

　煙の化け物は、闇やみ夜よに突然、太陽光のような眩しさを浴びせられ、悲鳴を上げている。

　しかし、少女にとっては、それよりも人間がそこにいることの方が重大だった。

「なんで人間が……」

『おのれえぇぇ――』

　早風よりも先に、化け物の方が気を取り戻し、少女に再び臭気の塊を吹きつける。

　しかしそれは彼女の前にある光る図形によって、阻まれた。

「まぁ、人間は後でどうとでもするとして――」

　少女は、右手を光っている図形の真ん中に突っ込んだ。

　なんとか目を薄く開いた早風は、少女の腕がそこでぶっつり切れたように消えているのを見た。

　だが、少女は別次元の空間に腕を入れたまま、探るように動かす。

　そして、何かに行き当たったのか、動きを止めると、少女は高く響く声で叫んだ。

「八や咫た烏がらす、招しよう聘へい！」

　腕を図形から引き出す。

　その手には、赤黒く長い二本の尾羽根が鷲わし掴づかみにされている。

　発光する図形から、引き出されてきたそれは、少女がぐっと勢いづけて腕を引くと、一気に外へと飛び出した。

　その瞬間、空気に触れると巨大化するかのように、ぶわっと広がり、図形を通り抜けたとは思えない大きさになる。

　人間の背丈ほどもある巨大な鳥だ。

　しかも顔付きが普通の鳥とはまったく違っている。

　黄土色の両りよう眼めは、ぎょろりと意志を持って辺りを睨にらみつけ、尖とがって湾曲した赤い嘴くちばしを全開にすると、そいつは鼓膜どころか全身の皮膚という皮膚がびりびり震えるほどの甲高い声で、キイィィィと鳴いた。

「汝なんじの名は八咫烏、夜空を覆おおう凶きよう夢む」

　少女に名を呼ばれて、八咫烏は彼女の目の前に翼を広げて降り立ち、化け物との間に立たち塞ふさがった。

『か、か、か、火かぁ車しやあああぁぁ』

　煙の化け物が、おぞましい声で絶叫する。

　少女の前にいる八咫烏は、道の両りよう脇わきの家々の壁や柵さくを擦こするほどの長さの両翼を豪快に、ばっさばっさとはばたかせた。

　勢いで風が生まれ、それが家々の壁に阻まれて渦となる。

　唯一の風の出口である坂道へと、逃げ込むように空気が押し寄せたため、早風はやては猛烈な強風を浴び、後ろへよろよろと数歩下がった。

　八咫烏は狭い道の真ん中で、なんとか飛び立つと、煙の化け物と真正面で睨にらみ合あう。

　よく見ると、巨大な鳥の足は二本ではなく、三本もある。

　人間の手ほどもある鋭い鉤かぎ爪づめのついた足の一本に、少女が人間離れした跳躍で飛び乗った。

「完膚なきまでに潰かい散さんしろッ!!」

　八咫烏は少女に応こたえるように、真っ赤な舌が見えるほど嘴を開け、車の急ブレーキのような耳障りな高音で鋭く鳴いた。

　早風はとっさに耳を塞いだが、すでにさっきから耳の奥がおかしい。

　鼓膜が痛いし、音がすべて水の中を通したようにはっきりしない。

『うぅぅぅるさあぁぁい』

　叫び返した煙えん々えん羅らが、八や咫た烏がらすに向かって、細長く伸ばした煙状の腕を振り上げ、頭部に叩たたきつけてくる。

　八咫烏はそれを避けずに、胸を張るような姿勢を取った。

　そして、両翼を豪快に上下させる。

　嘴くちばしを大きく開けると、発射されたのは鳴き声ではなく、焔ほのおの塊だ。

　煙々羅の雲のような腕と真紅の焔がぶつかり合う。

　巨大なひとかたまりの焔は、煙の腕を吹き飛ばすと、その向こうにいる本体に、凄すさまじい勢いで直撃した。

『ぎや』

　煙々羅が白い貌かおを激痛に歪ゆがませて絶叫する。

　焔にまかれた化け物は、煙状の体から湯気のような灰色の気体を立ち昇らせた。

　そのまま、地面に仰あお向むけで倒れ込む。

「まったく、だから言ったのに。実力の差ってものがあるのよ。わかった？」

　少女は羽ばたいている巨大な鳥の足から飛び降りると、倒れた煙々羅に近づいていく。

　そして持っていた小刀を構えると、化け物の胸の辺りを斜めに切り裂くように一いつ閃せんした。

　途端に、そこから青白く光るテニスボールほどの球体が飛び出し、少女の頭上にまで跳ね上がる。

「ちょっと、どこ行く気よ！」

　慌てて少女がポケットから赤い布切れを引っ張り出すが、球体はぽんぽんと地面で跳ね回っていたかと思うと、どこか行くべき場所があるかのように、遠ざかって行く。

「待ちなさいッ！」

　赤い布を手に追いかける少女から、器用にあっちこっちと逃げ回る球体。

　しかし早風はやては、倒れていた煙の化け物が起き上がろうとしているのを見た。

「いいから、ここに入りなさい!!」

　少女は気づかずに、赤い布切れ――どうやら巾きん着ちやくのようだ――を広げて、球体同様、飛び跳ねている。

　飛んでいた巨鳥も気づいて、少女に警告音を発した。

　しかし、それは一瞬、遅かった。

　少女の背中越しに、細長い煙の手が伸び上がると、逃げ回っていた球体を捕らえた。

「ああっ!!」

　少女が振り返ったときには、球体は煙々羅の手中にあった。

「しつっこいわねぇ！」

　再び、少女が巨鳥に駆け寄り、その足に飛び移った。

「魂こん魄ぱくを返して！　じゃないと、今度は本当に消滅させるわよ！」

　しかし、その忠告に煙えん々えん羅らが返したのは、さらに煙の濃度を上げた鞭むちのような腕だった。

　巨鳥は横っ面を撲なぐり飛ばされ、カアァァン、と苦痛の声を上げて、よろめいた。

『ひへっへっ、火か車しやの小こ童わつぱにぃぃ、傅かしずいてぇぇ、惨めな有様だなぁ、八や咫た烏がらすよぉおぅぅ』

　気体のような灰色の腕が、今度は八咫烏の首根っこを引ひっ掴つかむと、締め上げた。

「何やってんの！　振ふり解ほどけッ!!」

　少女は八咫烏の三本の足の一本にしがみついて叱しつ咤たするが、巨鳥は翼をばたつかせるだけだ。

　そのとき、煙々羅が体から煙を一部分割させ、もう一本、腕をぐねぐねと作り出した。

　煙の腕を糸のように細めて、しゅっと飛ばし、少女に巻きつける。

「きゃあッッ!!」

　八咫烏の足に抱きついていた少女を、煙状の腕が絡め取り、強引に引ひき剥はがした。

『火車、余よ所そ見み。半人前が余所見』

「あんた、また言ったわねぇ！」

　それどころじゃないはずだが、少女は煙々羅の言葉に激高している。

『魂魄はおれのものだぁぁぁぁ』

　煙々羅は、片手に八咫烏を、もう一方に少女を掴み、真っ白な貌かおを喜き悦えつに歪ゆがませる。

『その前に、おまえらから喰くってやろぉ。さあ、どちらから喰うかぁぁ』

　さらに強く締め付けられ、少女が手に持っていた小刀を落としてしまう。

「……くッ…………」

　息苦しさのあまり顎あごを上げた少女を、煙の化け物は選び終わったのか、自分の方へ引き寄せた。

『おまえから喰ってやろぉぉ』

　貌の中でも特に異様なほど幅のある口を、だらしなくグワッと開ける。

　思わず早風はやては、身を乗り出していた。

　少女の顔、目掛けて、化け物が息絶えろとばかりに、また異臭漂う煙を吹きつける。

「……うう……」

　有毒ガスのような熱い腐敗臭を浴びせかけられ、ついに上げていた顎をだらりと垂たれ、少女は気を失ったように、全身の力を抜いた。

『ひへへへへへ』

　不気味な化け物の笑い声だけが響いている。

　少女の頭は、生首の口の中へ今にも落とされそうだ。

　早風はその場で、おろおろと辺りを見回した。

　――どうする……。

　このまま飛び出したとしても、もちろん何もできない。

　それどころか、自分もあの化け物に掴つかまれば、同じように喰くわれてしまうだけだ。

　――でも……あの子が……。

　どう見ても、妹のそよと同い年ぐらいだ。

　そこで早風はやては、ハッと気づいた。

　少女が落とした小刀が、五メートルほど手前に落ちていたのだ。

　――あれで、煙を斬きっていたよな。

　考えている時間はなかった。

「クソッ!!」

　勢いだけで、家の壁際から飛び出した。

　大おお股またで一歩、二歩――――

『なんだあぁぁ』

　化け物が、早風に気づく。

　だが、さらに三歩――四歩――――

『人間んん』

　五歩――――――

　そこで小刀を拾い上げた早風は、頭上を仰ぎ見た。

　化け物は巨鳥と少女を掴んだまま、零こぼれそうなほどまん丸な目を見開き、早風を見下ろしている。

『おまえから喰ろうてやるおぉぉぉ』

　体中の煙を引き連れ、生首が先頭切って飛んで来る。

　少女のために開いていた大口が、今は早風を狙ねらっている。

「うわッ!!」

　小刀を手に棒立ちになってしまった早風が、目を閉じることもできず、化け物の口を覗のぞき込こむ。

　その瞬間。



『――――サマ、マフウヲトトナエヨ』



　何かが言った。

「え!?」

　早風が訊きき返す。

　この間、僅わずか。



『思い出せ』



　声は早風はやての足元からした。

　化け物の口に吸い込まれるのが、わかった。

　真っ白な貌かおに、引ひき攣つれた巨大な口。

　開いた洞うろは、闇やみより濃く、痺しびれるような異臭を放っている。

　その刹せつ那な、早風の脳裏になぜか、神社の境けい内だいで出会った子供たちの姿が甦よみがえった。

　一緒に遊んだ、八人の子供たち。

　色白の女の子。

　大柄な少年。

　おっとりした少女。

　やんちゃな子。

　笑顔の絶えない子。

　その中でも最年長の少年は、一種独特な雰囲気を持っていた。

　当時、小学校低学年だった早風から見て、中学に上がったぐらいの年とし頃ごろに思えたが、今思い出した少年の貌は、剣けん呑のんなほど鋭利な眼まな差ざしで、もっと大人びている。

　その少年の側そばに、一人の子供が立っていた。

　四、五歳ほどの野球帽を被かぶった子供だ。

　だが、その貌は暗いベールに覆おおわれているかのように、思い出すことができない。

　それでも早風の心は瞬間、夢で見たものを追想するかのごとく、言葉となって流れ出た。

「――――様、魔風を」

　その直後、早風の背後から湧わき立つような暴風が起こった。

　それが早風を飛び越えて、限界まで開いた化け物の口のみならず、全体に吹きかかる。

　煙えん々えん羅らの煙状の体は、強風に為なす術すべもなく圧おされて、生首を仰のけ反ぞらせた。

　不安定な体が、風にちりぢりになりそうなのを、なんとか堪たえているが、末端の手の部分はすっかり風に散らされ、掴つかんでいた少女と八や咫た烏がらすが、地面に転げ落ちる。

『ぬおぉぉん』

　無念に震える化け物の声に重なる、別の声が早風には聴こえた。

『吾わが大おお君きみの下もとなれば、仕えるもの皆、兄弟といへり』

「何!?」

『妖あやかしも風も喚かん起きにあたり、義ぎ弁わきまえよ』

　声はするが、姿が見えない。

　それに、声の主を捜している余裕もなかった。

　化け物は過ぎ去った風の中で、再び体勢を整えようとしている。

　それより先に、少女が手をついて起き上がり、こっちを振り向くのが見えた。

　だが、彼女はすぐに、隣りに倒れている八や咫た烏がらすに飛びつく。

「起きろ、莫ば迦か！」

　大きな鳥の頭を蹴けり飛とばしている。

　気絶していたのか、八咫烏は目をばちばち瞬まばたかせた。

　そして開いたまま伸び切っていた両翼を引きずり起こし、なんとか三本足で立ち上がる。

　少女が無情にも叫んだ。

「もう一度だ、飛べ！」

　巨鳥は苦しそうだったが、逆らわず翼をはばたかせる。

　真下に向かって風が叩たたきつけられ、早風はやては舞い上がった砂すな埃ぼこりに顔を伏せた。

『小こ癪しやくがあぁぁ』

　煙えん々えん羅らも早風の起こした暴風がただの風だと知り、威い勢せいを取り戻し、また向かって来る。

　少女が迎え撃つように、八咫烏に命じた。

「やれッ！　塵ちりも残さず、灼やき尽くせ！」

　八咫烏が嘴くちばしを開ける。

　そのとき、少女が振り返って、下にいる早風に言った。

「そこの人間」

「え？　おれ？」

　当然、早風は突っ立っているだけだ。

「今一度、風を起こせるか」

　問いかけている間に、煙々羅はまた巨鳥に向かって、腕を伸ばしてきている。

「行くわよ！」

　返事を待たず、少女が化け物に向き直る。

　八咫烏の口から、赤々とした焔ほのおが敵へと射出される。

「ちょ、ちょ、ちょっ」

　早風は、自分がどうやって、さっきの風を起こしたのか、さっぱりわかっていなかった。

　だが、それはまるで昔から身体に染み込んでいたかのように、溢あふれ出でた。

　記憶の中で、思い出された子供の口元が動く。

　それを真ま似ねて、早風も同じように声を発する。

「禍まがツ風ノ主君ニシテ、イト高キ風ノ長おさ、祓はらウベクシテ祓ウ魔風ヲ、御貸シクダサイマスヨウ、カシコミカシコミトモウス」

　その直後、強風が発生した。

　八咫烏の吐いた烈火と、早風の背後から湧わき起おこった暴風が、煙々羅へと向かいながら、ぶつかり、混ざり合い、相あい俟まって、焔の勢いを増長させ、爆発させる。

『ぐぁぁぁッ!!』

　まともに食らった化け物が、断末魔の叫びを上げた。

　白い貌かおに苦く悶もんの表情が浮かぶ。

　焔ほのおは煙えん々えん羅らの貌を焼き焦がすだけでなく、豪風を受けて、気体である身体までをも、吹き飛ばし、蒸発させていく。

『ぎゃあぁぁああぁぁぁぁ』

　耳障りな喚かん声せいが響き渡った。

　早風はやてが見ている前で、焔にまかれた化け物の絶叫は、あっという間にむせび泣きほどの声へと変わっていくと、やがては完全に途絶えた。

　そして、黒く焦げついた貌だけが、地面にぼとりと落ちると、それはもうただの仮面のように沈黙した。

　少女が八や咫た烏がらすの足の上から飛び降りる。

「よし、もういいぞ、戻れ」

　飛んでいる巨鳥に少女が命じる。

　だが、八咫烏はその場で空中停止していたかと思うと、羽を一振りして煙々羅の残ざん骸がいである生首の上に鋭い鉤かぎ爪づめで飛びかかった。

「やめろ、八咫烏」

　少女が再び、命じる。

　それでも、巨鳥は三本足のうち一本で、生首を押さえつけ、嘴くちばしでがつんがつんと額を突つつき出す。

　早風がよく見ると、どうやら肉を抉えぐり取とり、喰たべているらしい。

　思わずぞっとして顔をしかめた早風の向かいで、少女が苛いら立だって叫んでいる。

「おい、戻れと言っている！」

　そのとき、背後から二人の黒い人影が早風を追い抜いた。

　早風の後ろには、突き当たりの家があるだけだ。

　道などない。

　だが、二人はどこからともなく現れると、背の高い方の男がぱちんと小気味良い音で指を鳴らした。

　振り返った少女が、目を瞠みはる。

　瞬間、八咫烏の足元から黒い影のようなものが起き上がり、緞どん帳ちようのように広がって巨大な鳥をすっぽり覆おおうと、そのままアスファルトの地面に押し込むようにして、消してしまった。

「えっ!?」

　早風がマジックか何かかと、目を瞬まばたかせていると、二人の男は少女に近づいていき、指を鳴らした方が言った。

「自分の妖よう鳥ちようすら、まともに扱えないのか、おまえは」

　呆あきれたような声は、若い男のものだ。

「……威い降おり…………」

　少女は男を見上げ、それから巨鳥の消えた場所へ目を向けた。

「八や咫た烏がらすは……」

　それに答えたのは、もう一人の眼鏡めがねの男だった。

「心配しなくても大丈夫ですよ。冥閣府むこうに強制送還されただけです」

　男たちは二人とも、六月だというのに、黒の厚い外がい套とうをはおっている。

「回収に手間取って、殺やられそうになるとはな」

　辛しん辣らつな言葉を浴びせられ、少女が威降と呼んだ男を睨にらみ返かえした。

「別に手間取ってなんか……」

　だが、その反論を威降は無視した。

「おい、愁しゆう次じ郎ろう」

　連れの男に命じる。

「……わかりました」

　愁次郎は、前に進み出ると、白い貌かおだけ残して地面に伏している煙えん々えん羅らの許もとへ近づいて行く。

　取り出したのは、折り畳まれた黒い風ふ呂ろ敷しきだ。

　それを片手で一振りして広げると、煙々羅の貌から青白い球体が飛び出してきた。

「活いきが良い魂こん魄ぱくですね」

　逃げようと遠くへ跳ねた球体の動きを、愁次郎は予測していた。

　跳ね返る先に、すでに風呂敷を飛ばしていたのだ。

　ちょうどそこへ球体が飛び込むと、風呂敷は花が閉じるように素早く覆おおってしまう。

　そして、黒い風呂敷が地面にぽとりと落ちると、愁次郎はゆっくり歩み寄って、それを拾い上げた。

「回収作業とは、本来ああいうものだ」

　威降がよく見ろとばかりに、少女に示す。

「わかってる」

　膨れ面で言い返す少女に、威降は溜ため息いきをついた。

「まったく仕事になっていないのは、明白だろう。一人でできることには、限度がある。特におまえのような半人前の火か車しやにはな」

「……わかってるってば」

「だったら、いい加減、パートナーを持て。こんなやり方でやっていけるほど、甘くはないぞ」

「…………」

　責められ、少女は押し黙った。

　うんざりしているのか、男は腕を組み、彼女を見下ろしている。

「あたしは……別に……」

「おまえ、本当にわかっているのか？　自分の現状がどれほど酷ひどいか。それもわかっていないなら、もう輸送課に置いておくわけにはいかないんだぞ」

　少女が俯うつむいていた顔を上げ、慌てて言い返した。

「い、今のは、ちょっと油断しただけで、」

「弁明しているつもりか？　“〝ちょっと油断した”〟で何度、回収を失敗すれば気が済む」

「威い降おり、あたしは、」

　言い募ろうとした少女を、男は遮った。

「おまえの言い訳は聞き飽きた。いつまで被害者気取りでいるつもりだ。パートナーだけでなく、一族の顔にも泥を塗るなら、始末されるよりも悪いことになるんだぞ」

　言われて少女が、くっと眉まゆを寄せるのが早風はやてにも見えた。

「消えることなんて、あたしは怖くないもん」

　瞬間、男が少女の頬ほおをぴしゃりと叩はたいた。

「あ」と思わず、早風も声を出してしまう。

「威降……」

　連れの愁しゆう次じ郎ろうが、低く口を挟んだ。

　放ほうって置けば、さらに酷い事態になると思ったからだろう。

　怒りを顕あらわにした威降は、もう手を上げることはなかったが、深い溜ため息いきをついた。

「何を言っても、もはや無駄か」

　そして、振り返る。

「おい、そこの人間」

　突如呼ばれ、早風はびくんと身体を震わせた。

「お、おれ!?」

　少女の許もとから、近づいてきた男が、目の前で立ち止まる。

「あの……何か……？」

　向かい合うと、思った以上に背が高い。

　黒い外がい套とうについている細やかな細工が施された金色のボタン。それがちょうど早風の目の高さにあった。

「こよりの匂においがするな」

　さらに男が顔を近づけてくる。

　暗くら闇やみに浮かぶ男の顔は、間近にきて初めて早風はやてを驚かせた。

　見たことのないほど、整った顔立ちだったのだ。

　早風の耳元に鼻先を寄せ、威い降おりがくんと何かを嗅かいだ。

　そして振り返り言う。

「おまえ、このガキにマーキングしたのか」

「え？」

　早風も思わず訊きき返していた。

　マーキングというのは、普通犬猫に使う言葉じゃなかったろうか……。

　そこで、少女が声を上げた。

「アッ！　ファミレスの!?」

　ようやく早風がファミレスにいた店員だと気づいたらしい。

「ハァ、厄介なことばかり持ち込んでくれるな」

　すでに腹立たしいのを通り越したといった風情で、男が首を振る。

「ち、違うの、威降」

「黙っていろ。余計に腹が立つ」

　少女に何一つ言い訳させる気がないことは明らかで、苛いら立だった声は冷ややかだ。

　黒い風ふ呂ろ敷しきに包まれた魂こん魄ぱくを手に、二人の間で黙って立っていた愁しゆう次じ郎ろうは、僅わずかな沈黙の隙すきに口を開いた。

「威降、そろそろ戻らないといけませんが」

「わかっている」

　男二人には上下関係があるのか、愁次郎は一貫して敬語だ。

　わけがわからず聞いていた早風に、また威降が声をかける。

「人間、名を名乗れ」

　偉そうな態度に、早風の表情も温厚とはいえなくなる。

　――けど、人に訊く前にそっちが、とか言える雰囲気じゃないんだよな。

　男の目は切れ長で、向けられている黒い瞳ひとみには、何も映っていないように見える。

　年ねん齢れいは二十代前半ぐらいかもしれないが、早風の知っているどんな大人より、冷ややかで底知れない目をしている。何もかもを見透かすような暗い深しん淵えんの目だ。

　しかも、表面上、男は美形といわれる類の容姿で、妙な威圧感をも漂わせている。

　そして、いま男は薄い唇を硬く閉じ、早風を見下ろす間にも、僅かに全身から怒気が滲にじみ出でていた。

　それはさっきの化け物の声を凌りよう駕がするほどの寒気を感じさせる。

「い……茨いばら木き早風」

　なんとか早風が、そう答える。

「茨いばら木き？」

　何かを思い出したような口調で、男は繰り返した。

　だが、すぐに「まぁいい」と顔を背ける。

　そこで男は、ちらりと電柱の陰に目をやった。

　視線を追った早風はやてにも、電柱の後ろで何か黒い影が素早く動くのが見えた気がしたが、気のせいだったのかもしれない。

　男はそれを無視して早風から離れ、また少女の方へと戻っていく。

「多少は運が向いてきたかもな、こより」

　男に言われ、こよりと呼ばれた少女は怪け訝げんそうに返した。

「何の事？」

「おまえ、こいつと組め」

「……は？」

　理解不能といった顔で、男を見つめている。

「課長命令だ。逆らうなら、輸送課どころか、冥めい閣かく府ふから追放するぞ」

　こよりが、わたわたと両手を振り回し始める。

「ちょ、ちょっと、威い降おり？　こいつ、人間なんだけど？」

　少女が指差しているのは、もちろん早風だ。

　早風自身も意味がわからない。

　――組む？　組むって、腕を組むとかの組むか？

　それはそれで、こんな可愛かわいい子と腕を組むのは、早風としてもまんざらではない。

　人間ならなお良かったが。

　そこで早風は、一人ハッとした。

　――そうだよ、どう考えても人間じゃないんだから、組むとかいう以前に、可愛いとかそういう対象じゃないだろ。

　とはいえ、悲しきかな男の性さがで、早風はちらりと、こよりの小さく丸い顎あごとそこから続く頬ほおへの優美なラインに目を奪われた。

　見られていることに気づいたこよりが、きっと鋭い目で早風を睨にらみ返かえす。

　妖よう怪かいとは思えないほど、人間らしい表情だ。

　黙って立っていた愁しゆう次じ郎ろうも、男の真意を図りかねたのか、こよりに続いて問う。

「威降、今のは冗談なのか本気なのか、わかりかねます」

　訊きかれて男は、にやりと笑った。

　かなり恐こわい表情だ。

「本気に決まっているだろう。冗談なんか言うか、時間の無駄だ」

　それを聞いたこよりが愕がく然ぜんとした顔になり、もう一方の愁次郎は眉まゆ一つ動かさず頷うなずいた。

「確かに。時間が押してますよ。そろそろ戻りましょう」

「ちょっ、ちょっと、待ってよ」

　こよりが、男の外がい套とうをぐわしと掴つかんだ。

「問題ないだろう」

「問題大ありだってば！」

　こよりが怒鳴り返す。

「相棒なんか必要ない！　あたしは今まで通り、一人でやってくんだから!!」

　今までにないほど、荒々しい口調で言い募る。

　だが、男の態度は変わらなかった。

　それどころか、男は少女のワンピースの右ポケットに手を突っ込んだ。

「ひあっ!?」

　こよりが奇怪な声を上げる。

「いつまで一人でいるつもりだ。しかも半人前で、こんなザコ一匹、始末できないだろう。パートナーのいないヤツにこれ以上、仕事を任せられるか」

　男がこよりのポケットから取り出したのは、くしゃくしゃになった赤い布切れだった。

　先ほど、魂こん魄ぱくを追いかけるときに、こよりが手にしていたものだ。

「返して！　返してよ、威い降おり!!」



    

  
    
      



    

  
    
      　こよりが仔こ犬いぬのように、男の手からそれを取り戻そうと飛び跳ねる。

　しかし、男は無情に手を高く掲げて、そうはさせない。

　それどころか、早風はやてのところまで再び歩いて来ると、男は目の前で立ち止まり、突然手を掴つかんだ。

　瞬間、ぴりっとした痛みに襲われ、早風が顔をしかめる。

　見ると、爪つめで引ひっ掻かかれたらしく、手の甲に血が滲にじみ出でてきた。

「な、何するんだよ!?」

　男はそれに答えず、黙って赤い布切れで、早風の手の甲をぐいぐいと拭ふく。

「痛ててッ」

　思わず叫んだ早風が顔を上げると、男の後ろでこよりが絶望的な表情で、口を開けて固まっていた。

　男が赤い布切れを手に、こよりを振り返る。

「わかっただろう。これでもうおまえはこいつと組むしかないわけだ。それでもできないのなら、おまえはクビだ」

「い、威い降おり…………」

　茫ぼう然ぜんとしたこよりの表情が、悲痛なものへと変わっていく。

　だが、男の表情に変化はなかった。

　冷徹な眼まな差ざしで見ているだけだ。

「返事をしろ。こいつと組むのか、どうなんだ？」

　ぎゅっと口を噤つぐんだこよりは、しばらくしてかすかに聞き取れるほどの掠かすれ声で答えた。

「…………わかった。そいつと組む……」

　嫌々なのが、ありありと端はし々ばしに出ているが、それでも了承を得た威降は、にこやかに破顔した。

「だそうだ。茨いばら木き早風」

　フルネームで威降に呼ばれた早風は、困惑げに「はい？」と答えた。

「冥めい閣かく府ふ審判庁収しゆう用よう委員会直属、特別輸送課関東支部課長、火か車しやの威降だ。本日付けで、君はわたしの部下となった」

「は？」

　急に長々と何かを言われて、早風はぽかんと口を開いた。

　とりあえず説明されているらしいことはわかるが、耳から耳へと通り抜けていくだけだ。

「こよりは、特別輸送課の回収班だ。君は、こよりの作った輸送袋に自分の血を附着させ、簡易的だが、血の盟めい約やくを結んだ。これによって、君は実質的に輸送班の一員となったわけだ。回収と輸送は二人一組で行われる。これからは、君がこよりのパートナーだ」

　いきなり別次元にでも入り込んだような表情の早風に、男は他言語にしか聞こえない話を続けている。

「あ、あの……、」

「二人で人間の魂こん魄ぱくを回収し、輸送課まで運ぶ。簡単だろう。もちろん、やってくれるよな」

　念押しに、男の麗しい微笑をつけられるが、今までの冷淡な態度を目まの当たりにしていた早風はやてには、不気味なだけだ。

　しかもその背後からこよりが、早風をじっと睨にらんでいるのだ。

　早風は、にこやかな男と、その後ろで歯を噛かみ締しめている少女を交互に見ながら、なんとか声を出した。

「え、えっと、」

「わたしの干え支とを訊ききたいのか？　わたしは蛇年だ」

　――ぴったり。

　じゃなくって……。

　すでに早風の脳は、ショート寸前だ。

　これほど理解不能な出来事が連続して起こったことなど、いままでにない。

　大体、何がどうしてこんなことになったのか、さっぱりわからない。

　いつものように、バイトを終えて家に帰っていたはずだ。

　早風がメビウスの輪のような終わりのない思考に取とり憑つかれ、ぐるぐると眩暈めまいにも似た感覚に囚とらわれ始めると、それを断ち切るように、愁しゆう次じ郎ろうが冷静な声で事務的に言った。

「威い降おり、このままでは予定より五分、会議に遅れます」

　まるで、この状況から逸脱した場所に一人立っているような態度だ。

「わかったわかった。じゃあな、こより。次の任務はすでに指令書を貰もらっているんだろう」

　男は背後の少女に言った。

　だが、答えたのは、愁次郎だ。

「当然です。スケジュールに穴が出ないよう申し出たのは、彼女の方ですから」

　こよりは、二人の男を殺意のこもった目で睨みつけている。

　そんな憎悪の感情を完かん璧ぺきに無視して、威降は早風の胸に、赤い布切れを押し付けながら言った。

「茨いばら木き早風、輸送任務にはそれが不可欠だ。本来なら、担当者ごとに自分に合った物を探すところから始めるんだが、おまえはとりあえずそれを使っていろ」

　男が手を放したので、布切れが胸元からひらりと落ちる。

　受け取る意志などなかったが、早風は反射的にそれを掴つかんだ。

　――赤い……巾きん着ちやく袋ぶくろ。

　ちりめんの女物らしき和柄の布に、不似合いな緑の刺し繍しゆう糸いとで周囲をかがってある。

　絞り紐ひもは、古いせいかよれてしまっていたが、やわらかい手触りは、なぜか早風はやてに懐かしさを感じさせた。

「人間とペアを組むなら、これで連絡を取れ」

　威い降おりはそう言って、こよりに携帯電話を渡すと、愁しゆう次じ郎ろうを連れて、さっさと坂道の方へと歩き去って行く。

　早風は、追いかけて巾きん着ちやくを返すべきか、それとも向かいで押しつけられた携帯電話を手に、憤ふん怒どの形相で突っ立っている少女に話しかけるべきか、迷って視線を彷徨さまよわせた。

「あ、あのさぁ」

　男達たちが坂道に消えたので、早風は少女に声をかける。

　しかし――――。

「勘違いしないでよね」

　強い口調で言って、少女は早風の手から強引に、巾着を奪い返した。

「えっ？」

　雰囲気に圧おされて、早風が後ずさる。

「威降の冗談に決まってる。人間と組むなんて、吐き気がするわ」

　少女は可愛かわいい顔を崩して、べーっと舌を出して見せた。

「あんたと組むぐらいなら、オケラと組んだ方がマシよ」

「……オ、オケラ？」

　少女がさっさと立ち去ろうとするかのごとく歩き出したので、早風も追いかける。

　本当にこれでもうこのわけのわからない面倒な事態が終わりなのか、聞こうとしたのだ。

「ちょ、ちょっと……」

　だが、なぜか何もないはずの地面につまずく。

「うわっ、ととっ」

　よたよたと早風は、縺もつれたように足踏みした。

　すると、少女が振り返った。

「ちゃんと下見て歩けば。そいつが可哀かわい相そうでしょ」

「そいつ？」

　少女がくいと顎あごを動かし、早風の足元に視線を向けさせる。

「ほら、それ！」

　言われて、早風も自分の足元を見下ろした。

　と、そこに黒く細長い生き物がどでんと横たわっていた。

「うわっ！　なんだ、コレ!?」

　思わず仰のけ反ぞった早風に、その黒いものが、のそっと頭らしき先端部を上向けた。

「なんだコレとは失敬でありますぞ」

　甲高い声をそこから発する。

「うお、喋しやべったッ!?」

　早風はやてが驚嘆して後ずさっている間にも、その猫ほどの細長い生き物は後足で立ち上がり、長い三本鬚ひげを前足で整えるようにすりすりと撫なでた。

「吾わが輩はい、こう見えても由緒ある一族の出。同じ主あるじの恩恵に与あずかる身としては、そちより長きに渡ってお仕えさせていただいているのですぞ。先せん達だつである吾が輩に、無礼は赦ゆるしませぬぞ」

　胸を張って言ったそれをよく見ると、短いが茶色がかった毛に全身覆おおわれている。

「ええっと、それでコレは……長細い……猫？」

　訊たずねた早風に、それを見ていた少女が、ふっと顔を綻ほころばせ、すぐに照れ隠しなのか、ぷいと横を向いた。

「ぬなっ!!　何を申すか!!」

　立ち上がっても三十センチもない猫らしきものが、怒鳴り声を上げる。

　それを聞いた少女は、さらに顔を背けたまま「くくっ……」と笑いを洩もらした。

「えっと、じゃあなんだっけ、こういうの」

　早風は、ううんと首を傾かしげる。

「痩やせたタヌキ？」

　言った途端、猫が頭頂部の毛をばばっと逆立てた。

「バ、バ、莫ば迦かたれめッ！」

　そこで、少女が堪こらえ切れなかったのか、「ふはっ……ははははっ……」と笑い出した。

　しかし、どう見ても細長い猫にしか見えない早風は、さらに考え込む。

「ああ、そういえばクラスの女子に飼ってるヤツいたな。確か……フェレットだっけ？」

　足元で獣が怒り心頭といった様子で、飛び跳ねる。

「童わつぱのくせに、小こ癪しやくなヤツめぇぇぇ!!」

　身体と同じぐらいの長い尾をぶんぶん振り回すと、前足を見せつけ短い爪つめをにゅっと突き出す。

「喰くってくれるわ！」

　口を開けると、立派な犬歯が二本見えたが、小柄なせいか迫力に欠ける。

　そのとき、ずっと笑いを堪えて見ていた少女が、獣の背後から頭を鷲わし掴づかんだ。

「ストップ！」

　言って、そいつを軽々と持ち上げる。

「邪魔立てするな、火か車しや！」

　頭を掴まれ、ぶら下げられた獣が、手足をばたつかせ、怒鳴りつける。

「あんたが、そいつを食べると、あたしの仕事が増えるんだけど」

「ぐぬぬぬぬぬぬ」

　少女がぴしゃりと言うと、獣は暴れるのを止やめて、無念そうに唸うなった。

「いいの？　人間を喰くった妖よう怪かいは、冥めい閣かく府ふの規定により厳重に処罰されるわよ」

「ぐぬぬぬぬぬぬ」

　諭さとされ、獣の唸うなり声ごえが低くなる。

「大体、使いっぱでしょ、あんた。主あるじがどうとか言ってたもんね。主は人間を喰うことを良しとするわけ？」

　少女にじっと見つめられ、獣はついにうな垂だれた。

「……如い何かにもその通りであった。カッとなって申し訳なかった、火か車しやの娘よ」

　素直になった獣を、少女が放してやる。

　一度、四つ足で地面に下りると、獣は再び後足で立ち上がった。

「しかし、一族郎党この姿に誇りを持っておりまする。人間もそれは同じであるはず。莫ば迦かにされるのは、赦ゆるせませぬ」

　少女から早風はやてへと視線を移した獣の表情には、まだ僅わずかながら怒りが残っている。

　早風はそれが何であれ、プライドを傷つけられたと思って怒っていたことに気づいて、謝った。

「莫迦にしたつもりはなかったんだけど……悪かったよ。それで、一体、おまえは何なんだ？」

　獣がまた胸を張る。

「吾わが輩はいは、窮きゆう奇きの三男坊であります」

「きゅうき？」

　訊きき返した早風に、少女が答える。

「人間の通り名でいうと、鎌かま鼬いたちの方がわかりやすいんじゃない？」

「かま……いたち……？」

「聞いたことないの？」

　早風は、うろ覚えながら、マンガやアニメで見たことがあるような気がして、ううんと思い出そうとした。

「なんとなく？　聞いたことはあるような……」

　しっくりこないといった早風に、少女が説明する。

「窮奇は、三兄弟で人間の生き血を吸って生きてるのよ」

　それを聞いた早風は、声を上げた。

「ええっ!?　じゃあ、おれの血も!?」

　イタチのような窮奇が反論する。

「莫ば迦かたれっ！　そちの血など、不ま味ずくて飲めんわ！　もっと肉を喰くえ、肉を！　毎日毎日、貧相な野菜ばっか喰っとろうが」

「あれはそよが……」

　豚肉は週に一度。牛肉は二週間に一度。鶏と魚は週に二度。他ほかの日は大豆食品と、そよが頑かたくなに決めてしまっているのだ。

　おれだって肉が食えるなら食いたいよ、という言葉を早風はやては呑のみ込こんだ。

「まぁ、どうせそちが美う味まかろうが、血を飲むなど恐ろしくてできぬわ。主あるじの意に反することは、したくはないのでな。吾わが輩はいたちは、食事のとき以外は、そちの護もりをしておるからな。見えても、別段気にする必要はないぞ」

　なぜか偉そうな窮きゆう奇きに、早風が新たな疑問をぶつける。

「護りって、おれの？」

　それに返事が来る前に、少女が「ア！」と大声を出した。

「あたしもそれ、気になってたんだけど。さっきの戦闘で手を貸したの、窮奇あんたなの？」

　少女が言って、早風も煙の化け物と戦っていたときに、突如起こった暴風を思い出した。

　誰だれかが早風に、呪しゆを唱となえるよう、囁ささやいたのだ。

　だが、窮奇は後足立ちを止やめて四つ足になると、表情を暗い地面に伏せるように隠した。

「吾が輩は、主のため何も申せませぬ。では失敬」

　トッと走り出す窮奇を、早風が呼び止める。

「あ、待って」

　窮奇は数メートル先で立ち止まり、振り返った。

「何かまだありますかな？」

「名前、聞いてなかった」

「…………」

　窮奇は一瞬、沈黙し、早風の目と目を合わせた。

　それから、律儀に体の向きを直し、後足立ちをしてから言った。

「窮奇一族、頭首より久しく継承権十二の波は涛とうの息子、三男坊波は旬じゆんと申す。以後、お見知りおきを」

　丁寧に一度、頭を下げる。

　早風がそれに合わせて、ぺこっと軽く一礼すると、波旬はくるりとまた背を向けた。

　波旬は、猫と言われて怒っていたが、動きはそのもののように俊敏で、真横の家の塀に一っ飛びで乗ると、さらに一階の屋根に飛び移り、暗い陰の方へと走り去って行った。

「それで？」

　波旬を見送っていた早風に、今度は少女が問いかける。

「え？」

　何がそれでなのかと、訊きき返した早風はやてを、少女が胡う散さん臭くさそうな目で見ている。

「あんた、やっぱり守護されてるんじゃない。誰だれの寵ちよう児じなの？」

「あ、あの……」

　早風の方にも訊きたいことが山ほどあるのだ。

「窮きゆう奇きってことは……」

　少女が頭を横に振る。

「まさかね」

　話しかけておいて、早風を無視して、一人で考え込んでいる。

「威い降おりがこの人間を指名したのは、もしかしたらそのせいなのかな」

「あ、あのさ……」

　早風がなんとか話しかけようとするのだが、完全に聞いていない。

「だとしたら、やっぱり威降の言うとおり、この人間と組んだ方がいいってこと……？」

　イヤイヤイヤ、とまた首を横に振っている。

「あの性悪上司が、そこまで考えてパートナーにするわけないわ。嫌がらせよ！　絶対、そう！　弱っちい人間と組ませて、端はたから見て楽しむつもりなんだわ」

　一人、憤っていた少女は、そこでようやく早風を見た。

「言っとくけど、上司の命令だったからさっきは了承したけど、あたしは今まで通り一人でやりたいの。あんたと組む気なんか本当はこれっぽっちもないんだからね。とはいえ血の盟めい約やくは絶対なのよね。こればっかりはどうしたものか……」

　ぶつぶつと文句を言っている少女に、早風は返事のしようもない。

「確かに、妖よう怪かいが見えるようになったのは、まぁ、あたしのせいもあるかもしれない。その責任は取らないといけないと……思ったりは……するけど……」

　次いで、もごもごと言い難にくそうに口ごもり、少女は早風を見つめたかと思うと、急に頬ほおを赤らめた。

　それを見ていた早風も、彼女が何を思い出したのか知って、思わず俯うつむいてしまう。

　妖怪とはいえ、可愛かわいい女の子に顔中舐なめられるなんてことは、そうそうないことだ。

「あ、あれはちょっと、動転したのよ！　あんたがパフェを落としたから！」

　慌てたように言い募る少女の顔は、真っ赤だ。

「に、に、人間が作り出した唯一にして絶対の至高の存在で、甘くとろける天上の味と讃たたえてもいい、あの冷たさすら心躍らせるスイーツの中のスイーツ、アイスクリームをあんたが落としたからなんだからね！」

　うっとりとしながら言ったかと思うと、最後に落下場面を思い出したのか、少女は急激に愕がく然ぜんとした表情に変わった。

　その変わりようが、あまりに恐こわかったので、早風は素直に謝った。

「悪かったよ」

　すぐに謝られるとは思っていなかったのか、少女が意表をつかれて頷うなずく。

「そ、そうそう。人間も妖よう怪かいも素直が一番。とりあえず、血の盟めい約やくにはどうやったって逆らえないし、仕方ないわ。今回は一緒にやるわよ」

「し、仕方ないって……」

「あたしだって一人でやりたいわよ。人間なんてどうせ役に立つわけないもの」

　そこで、こよりは大きく溜ため息いきをつくと、くるりと背中を向けた。

「あたしの足だけは引っぱんないでよね。携帯電話これでまた連絡するわ。それまでいい子にしているのよ」

　言うだけ言うと、少女は早風はやてを置いて、闇やみ夜よへと駆け出して行ってしまった。



    

  
    
      


第三章　雨模様の噂うわさ話ばなし



　ととん、ぽたん、ととん、ぽたん、と庭先の屋根に当たった雨粒が音を立てている。

　早風はゆっくりと目を覚ますと、布団から両腕を目一杯突き出して、ううんと唸うなった。

　枕まくら元もとの携帯電話を手に取り、時刻を確認すると、憂ゆう鬱うつな気分にさらに拍車がかかる。

　午前七時五分。

　傘を手に混こみ合あうバスと電車に乗ることを考えると、それだけで通学意欲もなくなってくる。

　それでも早風はなんとか布団から、のそのそと這はい出でると、明かりを点つけ、寝ぼけた顔のまま制服に着替えた。

　昨日のことを思い出して、顔をしかめる。

　――やっぱり、アレって夢だよなぁ。

　――煙の化け物とか、巨大鳥だとか、黒ずくめの男二人だとか、細長い猫……じゃなかった、鎌かま鼬いたちだったか……とか……。

　そんなものが現実のわけがない。

　早風は寝ぼけている頭をしゃきっとさせようと、部屋を出ると洗面所へ向かった。

　その足音に気づいたそよが、居間から廊下を覗のぞき込こみ、早風はやてに声をかける。

「はーちゃん、遅い！　朝ごはんできてるよ！」

「ああ、わかってる。納豆混ぜといて」

　寝起きの掠かすれ声で返すと、居間でそよが聞こえるような大きな声で言った。

「ああ、やだやだ。もっさいオヤジみたい」

　ぐさっとくる一言だが、反論できないのが辛つらい。

　一々反抗して、そよの不興を買うのが、どれだけ実害になるかは、すでに学習済みだ。

　実質、この家を牛耳っているのは、祖父でも父でもなく、妹のそよだ。

　早風が高校生活初しよっ端ぱなから、バイトを始めたのも、そよが原因といえなくもない。

　祖父と父から家計一切を任せられているそよに、月二千円の小遣いに反抗して、それとなく金の無心をしたところ、春前に一いつ蹴しゆうされ、けちょんけちょんにされてしまったのだ。

「あのねぇ、はーちゃん！　うちは雀すずめの涙ぐらいの家計でやりくりしてんのよ!?　そんなくだらない事に使うだけの余裕があると思う？　ねぇ、あると思ってんの!?」

　妹にはーちゃん呼ばわりされても、言い返すどころか、勢いに圧おされて出て来るのは、「す、すみません……」の一言だけだ。

「ったく、マンガ買いたいから金くれだぁ!?　ふざけんじゃないわよ！　あたしだって、余分なお金なんてものがあったら、近所のお姉さんのお下がりなんて貰もらわないで、中学の制服だって新調してるっつーの！」

　ギリギリギリと鬼おにの形相で歯は軋ぎしりしながら、そよが怒りに目を吊つり上あげる。

「いい、はーちゃん！　人間、働かざる者食うべからずよ！　欲しい物があるなら、健康体なんだから、自分で稼いでちょうだい」

　中学一年生女子が言うセリフとは思えないが、学校から部活もせずに飛んで帰って、自転車で颯さつ爽そうと近くのスーパーを往復し、洗濯に掃除、食事の用意にと、せかせか働いている妹を見ている手前、これに反論できる人間などそういないはずだ。



　そんなこんなで、高校生になってすぐに、早風はバイトを始めたのだが、結局バイト代はこれまた妹が家計の足しにするとか何とか言って、ほとんど毟むしり取とられている。

　家庭内カツアゲだと思う今日この頃ごろだ。

　それに、そんなに家に金がないのかというと、早風はそうでもない気がしているのだが、どういうわけか、そよは節約に燃えている。

　今年の春、高校に入学したばかりの早風の制服は、そよと違って新品だが、これも三年間着られるようにと、ブレザーがやけにバカでかく作ってあるぐらいだ。

　思い出すだけで、早風はうんざりし、洗面所で顔を洗い始めた。

　確かに、助かってはいるのだ。

　祖父と父と早風はやてだけなら、我が家はとっくにゴミ溜ためと化していたはずだ。

　毎日の食事に掃除、買い物に洗濯と、そよはまめまめしく働いている。

　だから、無くなったトイレットペーパーの芯しんは、ちゃんと替えておけだの、油ものを載せた皿は洗い桶おけに入れるなだの、自分の部屋くらい自分で掃除しろだの。

　散々言われても、頷うなずく以外にできる術すべはない。

　だからといって、ちゃんとやるかどうかは別だが。

「早く、早く、はーちゃん、もう二十分だよ！」

　居間から、そよが急せかすように叫んでいる。

「わあってるっ！」

　いつも通り、手早く髪のセットを済ませてしまう。

　居間に行くと、八畳の和室の真ん中に置かれたちゃぶ台に、ごはんとみそ汁、納豆に玉子焼きが、すでに用意されていた。

「もう、遅いよ、はーちゃん！」

　そよはとっくに食べ終わったらしく、テレビで民放の天気予報を観みながら、町内の自治会の回覧板に目を通している。

「行く途中で、隣りにこれ置いてってね」

　ハンコを押しながらそよが言うと、早風は猛然と朝飯を口に詰め込みながら答えた。

「ほんあひははいっへ」

　口の中がいっぱいで、まともに喋しやべれていない。

　そよがぎろりと睨にらみつけてくるが、焦っているので、早風も無視だ。

「ちょっと、はーちゃん。いつも言ってるけど、」

　硬い口調に、そよが怒ろうとしているのを感じ取り、早風は一気にみそ汁をごくごくと飲み干した。

「悪い、そよ。回覧板それは任せた」

　そう言って、すっくと立ち上がると、返事をする間も与えず、雨に強いスポーツバッグを肩に掛け、玄関へと走って行く。

「はーちゃん！　待てッッ!!」

　回覧板を手に、そよが追いかけて来るが、それより前に、早風は靴を引っ掛けて家の外に飛び出していた。

「ちぇっ！　逃げられた……」

　ぶすっとそよが一人呟つぶやく。

　そよは雨の空を見上げて、また一人呟いた。

「仕方ない、今日は洗濯なしだし、遠回りして行くかぁ」

　そして、また家の中へと戻って行く。

　そのとき、彼女の足元にちょろちょろと猫ほどの大きさをした焦げ茶の獣が付いてきた。

　玄関の戸を閉めるそよに、獣が足元で言う。

「玉子焼きもう一つくれ」

　それに対し、そよはぴしゃりと戸を閉めながら言った。

「化け物のくせに図ずう々ずうしい」

　獣がぐうと唸うなる。

　どうやら腹の音を真ま似ねたらしいが、そよでなくとも嘘うそだとわかる。

　そよは玄関から居間へ廊下を歩きながら、呆あきれた声で言った。

「ろくに働きもしないで、餌えさだけねだるなんて、はーちゃん以下よ」

　またまた獣がぐうと唸る。

「あんた、昔は波は旬じゆんみたいにスリムだったのに、いつの間にかそんなになっちゃって」

　居間のガラス障子の前で立ち止まると、そよは振り返って、少し後ろを四つ足で付いて来ている獣を見やった。

「でぶ猫にしか見えないじゃない」

　そよが眉まゆを寄せて睨にらみつけると、そいつはとぼけたように目をぱちぱちさせ、首を左右に振って、自分の身体をしげしげと眺めた。

　そして、猫のようだが、それよりは大分まんまるな頭部を上げると、獣は低いが聞き取りやすい人語で応こたえた。

「成長期なのだ」

「化け物に成長期があってたまるか」

　そよに怒られても、獣は居間の中まで付いて来る。

　ちゃぶ台には、早風はやての残した玉子焼きが二つまだ残っていた。

　その前に行って、そいつは丁寧にお座りをすると、目だけをねだるようにそよに向けている。

　じ――――っと、無言で見上げ続ける。

「ああ、もう」

　忙しいのに、とそよは乱雑に早風の食器の片付けを始めながら、指先で玉子焼きを一つ摘つまみ上あげると、窮きゆう奇きにぽいと投げてやった。

　大きな口を開け、見事にキャッチした妖よう怪かいは、満足そうにごくりと飲み込み、三度目の鳴き声をぐうと上げた。

　その直後、そよが辛しん辣らつな一言を放った。

「波は紋もん、玉子焼き一つにつき、境けい内だいの掃除五分だからね」

　至福の表情だった窮奇の次男坊は、それを聞くや一転してしょんぼりと耳を垂たらした。







　雨の日の登校ほど、悲惨なものはない。

　バスと電車は自転車通学の普段は乗らない輩やからまで収容し、誰だれの者とも知れない濡ぬれた傘が足にまとわりつき、初夏のこの時期、車内にこもった湿気は、じわりと浮き出す汗に変換される。

　早風はやては小雨の中を駅から高校へと、傘の波に混じり歩いて行った。

　八時三十分。

　三階まで階段を上りきると、ホームルーム前になんとか間に合って、ほっとしつつ教室に入る。

　そこで早風は、早速クラスメートに掴つかまった。

「おっす、早風。なんだなんだ朝からしけた面ツラしてんなぁ」

　飛んできたのは、中学の頃ころからの友人でクラスメートの旭あさひ勘かん作さくだ。

「いつもと同じだろ」

「おれのジャーナリストスピリットにピピピとくるような事件はないのかよ」

　勘作が手にしているのは、黄き色いろい表紙のロディアのメモ帳とラミーのボールペンだ。

　報道スタイルらしいが、早風にはさっぱりわからない。

　しかも、頭には授業中以外は、ハンチング帽。

　どう見ても、普通の高校生らしいとは言えないが、本人が至って気に入っているようなので、指摘する者もすでにいない。

　かくいう早風も慣れたもので、このファッションに口出しする気は毛頭なかった。

「こうも毎日平穏だと腕がにぶるぜ。妹がグレたとか、何かないのかよ」

「そんなわけあるか」

「ちぇ」

　残念な雄叫おたけびを洩もらす勘作に、呆あきれながらも指摘する。

「人の不幸を探してネタにするな」

　そこで勘作は首を振った。

「いんや。報道崇高で意義のある行為なんだ。常にアンテナを張っておかねば」

　勘作のネタ探しはいつものことだが、毎度呆れてしまう。

　そのとき、早風の隣りの席に鞄かばんがトンと置かれた。

「おはよー。何の話？」

　訊たずねてきたのは、委員長の宇う佐さ美み優ゆう子こだ。

　肩を少し越すほどのウェーブのついた明るめの色の髪に、細い肢体にしては少々大きな胸。

　クラスメイトを和ませるやわらかな笑顔が、今日はほんの少し曇っている。

　というのも、優ゆう子こは雨の中を自転車通学してきたせいか、髪を気にして、しきりに指で伸ばしていた。

「もう、嫌になっちゃう。くせっ毛って雨の日、最低なのよね」

　心底、困っているようでも、声が穏やかで、表情がおっとりしているせいか、まったく刺とげ々とげしく感じない。

　口調もだが、外見もふんわりした大人しめで、おっとりしているかと思いきや、運動神経はそれなりに良く、成績も学年トップスリーに入るという才女だ。

　しかも本人がそれをまったく鼻にかけず、誰だれに大しても平等に優しいので、男女共に人気がある。

「おお、おはよ」

　早風はやてがにこやかに応こたえると、勘かん作さくも同様に片手を上げ「オッハー、委員長」と軽く挨あい拶さつしたものの、すぐに話を元に戻す。

「それがさ、いつもの如く何か事件がないか尋問してたんだ」

　早口に言う勘作に、早風は鋭く訊きき返した。

「尋問ってなんだよ？」

「あ、間違えた。事情聴取」

「それも違うと思うぞ」

　せめて取材と言って欲しいところだが、勘作は「おまえ相手なら、どっちでも同じだ」などとほざいている。

「ふふっ、いつも朝から元気だね、旭あさひくん」

　優子が思わず笑い出すと、勘作は持っていたボールペンを頭上に掲げ宣誓した。

「報道に昼夜はない！」

　勘作がこうなのは、前々からだが、さすがに早風も肩を掴つかんでポンポンと軽く叩たたいて戒める。

「おまえ……ちょっと落ち着け」

「それ、よく言われる」

　小気味良い二人のやりとりに、優子は楽しげに笑っている。

　だが、ふと思ったのか、早風に心配そうな視線を向けると、彼女は言った。

「でも本当に、事件や事故に遭ったら大変だもん。何もないのが一番よね」

「ああ、それは、うん。ありがと。宇う佐さ美みってやさしいんだな」

　早風がにこっと微笑ほほえんでお礼を返す。

　すると、優子はぽんっと頬ほおを赤くし、急にぱちぱちと何度も瞬まばたきをしたかと思うと、突然、目をさまよわせて早口で話し始めた。

「じ、事故って、ほら、アレじゃない。車の場合、何台も巻き込まれたりして、規模が大きくなっちゃうと、そのせいでなかなか消防車が助けに行けなかったり、その間、車に閉じこめられた人って、長い間、痛い思いをしなきゃいけないわけで、そのくせ意識を失っちゃいけませんとか言われて、生き地獄を味わうってことも多かれ少なかれあったりして――」

「う、宇う佐さ美み……もういいって」

　なぜか止まらない状態になった優ゆう子こに、早風はやてが口を挟んで、どうどうと押おし留とどめる。

「あ、そうよね。うん。わたし、また、どうでもいい事を長々と……」

　優子は、しゅんとうな垂だれた。

　いつもは落ち着いている優子だが、早風が知る限り、突然こうなることがよくある。

「委員長って、時々面白いよな」

　勘かん作さくがにひひと笑みを浮かべて言ったので、早風は黙れと睨にらみつけた。

「い、いいの……わかってるから……」

　テンパッてしまうと、つい早口でマシンガントークしてしまうらしいのだが、今のどこがその原因になったのか、早風にはいまいちわからなかった。

　その他ほかにも、優子には時折、謎なぞの行動が現れることがある。

　放課後、帰り際に偶然、出会ったときもそうだった。

　普通に「また明日」と言って、早風は駅の方へ、優子は自転車置き場へと別れたのだが、明日の授業のことで訊ききたいことを思い出したので振り返ると、優子がまだ別れたままの場所で、ぼうっと突っ立っていたのだ。

　しかも表情が夢うつつというか、熱っぽいというか、目がとろんとしていた。

　心配になって、戻って大丈夫か確認したほどだ。

　――さすがにアレ以来、あそこまでぼうっとはしてないみたいだけど……。

　優子が反省しきりでがっくりきている間にも、勘作は一人猛然と喋しやべっていた。

「ってなわけで、いつも通りビッグニュースを探してるんだけどさ、今朝のおれの本ほん星ぼしはこっちなのよ」

　言って、学校新聞をバンッと早風の机に叩たたきつける。

　早風と優子が、新聞に目を落とす。

「なんだよ、本星って」

「まぁ見てみろ」

　新聞を手に取り、早風は一面の大文字を読み上げた。

「『エイリアンか!?　米国生物兵器か!?』　なんだ、これ」

　あまり理解したくない単語が並んでいる。

「ほら、最近の悪夢事件だよ」

　思い出せとばかりに、勘かん作さくが人差し指を立たせて言った。

「ああ、確か……」

　入学式を過ぎてひと月ほど経たった頃ころからだろうか。

　急に体調を崩す生徒が増え始めたのだ。

　しかも全員がほぼ同じ症状で、夜眠れないという。

　一日眠れない程度ならいいのだが、この不眠症は長く続くらしく、さすがに二日も三日も徹夜となると、倒れる者が出るのは必至。

　授業中に椅い子すから転げ落ち、眠る者まで出ている始末だ。

　その上、彼らに共通していることは不眠症になった理由にもある。

　ほとんどの人が、眠ると悪夢を見るので、恐こわくて眠れなくなったというのだ。

　自分がもっとも嫌悪を抱く過去を夢に見るらしく、大抵の人は夢の内容を語ろうとはしないが、悪夢であることは間違いないらしい。

　校内に広まっている噂うわさでは、感染するというものもあって、現在学校では、眠そうな人は要注意人物になっているのだ。

　――おかげで、おちおち授業中に昼寝もできないよ。

　早風はやては、そんなバカげた噂にはまったく興味がないが、新聞部の勘作には、目を爛らん々らんとさせる程度の関心はあるようだ。

　その勢いで、悪夢事件などと呼ばれるこの現象を解決してくれればいいが、まぁ、その結果がこの記事なら、あまり期待できそうにもない。

　そのとき、優ゆう子こが不思議そうに横から言った。

「悪夢事件、最近よく聞くよね。わたしの友達も恐がってる子いっぱいいるよ」

　早風は新聞を委員長に手渡す。

　しかし、事件だなんだと言っても、不眠症は病気の一つだ。

　早風は勘作に「あれって、受験ノイローゼじゃないのか？」と訊たずねた。

「だったら、三年生だけってことになるだろ。そうでもないんだな、これが」

　勘作はハンチング帽の位置を、くいっと直しながら言う。

「全学年、ほぼ同数でうなぎ昇り」

「調べたのかよ」

　思わず訊きき返してしまうのも、当然だろう。

　だが、自慢げに鼻を上向けて、勘作は言い放った。

「そりゃ現役バリバリの新聞部ですから」

　思わず呆あきれ顔がおで、早風は思った。

　――新聞部って、ヒマなんだな……。

　だが、それに気づかず、勘作はまだ上を向いたまま、自慢げな口調だ。

「おれが思うに、不眠症ってのは、ストレスから誘発されるものらしいが、中にはあまりストレス要因がない者も混ざっているような気がする。つまり、これはやはり例の事件に間違いない！」

　断言する勘かん作さくだが、早風はやてにはピンとこない。

「なんだよ、例の事件って」

　勘作はようやく鼻高々のポーズを止やめ、早風と視線を合わせた。

　だが、ちょっと顔が近すぎる気もしないでもない。

「つまりな」

　真顔で目を合わされると、こちらから視線を外せなくなるのは、なぜなんだろうか。

　勘作の力のこもった目に圧倒され、早風はただ頷うなずく。

「うん？」

　そこで勘作は微妙な間を置いて言った。

「………………Ｘファイルだ……」

　早風は勘作の睫まつ毛げの本数まで数えられそうなほど間近で、その言葉を聞いて数秒。

　理解した直後に、顎あごが外れんばかりに大きく、「ハァ!?」と声を出した。

「まだわかんねぇのか、おまえは相変わらずニブチンだなぁ」

　やれやれ、といった顔で、勘作が首を振る。

「そんな説明でわかるヤツがすごいよ」

　早風は、ガクッとうな垂だれた。

　自分が一般人レベルだと思っている勘作には、付いて行くのも大変だ。

　そんなことを省みもせず、勘作はようやく早風から顔を離すと、言ってのけた。

「エイリアンだよ。エ・イ・リ・ア・ン」

「…………」

「…………」

　早風どころか、隣りの優ゆう子こも無言だ。

「ふふふ、高次元過ぎて思考が停止したな」

　一人悦に入っている勘作は、やはりどこかおかしい。

「ああ、ちょっと眩暈めまいがした」

「わたしも」

　早風と優子が揃そろって目を伏せ、額に手を置く。

　だが、それでへこたれる旭あさひ勘作ではない。

「委員長もか！　それはいけない。きちんと説明してしんぜよう！」

　なぜかテンションはさらに上がっている。

「つまりだな。この悪夢事件は、エイリアンの侵略計画の一部なんだ。当然、エイリアンとくれば米国が関かかわっているのはわかるだろう」

「いや、わかんねぇし」

「わたしも」

　勘かん作さくの当然が、二人には当然とは思えないのだから、ズレているのも当たり前。

「ええッ！　二人してそこからわかんないのかよ！　参ったな」

　参っているのはこっちだ、と言いたかったが、早風はやては我慢した。

　勘作には、とりあえず喋しやべりたいだけ喋らせるのが得策だ。

　このみょうちきりんな話が後々まで引っ張られるのだけは、なんとしても避けたい。

「米国の生物兵器実験とエイリアン隠いん蔽ぺい説は、常にこの地球上の疑問・難問・奇問に関わっているんだぞ」

「へぇ」

　とにかく頷うなずいておけば、勘作は良い気分で話を終え、自分も被害が最小限で済むってものだ。

　勘作の熱の入った演説が続くが、早風は「ふぅん」「へぇ」と生返事をし、優ゆう子こも作戦に気づいたのか「そうなんだー」と頷いてくれている。

　三分後。

「なんだか、二人の応対が冷ややかな気もするが……まぁいいか」

　ようやく話の根幹部分を喋り切った勘作が、二人との体温の違いに気づいた。

　首をひねりつつも、まだ残っている話を続けようとする。

「つまりだな――」

　だが、生返事にも飽きてきた早風は、ふと優子の方に視線を向け、彼女の机の上に置いてある携帯電話に目を止めた。

「あれ？　委員長、機種変した？」

　以前、見たときは白っぽい携帯だったのが、今はパールピンクになっている。

「うん。昨日ね」

　優子は机から自分の携帯を手に取ると、早風に翳かざすように見せた。

「へぇ、見てもいい？　それ、最新機種だよね」

「いいよ」

　携帯電話を渡され、早風は手の中で転がすように全体を眺めた。

　透明がかった薄い茶色の石のストラップが付いている。

「キレイな石だな」

　教室の天井の蛍光灯に向けると、甘い蜂はち蜜みつのような色の光が、早風の目に映った。

「琥こ珀はくっていうの。願いが叶かなう御お守まもりなんだって」

「そうなんだ」

　御お守まもりを信じているらしい優ゆう子この言葉に、早風はやては微笑ほほえんだ。

「きみら、おれの話聞く気ないだろ」

　ようやく二人に置いてけぼりをくらっていることに気づいた勘かん作さくが、怨うらみがましく言うと、口をへの字にして、早風の手にしている優子の携帯電話に目を向けた。

「それはそれとして……そのストラップ、最近よく見るな」

　琥こ珀はくの石の御守りを指差す。

「旭あさひくん、なんでも知ってるんだね」

　感嘆した優子が言うと、勘作はにやりと口を歪ゆがませた。

「「新聞部だから」」

　嬉うれしそうに口にした言葉は、なぜか二重音声だ。

　というのも、早風が揃そろえて言ったからだ。

「真ま似ねすんな！」

　勘作が怒るが、早風は苦笑いで肩を竦すくめて見せた。

「それより」

　ごほん、と勘作がわざとらしい咳せきをして、話を切り替える。

「そのストラップ、流は行やってるのか？」

　訊ききながら、一度は尻しりポケットに直したメモ帳を取り出し、筆記体勢だ。

　優子は早風から携帯電話を返してもらい、自分でもストラップを見つめながら言った。

「近くのフリーマーケットで売ってる御守りでね、本当に効き目があるって、女子の間では結構、有名になってるよ。最近、女子だけでなく男子が持ってることもあるみたいだし、密ひそかにブームになってるんじゃないかな」

　今の内容で、何をそんなに書くことがあるのか、早風にはさっぱりだが、勘作はメモ帳になにやら素早くガリガリと書き留めると、小難しい顔になって数度、頷うなずいた。

「ふむふむ。もっと詳しく聞かせていただこうか」

　記者というより、眼めつきが警察官だ。

「勘作、おまえ宇う佐さ美みにまで尋問すんなよ」

　記者なのか、尋問官なのか、変人なのか、わかりかねるが、そんな勘作に優子は気にしない様子で微笑んだ。

「別にいいよ。知ってることなら、教えてあげるから」

「ほらみろ、おまえと違って、委員長は優しいんだ」

　勘作に優子と比べられても、早風は痛くも痒かゆくもない。

　優子がやさしいのは、すでに周知の事実だ。

　四月にクラス委員長を決めるとき、誰だれも引き受け手がなかったので、ホームルームが延びて延びて、クラス全員がブチ切れそうになった。

　そのとき、やむを得ないと言って、引き受けたのが優ゆう子こなのだ。

　百人いれば百人が、優子はやさしいと言うに決まっている。

　だが、そんな優子にも悩みがあることを、早風はやては知っていた。

　以前、ぼそっと言っているのを聞いてしまったのだ。

「みんな委員長って言ってくれるけど、わたしの名前、忘れてないよね」

　それ以来、早風だけは優子を名字の宇う佐さ美みで呼んでいる。

「うさぎみたいで可愛かわいいな」と言ったら、幽ゆう霊れいにでも出くわしたようにアワアワして、「そ、そ、そんな可愛いものと比べないで」と顔を真っ赤にして返事していた。

　ちなみに、そのときも、続きに三分ぐらいマシンガントークをかましていた。

　そういえば、アレからかもしれない。

　優子が早風と目を合わせると、とりとめのないことを洪水のように話したり、ぼうっと顔を見ていたり、と思うと逆に慌てて逃げ去るときが出てきたのは……。

　早風がそんな考えに耽ふけっている間にも、勘かん作さくの質問コーナーは続いていた。

「願いが叶かなうっていうのは、叶った人が現実にいるわけ？」

　勘作に訊きかれた優子が答える。

「そう聞いたけど。誰だれかは知らないよ」

「願いって、どんな願いが叶うんだ？　ほら、たとえば神社でいうと、なんだっけ、おい」



    

  
    
      



    

  
    
      　勘かん作さくが突如、早風はやての二の腕をドンと押した。

「なんだよ、勘作」

　痛かったので、早風は眉まゆを寄せ、抗議の視線を返す。

「御お守まもりの、ほら……効果の種類だよ」

　神社の息子なら知ってるだろう、と勘作が訴えているのがわかったので、早風は渋々言った。

「ああ、学業成就とかのことか？」

「そうそう」

「無病息災とか、いろいろあるけど」

　そこで優ゆう子こが口を挟んだ。

「わたしが聞いたのは、全部恋愛関係だったよ」

「ふむふむ。恋愛関係に強い御守りか。なるほど」

　頷うなずきつつ、勘作はペンを走らせ、それもメモっている。

　そこで、はたと顔を上げ、勘作が優子を見た。

「それで、委員長は好きな人いるの？　だからストラップ買ったの？」

　いきなりの質問に、優子は目を丸くした。

「えっ!?　そ、そ、そ、そんなんじゃないよ」

　今までの朗らかな笑みはどこへやら、懸命に両手を振る。

　内容が内容だけに、早風も聞いてみたい気もするが、優子の必死の拒絶にかわいそうな気もして、助け舟を出した。

「勘作、からかうなよ」

「これは失敬。でも、こんなのに頼らなくても委員長なら、誰だれでもゲットできそうだけど、なぁ？」

　同意を求められ、早風も異論なかった。

「まぁな」

　才色兼備で、やさしい優子がフラれるところなんか、確かに想像できない。

　これ以上何も足す必要がないほどに、優子はパーフェクトだ。

　――そよに、宇う佐さ美みの爪つめの垢あか煎せんじて飲ませたいぜ。

　そよが聞いていたら、フライパンでぶん殴られそうなことを思ってしまう。

「そ、そんなこと……ない……よ」

　困った表情で目を伏せている優子に、早風は笑いかけた。

「恋愛に限らずさ、ご利益があるといいな」

　すると突然、優子はかあっと頬ほおを赤らめて、切羽詰ったように早口で喋しやべり出した。

「う、うん、ありがとう。そうよね。恋愛成就の御守りっていうのはただの噂うわさだし、もしかしたら別の効果もあるかもしれないもんね。家内安全とか交通安全とか、金運上昇とか、悪霊退散とか、世界平和とか――」

　勢いづいて止まらなくなったらしい優ゆう子こに、早風はやてが割って入って宥なだめる。

「お、落ち着けって。金運上昇はいいとして、悪霊退散とか世界平和とか、そんな御お守まもり、勘かん作さくぐらいしか買いそうにないよ」

　それを端はたで聞いていた勘作が、失礼なと言うように腕を組んで言った。

「おれはそんな御守り、必要じゃないぞ。世界が平和だと、報道すべきことがなくなるじゃないか。それに悪霊には退散される前に、ぜひインタビューを受けて欲しい。インタビュー・ウィズ・ヴァンパイアのごとく、そこに至るまでの長い人生について語ってもらわないとな」

　当然、早風は呆あきれて、ハァと溜ため息いきを洩もらした。



    

  
    
      


第四章　放課後の再会



　強くなったり、弱くなったりと、雨が一日続いていたが、騒がしかった校内では、早風もあまり気にしていなかった。

　放課後になった今、三階の窓の外に降る小雨が、授業中よりも耳につく。

　教室には二人の生徒の姿しかなく、他ほかのクラスメートは皆、帰ったり部活に行ったりと消えてしまった後だ。

　しかも、最後の二人の内の一人、優子は大量のプリントの入った段ボール箱を自分の机の上に積み上げていた。

　担任の教師に頼まれて、夏休み前にあるスポーツ大会の予定表を、教師、生徒会、クラス委員の分に仕分けして綴とじるよう言われたらしい。

　しかも優子は、早風たちが教室でくだらない話で盛り上がっているときにも、誰だれにも声をかけなかった。

　手伝ってもらおうという気持ちが、まるでなかったに違いない。

　早風が帰るため鞄かばんを取りに隣りの席に来るまで、彼女は一人黙々と仕事をこなしていた。

　気づいた早風が声をかけると、最初は「一人で大丈夫だから」「先に帰って」と拒んでいたほどだ。

　手伝わずにスッと帰っても、優ゆう子こは恨み言一つ言わなかったはずだ。

　だが、早風はやてが見る限り、この大量のプリントを一人で綴とじていたら、いつまでかかるか。

　六時まで校門は開いているが、どう見てもそれまでに終わる量ではない。

　雨で暗くなるのも早い上に、なにより優子は女の子だ。

　――しっかりしてるようでいて、警戒心があまりないのか？

　早風は向かいで、手早くプリントにホッチキスをかけていく優子を見た。

　二人は、段ボール箱を足元に置き、一つの机を挟んで向かい合わせに座っている。

　手伝うと言ったからには、二倍の速さで終わらせようと、早風の手も淀よどみない動きで、プリントを束ねていく。

「あ、あの……」

　ずっと黙ってプリントを綴じていた優子が、ちらりと目を上げ、早風を窺うかがった。

「何？　どうかした？」

「ううん、あのね、今日は……その……用事とかなかったのかなって」

「悪かったな、暇そうで」

　わざとぶすったれた表情をした早風に、優子が激しく頭を振る。

「違うの。ほら、遅くまで手伝ってくれてるから。いいのかなって」

「そんなのいいに決まってるだろう。この量のプリントを一人でって無理があるから、ちゃんと先生に言えよ。それに気にせず、他ほかのヤツにも手伝わせたら、いいんだよ」

「うん。ごめんね」

　早風は溜ため息いきをついた。

「謝るなよ。宇う佐さ美みって、ホント……」

「本当に、何？」

　不安そうに優子が訊たずねる。

　プリントを重ねる手を止めずに、早風は答えた。

「他の女子と喋しやべってるときは普通なのに、おれと話すとき、よく下向いてんだろ」

「……そうかな」

「そうだよ」

　言って、早風が次のプリントを取ろうと手を伸ばした途端、何やらやわらかい、ふにっとしたものを掴つかんでしまった。

「ひゃんっ！」

　優子が椅い子すから飛び上がらんばかりに、びくんっと身震いする。

　プリントの上にあった優子の手を、間違ってぎゅっと掴んでしまったのだ。

「うおっ!?　なんて声出すんだよ!!」

　同じくらい驚いた早風はやてが思わず仰のけ反ぞる。

「あ、あの……びっくりしただけ。ご、ごめんねごめんね」

　頬ほおを真っ赤にして、委員長が謝る。

「ほ、ほら、他人の手に触れることって、実はあまりないでしょう。もちろん体育の授業中とかはあるけど、あれは心の準備ができている状態だから、突然っていうのは、誰だれが相手でもやっぱりびっくりすると思うのよね。人間に限らず、うちの犬も時々、いきなり背後から靴下を咬かんで引っ張ったりするんだけど、そのときもやっぱり、びくっとしちゃったりして――」

　またしてもマシンガントーク炸さく裂れつなので、早風は苦笑しつつ宥なだめる。

「う、宇う佐さ美み、いいからいいから」

「うう……」と、口を閉じたものの、優ゆう子こが縮こまる。

「やっぱ宇佐美って、おれのこと恐こわがってる？」

「え？　なんで？」

　早風は、言い難にくそうに口にした。

「だって、勘かん作さくとは、普通にしてるだろ」

　ちょっと拗すねたように聴こえたかもしれない。

　そう思うと、早風は恥ずかしくなったが、優子は気にしなかったようだ。

「別に……茨いばら木きくんとも普通だよ」

　そうは言っても、優子の表情が硬いのは明らかだ。

「そっかなぁ」

「そうだよ」

　微妙な空気が二人の間を流れる。

　早風は、もうこの際だからと、以前から気になっていたことを訊きいてみることにした。

「でも、目が合うといつも先に逸そらすし、この間、偶然駅前のスーパーで会っただろ。挨あい拶さつしたのに、走って逃げなかった？」

　優子の表情が、凍りついたようにぴしりと固まった。

「…………」

「やっぱり、おれ恐い？」

　訊たずねる早風も、すでにダメージ60％ほどだ。

　バイト先の年上の女性などには、恐いと思われていないようだが、同級生の女子とは、あまり話をすることもないので、自分がどう見られているのか、本当にわからないのだ。

「ち、違うよ。恐くないよ」

　優子は目を泳がせてはいるものの、なんとか答えている。

「あ、あれは……突然だったから、それに……」

「それに？」

　訊きき返す早風はやてに、優ゆう子こは一度、まだほんのり赤い顔を上げ、不安そうな眼まな差ざしで見返してきた。

「お、お……」

「お？」

　そこで、優子の小さな唇がきゅっと強く結ばれた。

「女の子と一緒だったよね」

　決心して言い切った声に、早風はただ首を傾かしげた。

「…………？」

　先週の土曜日、スーパーに日用品を買いに行くので、荷物持ちに任命されて行ったのだが、その行く道中で優子と出くわしたのだ。

　だが、優子は早風が手を上げて、「よお」と挨あい拶さつすると、天敵に出くわしたかのように走って逃げてしまった。

　そよには、「高校生にもなってイジメか！　情けない！　はーちゃん、情けないよ！」と罵ののしられるし、最悪な一日だった。

　忘れたくても忘れられない出来事だ。

　そこで早風は、優子の言う「女の子」に思い至った。

「ああ、そよのことか！」

「そよ……さん……？」

　心なしか優子が再び元気をなくした気がするが、早風は笑って答えた。

「妹だよ」

「えッ!?」

　優子が目を瞠みはる。

「なんでそんなに驚くんだよ。まぁ、あまり似てない兄妹きようだいだけどさ」

　そよは父親に、早風は母親に似ているせいだ。

「そっか。い、妹さんだったんだ。わたし、てっきり……」

　そこでピンときた早風は、優子に詰め寄った。

「てっきりって、おれが女子中学生をたぶらかしてるとか思ったわけ？」

「違うよ！　そうじゃなくって」

　慌てて優子が否定する。

「そうじゃなくって、ちょうどいいバランスっていうか、だったから、てっきり……」

　ようやく早風もなんとなく概要が掴つかめてきた。

「ああ、もしかして彼女に見えたとか？」

「……う、うん」

　やっとビンゴらしい。

　二人とも互いの考えが噛かみ合あって、ほっとした。

　だが、そよが彼女に見えるなんて、優ゆう子こがどう思おうと、早風はやてにとっては空恐ろしい。

　恐怖政治は家の中だけで充分だ。

「いくらなんでも、あんな怪獣みたいなのは相手にしたくねぇな。どっちかっていうと、大人しめの方がおれはいいかなぁ」

　心底、実感のこもった声で早風が言うと、優子は興味深そうな目をしながら訊たずねた。

「大人しい子がタイプなの？」

「まぁ、少なくとも、寝起きの兄に肘ひじ鉄てつ食らわせるようなのは、除外したい」

　それを聞いた優子が、ふふっと微笑する。

「仲良いんだね」

「いや、肘鉄の続きでその発言、おかしいから」

「おかしくないよ」

　一緒に買い物に行く時点で仲が良いよ、と優子が思っているのとは反対に、早風にとってお買い物は恐怖政治の続きで、拒否できない任務なので、やっぱり二人の間には、微妙にズレが残っていた。







　一日降り続いた雨は、午後七時を過ぎて、ようやく小降りになり、霧雨のような微細な雨粒になった。

　後、三十分もしないうちに、すっかり止やむだろう。

　明かりの消えた廊下の窓から外を眺めつつ、早風は急ぎ足で学校の玄関へ向かっている。

　優子とは、すでに七時前に別れた。

　さすがにこんな時間まで、女の子を学校に留とどめておくのは良くないので、プリント綴とじが一段落したときに、説得して先に帰ってもらったのだ。

　綴じ終わったプリントを、職員室へ運ぶと、無責任にも頼んだ担任教師はとっくに帰宅していて、残っているのは二、三人の先生だけだった。

　そんなわけで、すでに人っ子一人見かけない校内を、早風は急ぎ足で歩いていた。

　月明かりのない夜は、雨のせいでしっとりと湿気を含んでいる。

　気温はそう高くはない。

　むしろ、玄関の靴箱へと向かう廊下を進みながら、早風はぶるっと身震いした。

「なんか、やけに寒いな」

　雨の夜とはいえ、すでに季節は初夏に入っている。

　ぱたぱたと軽い上履きが、一人分だけ音を響かせる。

　一定間隔ごとに点ついている明かりは、非常灯の赤いランプだけで、かなり不気味な上、昼間はうるさいほど騒々しい空間に響くのは、自分の足音のみ。

　雨さえ声を潜めているように思える。

　普段から、別に恐こわがりではない早風はやても、こういう状況では、辺りのちょっとしたことが気にかかってしまう。

　通り過ぎる教室のドアのガラス窓から、ちらりと見えた中の机や椅い子すの異様なほどの整然とした様子や、廊下の窓に覆おおい被かぶさる人間の骨のような黒々とした何本もの影。

　気になって足を止めてみると、中庭のクスノキだとわかったが、そうと知るまで落ち着かない気分だった。

　まったく知らない場所を歩いているなら、ここまで過敏にもならなかっただろうが、なまじよく知っている場所なだけに始末が悪い。

　最短ルートを選んだ早風は、食堂の前を通り、昼間でも暗い自販機コーナーの奥を抜けていこうとした。

　そのときだった。

「今のうち喰くっとかんと、美う味まそうな肉汁たっぷりのやわらかめの女おな子ごをみな持ってかれるんとちゃうか？」

「ほなことはないじゃろう」

「なんでわかる？」

「わからん」

「ほらみろ」

　ぼそぼそと低い声で、誰だれかと誰かが話しているのが聴こえた。

「んんでも、すでにもうかなりの人間から精力を集めたはずじゃア」

「まだまだヤツが喰らうつもりじゃったらどげんする？」

「どうもこうも……」

　通路への出入口の陰に、鼠ねずみのような小さな黒いものが、二つうごめいている。

　早風は思わず足を止めて、その何かを見た。

　暗くら闇やみにじっと目を凝らすと、ぼやけていた輪郭が次第にはっきりしてくる。

　一つは一本足に、全体の半分が顔といった大きな頭をし、破れたボロの袴はかま姿すがた。

　もう一つは二本足だが、腕と足以外の部分が太い毛に覆われている。

　二つの生き物は、向かい合って人語を話していたように思えたが、今は早風の存在に気づいたせいか、ぴたりと口を閉じていた。

　鼠か悪くて虫だろうと、覗のぞき込こんでいた早風は、呆然として、目を瞬まばたかせた。

　見たことのない奇妙な生き物たちは、じっと早風を見つめている。

　確かに意思を持った目つきなのだ。

　早風はやての首筋に、ぞわっと冷たい恐怖が走る。

　二つの生き物がまた話し始めたからだ。

「なんじゃ、この小僧」

「見えとるんちゃうか？」

「そうなんか？」

　毛むくじゃらの方がつまようじほどの腕を上げ、早風を指差すと、もう一方が巨大な頭を傾かしげながら、見返してくる。

　――これって……もしかして……。

　考えたくはないが、目の前のものがもし本物なら、これはかなりヤバい事態だ。

　――白昼夢ってことはないよな……。

　怖気に足が、がくがくしてくる。

　どうにかして逃げないと、と早風の心は思っているのだが、身体が硬直して付いてこない。

　それでも、なんとか覗のぞき込こんでいた腰を上げると、早風は強引に視線を逸そらした。

「あ、無視しよったぞ」

　巨大頭の一本足が、早風を見上げながら、憤慨するように言った。

「人間の分際で」

　と、続けて罵ば倒とうする。

　すると、隣りの毛だらけ妖よう怪かいも真ま似ねして、「人間の分際でぇ」と口を利く。

　それでも、早風が素知らぬ顔でいると、巨大頭が一本しかない足で飛び跳ね叫んだ。

「エサの分際でぇッ！」

「エサの分際でぇ！」

　それをまた毛だらけが真似する。

　それも無視すると、巨大頭は飛び跳ねるのを止やめ、毛だらけを見て訊たずねた。

「ほんまに見えてんのか？」

「確かめてみるか？」

　毛だらけの方が言い返しながら、微妙な動きをしたが、腕と足以外はすべて毛なので、頭がどこまでかわからない。首を傾かしげたとしても、そうは見えなかっただろう。

「面倒臭いなぁ。おまえ喰くってまえ」

　と、巨大頭。

「喰ってええんか？」

　と、毛だらけ。

「ええぞ、ええぞ」

　巨大頭が頷うなずくが、早風はやてにしてみれば、こんな小さなやつらに人間が喰くえるとは思えない。

　だが、妖よう怪かいたちは勝手に話を進めている。

「でも男は硬くて不ま味ずいのが多いからなぁ」

　毛だらけが言うと、巨大頭も納得した。

「まぁなぁ。やっぱり喰うなら、女おな子ごじゃア」

「女子が一番じゃなぁ」

　話している内容は、かなり物騒だ。

　早風は慌てて、その場からダッと走り出した。

「あ、逃げおった」

「無駄じゃア」

「無駄なのになぁ」

　妖怪たちの声が聴こえるが、追って来るつもりはないらしい。

「見えるヤツが、こげな時間にこげなとこ歩いとったら、喰われるんも時間の問題じゃア」

　巨大頭の最後の一言は、渡り廊下を走って行く早風には、もう届かなかった。

　そのとき、自販機の横のもっとも暗い陰から、ずぶずぶと湧わき上あがるものがあった。

「何の話じゃア？」

　巨大頭たちと同じほどの大きさになると、それが訊たずねた。

「いま、人間がおったのよ」

　毛だらけが答える。

「人間!?」

「喰いてぇなぁ」

「喰いてぇなぁ」

　さらに陰から三つ、四つと妖怪が現れ出て、涎よだれが垂たれんばかりに情欲の篭こもった声で騒ぎ出す。

　そのとき、早風が逃げ去った渡り廊下への通路とは反対方向から、細長い黒いものがするすると伸びてきた。

「ん？　なんじゃ、こりゃあ？」

　毛だらけ妖怪が気づいて、指で突つついてみる。

　その途端、腕にその黒いものが巻き付いた。

「うわあああぁぁぁ」

　さらに巻き付いた黒い縄のようなものが、幾本にも分かれると、そこにいる妖怪たちをすべて絡め取っていく。

「やめいぃぃぃ」

「ああああぁぁぁ」

「こ、これは……アヤツじゃァ」

「いよいよもって、われわれまで喰くうつもりかぁ」

　妖よう怪かいたちは黒い縄のようなものに引ひき摺ずられ、陰から陰をつたって連れ去られて行った。







　そうとは知らず、小さな異い形ぎようらしきものから逃げきった早風はやては、渡り廊下を過ぎてもまだ走り続け、ようやく立ち止まったのは、階段の前の踊り場だった。

　一気に力が抜けて、階段に腰かける。

　まったく何が起こっているのか、さっぱりわからない。

　とはいえ、さすがにもう怪奇現象も幕を下ろしただろう。

　少しびくつきながら、辺りを見回すが、シンと静まり返った廊下の端はしでは、誰だれの話し声も聞こえてはこない。

　早風は、ハァと溜ため息いきをついた。

　――早く帰らないとな。そよのヤツ、今日はバイトないこと知ってるし、夕飯には遅れそうだって一応メールはしたけど……。

　ゆっくり立ち上がると、玄関ホールへと再び歩き出す。

　廊下の角を曲がろうとした早風は、その瞬間、誰かとぶつかった。

「あ、すみません」

　思わず反射的に謝った早風が振り返る。

　だが、紺のジャケットを着た女性は振り返りもせずに、慌てたように走り去って行く。

　聞こえなかったのかと、首を傾かしげていると、突然、背後から何かが首に巻き付いてきた。

「捕まえたわよ!!　覚悟なさいッ！」

　少し背丈が足りないのか、下から首にぶら下がるような力がかかってくる。

　早風は思わず「ぐえっ」と潰つぶれたような声を出した。

　巻き付いているのは、どうやら腕らしいが、全体重をかけているのは間違いない。

「ひ、ひぬ……」

　なんとかそう口にした早風の眼がん前ぜんに、さらに驚きよう愕がくすべきものが現れた。

　小刀だ。

「余計な手間、取らせないでよ。探してた魂こん魄ぱくじゃなかったけど、見つけた以上、回収させてもらうわよ。さあ、これで楽しい転生の旅に出発よ」

　声が明るいのが、余計に気味悪い。

　小刀は早風の胸の真ん前でいつでも刺せるとばかりに構えられ、鋭利な切っ先をぎらつかせている。

「な……何す……」

　その直後、早風はやてに小刀の刃が向かってきた。

　あまりのことに声も出せず、目だけ開けていた早風の胸の中央にドンと重い衝撃が走る。

「…………」

　背後の人物が腕を放したので、早風はその場に、どさりとくずおれた。

　――嘘うそだろ……。おれ、刺されたのか。

　その証拠に、倒れたままの早風の両目は、小刀の柄つかが胸から僅わずかに十センチほど突き出ているのを映している。

　倒れた早風を覗のぞき込こむように、背後から誰だれかが回り込んでくる。

　そして、早風を見下ろし、確認するなり、彼女は叫んだ。

「ああッッ!!　間違えた!!」

　すごく悔しそうだが、早風にしてみれば、それどころではない。

　――間違えて刺されて死ぬのか、おれは……。

　――そよ、すまない。こんな兄を赦ゆるしてくれ。

　もうダメだ……と、目を閉じようとしたそのとき、早風は自分を刺した人物の顔を見た。

　どこかで見たような顔だ。

「ちょっと、いつまでそうしてる気？」

　人をぶっ刺しておいて、少女は両腰に手をあてて、口を尖とがらせている。

「さっさと起きてよね。もう！　変なもの刺しちゃった」

　そんな言い草はないと思う。

　だが、早風は目をぱちぱち瞬まばたかせると、ゆっくり手を動かして、自分の胸に触れてみた。

「うっ……」

　やっぱり胸の中央から、小刀の柄が突き出ている。

　そんな早風に少女が腕を伸ばしてくると小刀の柄を掴つかみ、ずるっと躊ちゆう躇ちよせず引き抜いた。

　出血多量で死ぬのかと絶望的な早風の目に、一滴の血すら付いていない小刀の刃が映る。

　それを見た早風が疑問に思う前に、少女が言った。

「これ、人間には刺さらないよ」

「…………ハ？」

「だぁから、これは生きてる人間には利かないの」

　ますます混乱しながらも、ゆっくり起き上がった早風の前で、少女は黒いワンピースの裾すそをめくり上げ、ガーターベルトに挟まっている小刀の鞘さやに戻す。

　そのとき、ようやく早風は彼女が、化け物と戦っていた少女だと気づいた。

「あ、君……」

「つくづく会うわね、早風」

「あ、会うわね、じゃないよ！　どういうつもりなんだ。今、死ぬところだったんだぞッ!!」

　早風はやてが、まだ青あお褪ざめた顔で猛然と言い返す。

「だから、生きてる人間は、これで死なないってば」

「でも殺すつもりだったじゃないか！」

「ちょっと間違っただけじゃない」

「こういう事を、ちょっと、で間違えんな！」

　少女は、きつく怒鳴られ、口を尖とがらせた。

「もう、心が狭いんだから」

「そういう問題でもない！」

　まだ、死んだと思ったショックで、早風の心臓はバクバクいっている。

「悪かったわね」

　彼女は、ツンとそっぽを向いた。

「これでいいんでしょ」

　その態度に、反省の色はまったく見られない。

　くっと早風は悔しさに唇を噛かみつつ、それ以上言っても無駄だとわかって口を噤つぐんだ。

「それで、君…………」

　早風がこんなところで何をしているのか問おうとすると、少女は先に歩き出しながら言った。

「こより、よ」

「え？」

「あたしの名前」

　名乗られると思っていなかったので、早風はただ茫ぼう然ぜんと、彼女の名を繰り返す。

「……こより……」

　その突如、少女がきっと鋭利な目で睨にらみつけてきた。

「いきなり呼び捨てなの？」

「いや、だって……そっちも今、」

「あたしは妖よう怪かい。あんた、人間でしょう」

「……だから？」

「年功序列って言葉、知らないの？　この場合、こより様とか、こより殿とか、こよりちゃんとか、いろいろ人間には呼び方のパターンってものがあるでしょう」

　こよりちゃんは、呼び捨てより勇気がいると思うが、早風も段々、わかってきたので、黙っておく。

　それにしても、どう見ても、彼女は早風より年下に見える。

　背も高校生というには低いし、ツンケンとえらぶっていても、どこか可愛かわいらしいのは子供っぽい声のせいだろう。

　それに化粧っけがまったくないのに、つるりとした頬ほおが桃色で健康的なのは、子供特有のものだ。

　だが、幾つなのか、恐ろしくてとても訊きけない。

「こんなところで、何してるんだ？」

　当り障りのないことを訊いてみる。

「それはこっちのセリフ。見える体質のヤツが逢魔おうまが時ときに闇あん黒こくに近い場所をうろうろするなんて、死にたいわけ？」

「いや、死にたくはない……です……」

　やられたことを思い出し、心底本音で早風はやてが言う。

「あっそ。じゃあ、気をつけてよね」

「はぁ」

　なぜ間違って刺された方が怒られているのか腑ふに落ちないが、とりあえず早風は頷うなずいた。

「それで、なんで学校に？」

　ツンと横を向いたまま、こよりが答える。

「仕事よ。この辺りに反応があるから来ただけ。でも、見かけるのはザコばっかり。今日はもう止やめておくわ。人間も、うろちょろしてることだし」

「それって、おれのこと？」

　思わず訊たずねた早風を、こよりは無視した。

　最初に会ったときから、この少女には驚かされっぱなしの早風も、そろそろこれ以上付き合うのは、まずいんじゃないかと、生存本能らしきものが告げている。

「じゃ、じゃあ、おれは帰るから。助けてくれて、ありがとな」

　明るい口調で言うと、何気ない素振りでスタスタと歩き出す。

　だが、五メートルほど離れたところで振り返ると、こよりが早風の後ろから付いてきていた。

　立ち止まり、訊ねる。

「えっと、同じ方向？」

　こよりがこくんと頷く。

　早風が玄関の靴箱で靴を履き替えている間も、こよりは少し離れて待っていた。

　校門は閉まっていたが、脇わきの勝手口から二人は校外へ出た。

「じゃあ、おれこっちだから」

　早風が言って、駅の方へと歩き出すと、こよりはしばらく校門の前に突っ立っていたが、やがてまた同じように十メートルほど離れて付いてきた。

　横断歩道を渡り、大型スーパーの前を通り過ぎる。

　時折、振り返り、まだこよりが付いて来ているのを見ると、早風はやてはなぜか不安に駆られた。

　駅前の商店街を人込みの中、抜けて行く。

　何度目かに振り返ると、早風はたこ焼き屋の前で足を止めた。

「あのさぁ」

　十メートルほど離れて、同じように立ち止まったこよりに声をかける。

「どうかした？」

　彼女は表情を変えず、訊きき返してくる。

「なんで付いて来るんだよ？」

　暗にもう付いて来るなと、早風は意味を込めている。

　だが、こよりは、にこりと口元だけの明らかな作り笑いを浮かべて言った。

「同じ方向なだけ」

「…………」

　淡々とした声に、なんだか怪しいと思いつつも、早風は反論できない。

　しかも、なぜか通り過ぎる人がみんな自分をじろじろ奇怪な眼まな差ざしで見ているような気がして、この場にいるのが居たたまれなくなってきていた。

　こよりに背を向けると、また歩き出す。

　今度は彼女も、離れず斜め後ろをぴったりと付いてきた。

　商店街を抜けると、駅の改札が見えてくる。

　早風は鞄かばんから定期入れを取り出した。

「ここで、お別れだな。もう駅だし、じゃあな」

　言いながらも、これでようやくこのどう考えても人間じゃない少女と別れられる喜びに笑顔になってしまう。

「だって、こよりは切符ないだろ」

　これでもう付いて来られないはずだ。

　そう思っていた早風に、こよりは不思議そうな眼差しを向けた。

「瑣さ末まつなことを心配するものね、人間って」

「ハ？」

　早風の手にしている定期入れをじっと見て、こよりはまだ不思議そうにしていたが、顔を上げると、駅員のいる一番端はしの改札をとたとたと普通に通り抜けてしまった。

「あれ？」

　口が開いたままになる早風に、こよりが改札の向こうから言う。

「気づいていなかったの？　あんた以外の人間に、あたしの姿は見えていない」

　突っ立ったままの早風はやてを、後ろから中年のサラリーマンが邪魔だと言うように、背中を押してきた。

　押されながら改札を茫ぼう然ぜんとした顔で抜ける早風だ。

　毎日通っているせいか、無意識の動きでホームまで階段を上がっていくが、もちろんこよりも付いて来る。

「じゃあ、もしかして今までおれは独り言を話す変人として、周りに認識されてたってことか？」

　プラットホームに出て、いつも乗る三両目の三番目の扉に乗り込める立ち位置まで来ると、早風はぼそっと言った。

　それを聞いたこよりが、首を傾かしげる。

「他人の視線が気になるの？」

「当たり前だろ！」

　大声を出した途端、こよりが隣りから冷静な声で言った。

「静かにしていなくていいの？」

　ハッとなった早風が、辺りを見回す。

　幸い近くには誰だれもいなかったので、変人扱いされることはなさそうだが、注意が必要だ。

　早風はできる限りの小声で、だがはっきりとこよりに告げた。

「もうここからは、付いて来るなよ！」

　こよりの返事は、ことごとく早風を喜ばすものではなかった。

「任務が済むまで、あたしは冥めい閣かく府ふに戻れない。それまでの寝床が必要なの」

　嫌な予感が増大しつつあるが、早風にできることは訊たずねるという、ある意味もっとも重要だが、もっとも意味のない行為だけだった。

「だから？」

「早風の家に行く」

「…………」

　早風は聞かなかったことにして、透明人間にでもなりたい気分になった。

　とにかくなんとしてでも阻止しないと、と早風は頭を巡らす。

「そう、そうだ！　うちは妹と二人暮しなんだ。さすがに人間じゃないとはいっても、君みたいな子を家に上げるなんて、言い訳できないし」

「言ったでしょう。どうせあなた以外の人間には見えないんだから、その妹にも見えないのよ。言い訳なんて必要ない」

「で、でも、困るよ。どう見ても、君は人間の女の子だろう、見た目は！」

　こよりは改めて俯うつむき、自分の姿を見下ろすと、ふっと笑った。

「何か変なことをしようとしたら、そのときは殺せばいいし、別に問題はないでしょう」

「こ、殺…………も、問題ない？」

　驚きよう愕がくしている早風はやてに、こよりは軽く頷うなずいて見せた。

「人間はあらゆる元素物質の中でも、結合の弱い生命体に入るから、高位者が殺すことは簡単なのよ」

　意味はわからないが、そんなことはもう早風もどうでもいいと思っている。

　とにかく彼女に家にまで来られるのは困る。

「ええっと、だからさ、おれは…………」

　おろおろしている早風を遮って、こよりが決定的な言葉を口にした。

「そっちの都合は関係ないの。うちの冷酷上司が回収袋に、あんたの血を付けたでしょう。覚えてない？」

「……覚えてる」

「そこよ、問題は。あれは血の盟めい約やくっていって、冥めい閣かく府ふでは召しよう喚かん術じゆつに値するぐらい大変なことなの。回収袋は通常、二人の高次元存在、この場合あたしとあんたになるけど、あんたは人間だから高次元の存在じゃないわね。まぁ、そこはそれ、ちょっと置いといて」

　こよりは人間のような仕草で、両手で持った箱を右から左に移すような動作をした。

「回収袋は回収者と輸送者、二人の血を附着させることで、魂こん魄ぱくを閉じ込める棺ひつぎの役割を持つの。これは封印術と考えるといいかもね。入れられた魂魄は、この二人のどちらかしか、取り出すことができないから」

「……それはつまり…………」

「回収袋にあんたの血が付いたってことは、あの袋を扱えるようになったってことなのよ」

　駅に電車が入って来る。

　だが、早風は電車に目もくれず、周りの人間の視線すら、もはや忘れて訊きき返していた。

「パートナーの話、本気だったのか？」

　こよりは、渋い顔を見せた。

「あたしだって、イヤよ。でも、血の盟約は早風が死なない限り、破ることはできないの。それに、あの学校に通ってるんでしょう？」

「……そうだけど」

「しばらくは、あたしもあの学校に行かなきゃいけないから、ちょうどいいでしょう。当分、厄介になるわ」

　にっこりと微笑するこよりは、すでに決定事項だと告げている。

　しかも回収袋がうんぬんと言われて、早風はどう反論したらいいのかさえ、わからなくなってしまった。

　こよりが閉まりそうになっている電車のドアに駆け込む。

　なぜか早風も、慌ててその車両に飛び込んでいた。



    

  
    
      


第五章　夜の訪問者



　早風はやての家の生業なりわいがなんであれ、自宅はいまどき平屋建てということを除けば、どうってことはない普通の住宅だ。

　玄関ポーチなどという洒落しやれたものの代わりに、松の植わった前庭があり、長年の年月で磨すり減へった飛び石が玉砂利の中、玄関まで続いている。

　ここ最近は妹と二人暮しのようなものなので、住み心地はそう悪くはない。

　だが、今日は明らかにいつもよりもトーンが低くなってしまう。

「ただいま」

　妹のそよに聞こえなかったらいいと思いながらも、長年の癖のようなもので、ちゃんとそう言わないと気持ちが悪いのだ。

　いつもなら、そよは先に夕食を食べて、お風ふ呂ろに入っている時間帯だ。

　そのとき、廊下の奥の居間から返事があった。

「おかえりー、遅かったね、はーちゃん。今日はなんとお肉！　豚の生しよう姜が焼きよー！」

　居間でテレビを観みているらしい。

　早風が振り返って、こよりを見ると、彼女は玄関の引き戸を開け放したまま、突っ立っている。

「ああ、じゃあ、先に上がって。おれの部屋は、右曲がってすぐだから」

　早風が玄関戸を閉め、きちんと鍵かぎをする。

　そして靴を脱ごうとすると、こよりがいきなり土足で上がり込んだ。

「あ、おいッ！」

「ん？」

　振り返るこよりは、何がおかしいのかわかっていないといった表情だ。

　早風が靴を脱げと叱しかろうとしたとき、廊下の奥から素すっ頓とん狂きような声が響いた。

「ハァ!?　何？　何なの？　なんでこんなのがうちの玄関にッ!?」

　早風が、そうっと窺うかがうように覗のぞき込こむと、妹のそよが廊下の奥で仁王立ちになって、目を吊つり上あげていた。

　――うっわ、恐こわっ！

「あっ！　しかも土足ッ!!　ちょっと、あんた、うちの廊下を誰だれが掃除してると思ってんの。このあたしよ！　靴跡なんかつけたら、雑ぞう巾きんで千回拭ふき掃そう除じやらせるわよ！」

　こよりはそよの怒りを前に、ただ不思議そうにしているだけで、びびっている様子はない。

「土足？　ここは靴を脱ぐところなの？」

　早風はやては大きく頷うなずいた。

「そ、そう。ここは靴を脱ぐところだ」

「ふぅん。人間って面倒ね」

　黒いブーツをぽんぽんと脱いで、玄関へ放ほうり投なげる。

　それを見ていた早風だが、廊下の奥から、ドドドドと恐ろしい足音と共に、そよが顔を見せると、即座に青あお褪ざめた。

「ちょっと、はーちゃん！　何考えてるわけ!?　これ、人間じゃないでしょう！」

　言って、そよが睨にらみつけているのは、こよりだ。

「そよ、おまえ……なんで見えてんだよ」

　どうにかして、そよの怒りの矛先を変えようと、早風が訊きき返す。

　だが、そよは射い殺ころしそうな目で早風を睨んだ。

「なんでって、昔からあたしは見えてるでしょうが!!」

「そうだっけ？」

　そうだったような気もするが、それは小学生までのことで、中学に上がる前から、その手の話をまったくしなくなったので、早風としてもそよは普通の女の子になったのだとばかり思っていたのだ。

　どうやら違ったみたいだが……。

「こんな妖あやしいの家に入れるって、どういう神経してんのよ！」

「あのな、そよ……これには深い事情があって……」

「じじょ？」

　鬼おにの形相でじとりと見られると、早風はもごもごと口の中で言い訳するしかなくなってしまう。

　こよりはそんな二人を興味深そうに見ていたが、急にお腹なかを擦さすりながら言った。

「それより、子供。あたしはお腹が空すいた。アイスちょうだい」

　これに激怒しない妹なら、早風も怯おびえることはなかっただろう。

　当然、そよは雷を落とした。





　それから、三人で楽しい夕食――。

　ぴりぴりしたこの空気を楽しいと思えるなら……だが……。

　こよりは我関せずで、早風がそよからぼったくりの千円で買わされたアイスクリームの牛乳バーを美お味いしそうに食べている。

　その向かいでは、そよが膨れ面でお笑い番組を観みていて、早風は豚の生しよう姜が焼きと付け合せのサラダ、真っ白なごはんを黙々と食べているという情景だ。

「あ、あの、そよ……今日の豚肉、いつもより厚みがあるよなぁ」

　ご機嫌窺うかがいに話しかけてみると、そよはちゃぶ台に頬ほお杖づえをついたまま、「そうね」と低い声で答えた。

「サラダもドレッシング、あまり酸っぱくなくていいよ」

　酸味が苦手なことを、そよも知っていて、今日は酢を少なめにしてくれたらしい。

　だが、「あっそぉ」と答えるそよの表情は、口を尖とがらせたままだ。

　どうしたものかと早風はやてが悩んでいると。

「あ、食べ終わっちゃった」

　牛乳バーの棒を見せながら、こよりが言った。

「これ小さいわね。あと、二十本ぐらい、食べないと」

　確かに特大パフェをぺろりとたいらげる胃袋には、牛乳バー一本は逆に酷かもしれない。

　だが、と早風は横目でそよを窺った。

　お笑い番組を観みているにしては、表情がぴくりとも動いていない。

　もそもそと状況を見つつ、食事をする早風も、とてもじゃないが居たたまれない。

　そのとき、ふと思いついたように、そよが言った。

「あたし、妖よう怪かいって嫌い」

　すでに舐なめ尽くされたアイスの棒を指先で弄もてあそびながら、こよりが笑い返す。

「あら、あたしも人間嫌いよ」

　奇遇ね、とでも笑いかけたように見えるのが、不気味だ。

「妖怪って図ずう々ずうしいのよね」

　と、そよ。

「人間って心、狭いのよね」

　と、こより。

「人様の家でタダ食いするしか能がないのが妖怪」

「死んでまで迷惑かけるのが人間」

　そこで、ぎろっと目だけ動かして、そよがこよりを睨にらみつけた。

「ちょっと、ケンカ売ってるわけ!?」

「そっちこそ、どういう了見よ」

　怒りに対し、怒りで応酬。

　最悪なバトルが始まろうとしている予感の只ただ中なかで、早風は嫁よめ姑しゆうとめに挟まれた旦だん那なさんのように縮こまる。

「勝手に家に上がってるのは、そっちでしょ！」

　そよがバンと机を叩たたいて、怒鳴りつける。

「あたしは早風とパートナー組まされたから、仕方なくよ」

　こよりがアイスの棒で、早風はやてを指す。

「パートナー？　しかも今、はーちゃんを呼び捨てにした!?」

「子供には関係ない話よ」

「子供子供って、わたしはもう十三歳なんだから！」

　必死に言い返したそよに、こよりは、ぷっと小バカにしたように噴き出した。

　怒りが頂点に達したそよの顔が真っ赤になる。

　そよは立ち上がると、居間の出口を指差した。

「出てってよ！　ここは、はーちゃんとわたしの家なんだから！」

「はーちゃん、ねぇ」

　こよりは早風を、それから意味ありげにそよを見て、にやりと笑った。

「人間の言葉を最近、勉強してるの。辞書も様変わりしたわよね。ブラコンとかさ。興味深～い」

　直後、ビシッと空気が裂けたような衝撃が居間に走った。

　そよは顔を真っ赤にして、肩をぶるぶる震わせている。

　だが、ぎゅっと唇を噛かみ締しめると、早風に幽ゆう霊れいのような恨めしげな眼まな差ざしを向け、ぼそりと呟つぶやいた。

「お風ふ呂ろ入ってくる」



    

  
    
      



    

  
    
      「あ、ああ……いってらっしゃい」

　早風はやての苦笑いもこの状況では虚むなしいばかりだ。

　数歩歩いて、居間から出て行こうとしたそよは、ふと立ち止まって振り返った。

「ねぇ、はーちゃん」

「な、なんだ？」

「その妖よう怪かいとあらぬ関係になるなんて、絶対に赦ゆるさないんだからね」

　言うだけ言って、そよはふらふらと出て行ってしまう。

「いやいやいや、ちょっと待て、そよ！」

　箸はしを手にしたまま、追いかけて否定しようとしたが、そよは自分の部屋へ入るなり、家中の壁を振動させる勢いで戸を閉めた。

　そして二秒後――。

「はーちゃんの、バッッッカァァァッ!!」

　とてつもない罵ば声せいが、家中に響き渡った。





　完全に誤解され、打ちひしがれる早風の前で、今度はこよりがお笑い番組を観みている。

　だが、妖怪だからか笑いのツボが普通ではない。

　突っ込みにチェーンソーで首を斬きるぞ、と脅されたボケが、震え上がるふりをするのを観て、大爆笑だ。

　ようやく夕食を終えた早風が、食器を台所のシンクに持って行くと、後ろからこよりが言った。

「ねぇ、あの妹以外の家族はどこなの？」

「父さんと祖じ父いさんは、出向中なんだ」

「ふぅん、出向って、どこに行ってるの？」

　テレビに向かい合ったまま、こよりが訊たずねる。

「二人は長野にある栖す隠がくれ大社にいるんだ。うちの神社で祀まつってる神様と同じ神様を祀ってるから、遠えん戚せきみたいなもんらしいよ」

「へぇ」

　シンクで手早く自分の使った食器を洗った早風は、風ふ呂ろ場ばからザアザアと水が流れる音が聴こえてくるのに気づいた。

　そよが風呂に入ったのだろう。

　居間に早風が戻ると、こよりは足を伸ばし、うーんと伸びをした。

　まるで自分の家にでもいるような態度だ。

「しっかし、早風の家が神社だったとはね」

　人の家が珍しいのか、辺りをきょろきょろ見回している。

「そうだよ。なんで悪いものが平気な顔で座ってられるかな」

　早風はやては憮ぶ然ぜんと言い返した。

　付いて来られないだろうと、神社の中を通って、裏の家に帰って来たのに、なぜかこよりは平気で本殿の前を素通りしてしまった。

　神聖なはずの場所を、あっさり人間ではないはずのこよりが歩いていることで、さしもの早風も自分の家が穢けがれているのかと疑ってしまう。

　そんな早風の疑問に勘付いたのか、こよりは笑みを浮かべた。

「妖よう怪かいが悪いものだと、勝手に決め付けているのは、あんたたち人間でしょう。あたしは良くも悪くもないの。人間もそうよ。悪い人間がいっぱいいるって、あたしたちは知ってるんだから」

　頷うなずくのも癪しやくなので、早風は無言でそっぽを向いた。

　テレビが一瞬、静かになると、風ふ呂ろ場ばからそよがザアザアと、派手に湯水をぶちまけている音が聴こえる。

　今回のことは、全面的に早風が悪いのだろう。

　見える体質のそよに、妖怪連れで家に帰ってきてしまったのだ。

　怒られて当然だ。

　しかも、連れて来たのは、そよと同年代に見える美少女。

　早風ががっくり肩を落としていると、こよりがテレビに飽きたのか、ブチンと電源を落として言った。

「妹と二人暮しか、まだ若いのに大変だね」

「おれは別に。そよは家のことしなきゃならないから、大変だと思うけど」

「ちょっとは手伝ってあげれば？」

　呆あきれたように言われて、早風は肩を竦すくめた。

　家の事情を話すと、誰だれもが同じことを言うので、もう耳にタコだ。

　で、いつもと同じ返答をする。

「おれ、風呂掃除ぐらいしかできないから」

　さらに、こよりが訊たずねる。

「人間は父親と母親がいるものでしょう。父親はわかったけど、母親はどこなの？」

「母さんは亡くなったんだ」

　早風はあっさりした口調で返した。

　今度は早風が質問する。

「また学校に行くって言ってたけど、仕事なのか？」

　こよりは打って変わって不機嫌そうな表情になった。

「そうよ。また学校に行かなきゃ。仕事を終わらせないと帰れないもの」

　本当に嫌そうな口調だ。

「仕事って、この間の黒服の人が言ってた？」

「そう。あたしは冥めい閣かく府ふ直属の火か車しや執行隊の任務で、死者の魂こん魄ぱくを集めているの」

「……死者の、魂魄…………」

　思わず繰り返してしまう。

「言わなかったっけ？」

　こよりが当然知っているもののような口ぶりで訊きくので、早風はやては丁重に「聞いてません」と答えた。

「あの黒服の……なんだっけ、」

　名前を聞いた気がして、早風が思い出そうとしていると、こよりが続けて言う。

「威い降おりね」

「そう、威降ってヤツがちょっと説明したような気もするけど、ほとんど意味わかんなかったんだよ」

　正直に話すと、こよりはふんふんと頷うなずき、人差し指を一本立てて見せた。

「つまりね」

　彼女は順序立てて、説明を始めた。

「人間には、死後に行くと思われている場所があるでしょう」

「天国とか地獄のこと？」

「まぁ、他ほかにも黄よ泉みとか奈な落らくとかいろいろ言われてるけど、あたしたちは異い骸がいの園そのと呼んでいるわ。異なる骸むくろが行き着く涯はてって意味でね。冥閣府はその園を管理する組織なの」

「地獄の門番とか、そんなものかな？」

「そういうのとは、ちょっと違うかなぁ。まぁ、きちんと説明するのは、難しいわ。異骸の園は、人間だけじゃなく、この宇宙全体の根幹に関かかわっている世界なの。当然、人間が認識しないものも含まれているわ。別次元のもので構成されたものたち。妖よう怪かいとか、悪魔とか、妖よう精せいとか、人間がそんな名前で呼んでいるものや、それ以外のものたちよ」

　本当に悪魔や妖精がいるとは、早風には信じ難がたいが、妖怪はすでにこの目で見てしまったし、襲われそうにもなった手前、それらも絶対いないとは言えない。

「人間が知っているこの世界の事象なんて、本当は１％にも満たないって、知ってる？」

　こよりは返事を待たずに、続けて言う。

「人間は自分たちが宇宙でもっとも知的で存在価値のある生き物だと思っているみたいだけど、実はなぁんにも知らないのよ。まぁ、今そんなこと話しても仕方ないわね。どうせ死ねば、少しは理解するだろうし……しない人間もいるけど」

　誰だれか特定の人間を思い浮かべたのか、こよりは瞬間、苦虫を噛かんだような表情になった。

　だが、すぐに早風はやてへの説明に戻る。

「冥めい閣かく府ふには、人間にとって死後の世界といわれる場所を、規律正しく運営させるための歯車の役割があるの。中には様々な省庁があって、あたしが所属する審判庁はその一つよ」

　そこでこよりが一区切りついたので、早風は訊たずねた。

「審判ってことは……閻えん魔ま大王みたいなのがいて、罪を償わせるとか、そういう？」

　だが、質問が悪かったのか、こよりが目を眇すがめて返す。

「人間って、よっぽど悪いことして死ぬのが恐こわいのね。そんなヤツいないわよ。あ、でもまぁ、似たようなのはいるか。けど、生前の罪をがたがた言うような暇なヤツいないわよ。一日でどれだけの死人が出ると思ってんの。むしろ審しん問もん課かや異い端たん審しん議ぎ会かいは、人間よりもそれ以外のものに注意を向けてるわ。人間はいっぱいいるけど、ほとんどの人が大した力を持っていないし、死ななきゃ園そのに来ることすらできない人ばっかりでしょう。でも妖よう怪かいやそれに類するものたちの中には、自由に園とこの世界を出入りできるものや、園を脅かすような力を持ったやつらがいるの。そいつらを取り締まったり、時には封じて永久に幽閉したりするのが仕事」

　早風は、へぇと感嘆の声を洩もらした。

　こよりがさらに詳しく話す。

「冥閣府では、死者の魂こん魄ぱくは、できるだけ速やかにリフレッシュすることを、心がけているわ。肉体と同じよ。人間は死んだら、埋めるか焼くかするでしょう。そうやって、肉体の構成要素を自然にかつ手早く、自分たちの環境に戻すわけ。そうしないと、新たな物質を生むための要素が不足するかもしれないから」

　なんとなく意味を飲み込めた早風が口を挟む。

「リサイクルしてるってことだろ。それはわかるけど、魂までそうなのか？」

「そうよ。生まれ変わりって言葉が、人間にはあるでしょう。流る魂こん局きよくが生前の記憶を完全に消して、別人として新たな肉体に入れ込むの。たまに前の記憶がうっすら残ってるのがいたりするのは、職務怠慢だとあたしは思うけど」

　そういえば、そよが嫌がるので滅めつ多たに見ないが、超常現象の番組なんかでは、前世の記憶を持つ人が出演していたりすることがある。

　今までは、すべて胡う散さん臭くさい目で見ていたが、中には本当に前世の記憶を持っている人がいたのかもしれない。

　こよりは流魂局のだらけきった仕事ぶりを批判していたが、それが終わると今度は自分のことに話を変えた。

「あたしの所属する組織は、火か車しや執行隊と呼ばれていて、火車が大半を占める集まりなの」

「火車っていうのは……？」

　早風はやてが訊きくと、こよりは自分を指差した。

「あたしのような妖よう怪かいのこと。何百年も前から、冥めい閣かく府ふで、死者の魂こん魄ぱくを運ぶ仕事をしてるの。あんたたち人間とは別次元の、人間の言葉だと、こういうのなんていうんだっけ……」

　少し考えてから、こよりは「そうそう」と言って続けた。

「第六の元素だったかしら？　人間がまだ知覚していない元素でできた体に、第一の元素である火か焔えんを複合した高位妖怪よ」

　内容の大半が理解できないまでも、早風は一番重要な部分を訊き返した。

「君は、高位妖怪で、火か車しやという種族なのか？」

「そういうこと」

　こよりが大きく頷うなずく。

「でも、人間に見えるよ」

　早風が、こよりの頭の先から畳に座っている足元までを見ながら言うと、彼女はふんっと小生意気な顔で上向いて笑った。

「人間なんかと一緒にしないでよね。高位妖怪は、もっと良い素材でできてるんだから。でも火車が人間に似ているのは、魂魄を回収するためにはその方がいいからだって聞いたわ」

　腰に両手を当てると、とても自慢げに胸を張る。

「…………」

　早風は無反応を通した。

　人間に見えるとは言ったが、話す事柄や態度は、ちょっと人間離れしていることに、彼女が気づいていないと知ってしまったからだ。

　だが、機嫌を良くしたのか、こよりは笑みを浮かべた。

「火車執行隊の中でも、特別輸送課は、ただの死者の魂魄じゃなく、回収されなかった魂魄を探して、それを持ち帰ることが任務なの。以前に回収されなかったということは、何らかの原因があることが多いわ。人間の魂魄は、あらゆる妖怪にとっての御ご馳ち走そうだから、火車より先に見つけたバカが持ち逃げしてたりとかね。そうすると、取り返すのに戦わなきゃいけなかったり、何年も放ほうって置かれた魂魄は悪霊化しているのが多いから、それを鎮しずめてから、回収しなきゃいけなかったり、結構ハードなのよね」

　仕事の愚痴を言い出すと饒じよう舌ぜつになるのは、人間も妖怪も同じらしい。

　早風はうんうんと頷きながら、昨日のことを訊たずねてみた。

「この間、煙の妖怪と戦っていたのも、魂魄の回収だったのか？」

「そうよ。回収まではスムーズだったんだけど、魂魄は匂においがするから、食欲を刺激された妖怪が集まって来るの。おかげで、煙えん々えん羅らに見つかって、アイツと戦闘になったわけ」

「そうなんだ」

　ようやく納得したものの、まだわからないことがある。

　早風はやてはついでに訊きいてみることにした。

「あの威い降おりって人が言ってたけど、本来は輸送任務は二人一組だって……」

　その瞬間、こよりの顔は凍りついたように、一気に上機嫌から不機嫌へと急降下した。

「…………その話はしたくない」

　重苦しい声で言い放つ。

　だが、早風もあの煙の化け物を思い起こすと、こよりが危険なら、やはり誰だれかと組んで仕事をした方がいいんじゃないかと思ってしまうのだ。

「二人だったら、回収するのもラクだろ？」

　親切心で言ったのだが、こよりは口を尖とがらせ、乱暴にバンと畳を叩たたいた。

「あたしは一人で平気なの！　足手まといは必要ない」

「…………」

　何か理由があるのだろう。

　目の前で怒気を顕あらわにしているこよりは、どこか痛々しいようにも見える。

　年下の女の子をイジメているような気がして、早風はそれ以上言うのを躊躇ためらった。

　代わりに、口をついて出たのは、彼女の任務のことだった。

「学校で探してる魂こん魄ぱくのこと訊いてもいいかな？　何かおれにわかることがあるかもしれないし」

　ふてくされた表情をしていたこよりも、それを聞いて、顔を上げる。

「……そうね。あたしが探してるのは、ある女の子の魂魄なんだけど、あんたのとこの学校の近くで事故で死んだ後、身体は葬儀場にあったんだけど、肝心の魂魄はどこへ行ったのか見つからなかったって書類に記載されてたわ」

「学校の近くで事故って、それ、最近のこと？」

　こよりは、そうねぇと呟つぶやき言った。

「二年前だから、つい最近ね」

「でもおれはまだ入学してなかった頃ころだ」

「交通事故だったみたいよ。部活の帰りとかなんとか書いてあったけど……」

　早風は学校の近隣を思い出した。

　駅に行くまでに通る住宅街が、街灯が少なく暗いのだ。

　そのくせ猛スピードで走っている車が時折いて、危ないことこの上ない。

　こよりは面倒臭そうな顔で、続けた。

「一応、しばらくは担当の火か車しやが探したみたいだけど、見つからなかったのね。回収されないと、魂魄は悪霊になるって言ったでしょう。そろそろその頃合なわけ。だから、優先順位が上がってきて、あたしが探すハメになったのよ」

　簡単にいきそうにもない、と、こよりは行儀悪く、ごろりと畳に横になった。

　めくれそうになったスカートの裾すそを、ささっと手で直すところなんかは、本当の人間の女の子のようだ。

「もう悪霊になってるってことはないのか？」

「それはない」

　早風はやての問いに、こよりはきっぱり答えた。

「そうなっていたら、あたしたち火か車しやには、魂こん魄ぱくとして感知されなくなるの。まだ気配が感じられるってことは――」

　そこで早風が引き継いで言う。

「――悪霊になっていないってこと、か」

「そゆこと」

　頷うなずきつつ、こよりは「納得したかね、ワトソンくん」と続けた。

「なんで、ホームズなんだよ……」

　ちょっと脱力してしまう早風だ。

「最近、魂魄を回収しに行った家にテレビがあってさ。興味深かったから観みてたの。人間はみすてりーとかいうものが、好きなのね。どれもこれも殺人が起こるの」

　そう聞くと、人間が殺人が好きみたいで、イヤだな、と早風は顔をしかめた。

　ミステリー小説なら、早風もたまに読むことがあるが、あれは推理を楽しむものだったはずだ。

「それで、その子の魂魄のありそうな場所に見当はついてるのか？」

　ホームズごっこをする気はなかったので、早風が強引に話を戻す。

「それなのよね。学校の敷地内ってことはなんとなく感じるんだけど、はっきりした場所まではちょっと……」

「何か手がかりとか」

　早風が糸口になりそうなことを訊たずねるが、こよりは首を振った。

「テニス部だったって書いてあったから、コートにも行ってみたし、教室にも行ったわよ。でも、何もなし」

　こよりがお手上げとばかりに両手を上げる。

「普通、魂魄はひとりでにどこかへ行ったりしないのよ。どこのどいつか知らないけど、バカ妖よう怪かいかボケ人間かが移動させたのよ」

「人間が移動させたりできるのか？」

「できるわよ。魂魄は形あるものに仮かり宿やどを移すことがあるの。普通は自分の死んだ肉体にしばらく留とどまるものだけど、強く想おもっている何かがあれば別。生前、大事にしていた櫛くしとか、今だと携帯電話とかね。魂こん魄ぱくが入ってるって知らずに、人間が持って行くこともあるわけ」

　厄介なのよ、と付け足しながら、こよりは畳にごろりとうつぶせになると、頬ほお杖づえをついた。

　始めて来た他人の家で、これだけくつろぐところからして、やはり人間ではない。

「とにかく、まだ学校に通わなきゃ」

　自分にも言い聞かせるように、こよりが言う。

「早く終わらせないと、また威い降おりにいちゃもんつけられて、面倒事を押し付けられかねないわ。あの能面変態、部下をなんだと思ってるんだろ」

　今度は上司の悪口だ。

「さっき学校で出くわした妖よう怪かいや女の幽ゆう霊れいは、こよりの探している魂魄と何か関係があるのか？」

　ようやく身体を起こし、また胡座あぐらの体勢に戻ったこよりが答える。

「そうね。妖怪や霊は強い力を持つものに集まる習性があるの。特に雑ざつ鬼きや下っ端妖怪、浮遊霊なんかはね。今日、歩いてみて、集まってきていると感じたわ。学校を根城にしている大物がいるんだと思う」

「じゃあ、そいつを探せばいいのか？」

　せっかちな早風はやてに、こよりが眉まゆを寄せる。

「あのね、あたしの仕事は魂魄の回収なの。妖怪退治じゃないのよ」

「でも、大物がいるのと魂魄があるのは、関係あるんだろ？」

　早風に言われて、こよりは渋々、頷うなずいた。

「ええ。人間の魂魄は、妖怪たちにとって御ご馳ち走そうだから、そいつも魂魄を探してるはずだし、まだ感知できるから、もう食べてしまったってことはないわね」

　早風はようやく糸口が見えてきた気がして、にっと笑って言った。

「つまり、その大物より先に魂魄を見つけないといけないってことだろ。だったら、やっぱりそいつはこよりの敵なんじゃないのか？　それに、学校にそんな大物の妖怪がいるなんて危険だよな」

　見つめ合った二人の温度差はかなり開いていた。

「…………あたしにそれを斃たおして欲しいみたいに言うのやめて」

　不愉快だとばかりにこよりが言うと、早風は平然とした表情で言い返す。

「言ってないよ」

「目が言ってるわよ」

「言ってません」

「…………」

　そしてまた、こよりが睨にらみつけ、早風はやてが涼しい顔をして、見つめ合う。

　そのとき、突然二人の間に男の声が割って入った。

「おまえら、余裕だな。痴話ゲンカしている暇があるとはな」

　ふと気づくと、二人の真横に黒服の男が、土足のまま、突っ立っていた。

「威い降おり！」

　こよりが目を見開いて叫ぶ。

　だが、威降は部下よりも部屋の中を見回して言った。

「しかし、ここはなんだ……いまどき珍しい掘っ立て小屋だな」

「昭和時代の懐かしさを感じますね」

　そう言って、後ろから現れたのは愁しゆう次じ郎ろうだ。

　確かに古めかしい家だが、上から目線で偉そうにけなされると、そこに住んで十五年の早風としてはやはり腹が立つ。

　――妖よう怪かいのくせに、家の良よし悪あしがわかるのかよ。

　――おまえたちなんか、家自体なさそうじゃないか。

　などと、胸の内で反論しても許されるはずだ。

「仕事の進しん捗ちよくのほどはどうなんだ？」

　威降が座ったままのこよりに目を向け訊たずねると、彼女はいつの間にか正座して、小声で「ぼちぼち」と答えた。

「愁次郎」

　威降が後ろの青年を呼ぶ。

「はい、内偵によれば、本日は学校をうろついて、魂こん魄ぱくを一つ取り逃しただけですね」

　愁次郎は手に持っている黒表紙のノートを開き、抑揚のない声で言い放った。

「内偵って何よ！　いつの間に、そんなもの」

　こよりが憤慨して立ち上がる。

　だが、長身の威降を見上げることに変わりはなく、その上司に威圧的な視線を向けられてしまう。

「当然だ。おまえ、今度失敗したらクビになりそうなんだぞ。最後の最後まで、どうしようもない部下を見守るのも上司の親心だ」

「見張るの間違いでしょう、見張るの！」

　そんな言葉に騙だまされるかと、こよりが腕を振り上げ、言い返す。

　茫ぼう然ぜんとしつつそれを眺めていた早風だが、威降は怒っているこよりを無視して、今度は人間へと視線を移した。

「茨いばら木き早風」

　前同様、なぜかフルネームで呼ばれてしまう。

「は、はい!?」

　座っていていいのか、立った方がいいのか、返答しつつ、早風はやてはその場で中腰になった。

「二人のタッグがうまくいっているか、見に来たんだが。なかなか良さそうだな」

　人間離れした容姿の威い降おりが、にこやかに破顔する。

　女の子なら蕩とろける一撃だろうが、男の早風にしてみると、威い嚇かくというか脅迫に近い。

　――なんか、おれ、心臓が痛くなってきた……。

　しかし、妖よう怪かい同士は平気なのか、こよりは威圧的な微笑の前に、猛然と怒鳴り返した。

「どこに目ぇ付けて言ってんのよ。コレとあたしがうまくいってるですって!?」

　威降の微笑ほほえみがより深くなり、さらに凄すごみが増した。

　ついに正面から見ていられなくなった早風は、ただ俯うつむいて畳を見下ろす。

「おれの目がどこに付いているかもわからないほど、目が悪かったか、おまえは。よし、こっちに来い。直々におれが、抉えぐり出だして、直してやろう」

　威降がこよりに、おいでおいでと手招きをする。

「遠慮する！」

　毛を逆立てた猫のように眉まゆを吊つり上あげ、こよりは俊敏にその場から背後へ飛び退すさった。

「い、今の冗談だよな……」

　畳を見つめたまま、早風がぼそっと言うと、「威降は滅めつ多たに冗談を言いません」と聞こえていたのか、愁しゆう次じ郎ろうが返答した。

　それはそれで、恐ろしい。

　こよりと話している間、二人が家に入って来たことに、早風はまったく気づかなかった。

　妖怪は玄関以外からでも、出入りできるんだろうかと考えると、さすがに恐こわくなる。

「それにしても、この家……神社の結界内にしては、禍まが々まがしいな。何か……」

　部屋の隅に逃げたこよりを追うでもなく、威降は長い足を使って居間から出て行くと、すたすたと廊下を歩いて行く。

「ちょ、ちょっと……、」

　慌てて早風が立ち上がって追いかける。

「こっちか」

　言いながら、威降は躊ちゆう躇ちよせず、ある部屋の引き戸をガラリと開けた。







　その部屋の中央、ピンクのシーツがかかったベッドの脇わきに立っていたのは、そよだった。

　しかも、お風ふ呂ろから出たばかりで、髪にドライヤーを当てている最中の……。

　身に纏まとっているのは、バスタオル一枚だ。

「えっ!?」

　突然、戸が開くとは、思ってもみなかったのだろう。

　そよは戸口に顔を向けると、口を開けたまま硬直した。

「あ、あのな、そよ……こ、これは……」

　戸を開けた威い降おりの後ろから早風はやてがいかにも取り乱した顔で、わたわたと妙な動きをする。

　それでも、完全に固まっているそよは、こっちを凝視したまま、うんともすんとも言わない。

　そんな場面をものともせず、威降は「ああ、これだ」と言って、部屋に入っていくと、机の上にあったそよの携帯電話を取り上げ、ストラップを指で摘つまみ上あげた。

　それを見た瞬間、早風はそれと似た物を今日、学校で見かけたことを思い出した。

　――あれって…………。

　ふっと嘲ちよう笑しようを浮かべるやいなや、威降はストラップの先に付いていた琥こ珀はくの石を指先で押おし潰つぶした。

「小こ賢ざかしい」

　そう一言呟つぶやくと、威降はさっさと部屋を出て来る。

「あ、あの……」

　まだ狼ろう狽ばいしている早風が、声を掛けようとすると、威降は向かいの部屋に戻りながら言った。



    

  
    
      



    

  
    
      「あれは冥めい閣かく府ふの規定に反したものだ」

「ええっと……」

　威い降おりの話を聞きたいのもやまやまだが、早風はやての視線はすべてにおいて置き去りの妹、そよに向けられる。

　叫ぶでも怒るでもなく、蝋ろう人にん形ぎようのように固まってしまったそよは、息をしているかも怪しい。

　だが、そこで早風は、はたと気づいた。

　ここでそよが正気に戻ったら、自分の命は一巻の終わりだ。

　一気に血の気が引いた早風は、すぐに行動に移った。

「と、とにかく、お、お邪魔しました」

　――すまん、そよ。

　心の中で謝りつつ、なぜか敬語で早口に言うと、早風はぴしゃりと戸を閉めた。

　そのまま、慌てて居間に戻ると、こよりが怪け訝げんそうな表情で、早風を見た。

「あんた、顔色が青いし、赤いし、なんか気持ち悪いわよ」

　こよりは追って来なかったので、何があったか知らないのだ。

「ちょっと、いろんな意味でショックで……ドキがむねむねして……」

「土器が何って？」

　こよりの不思議そうな視線に答えず、早風は自分の胸に手を置き、心休まるよう何度か深呼吸をした。

　それから、妹の半裸を拝んでおいて、無反応な威降へと目を向ける。

　男の表情には、何ら変化がなかった。

「あの、さっきのストラップ、冥閣府の規定に反するって、どういうことですか？」

　優ゆう子こも同じ物を持っているのだ。

　彼女は願いが叶かなうと言っていたが、もし何かまずい物なら、教えてあげて付けるのを止やめるよう言わないといけない。

　早風の質問に、威降はそんなことに興味があるのかと、ちらりと目を向けてきた。

「あれは人間の欲望を糧かてに、生気を集めるための呪じゆ具ぐだ。媒体といえばわかるか？」

「媒体？」

「あれを付けていると、人間は徐々に生気を奪われていく。抜かれた生気は、あの石を通じて、あれを作り出した妖よう怪かいに自然と吸収されているんだろう。冥閣府では、妖怪が人間に危害を加えることは、基本的に禁じられている。人間との間に主従の契約がある場合は別だが、あの石を見る限り、無差別に撒まかれたもののようだし、そのうち死人が出るかもな」

「し、死人って……」

　驚いている早風はやてに、威い降おりはそう気にするなと言うように笑った。

「まぁ、そうなる前に、おれの方から粛しゆく清せい課かに話しておいてやろう。でも、あまり期待するなよ。やつら、おれたちと違って仕事が遅いからな」

「確かに」

　と、愁しゆう次じ郎ろうも同意する。

「そんな……」

　だが二人はこれ以上その話をする気はないのか、愁次郎が威降に次の予定を話し始めた。

「なので、そろそろ次の巡回ポイントへ移動しないといけませんよ、威降」

「わかっている。おい、こより」

　威降に呼ばれて、こよりは噛かみつくように返した。

「なによ！」

「なんとか二人でやっていけそうだな。ダメ元でもいいから、せめて気合ぐらい入れてやれよ」

　そのとき、早風は愁次郎が部屋の右隅に歩き出すと、そこに黒い靄もやのようなものが発生したのを見た。

　そこへ早足で歩いて行くと、愁次郎は靄の中へ突っ込み、そのまま壁にぶち当たることなく、すり抜けてしまった。

「だから、あたしは誰だれとも組みたくないって言ってるでしょ！　威降のせいで仕方なくそうなったんだから、ちょっとは責任感じてよね！」

　こよりが叫んでいる間に、威降も同様に愁次郎の去った黒い靄の中へと消えて行く。

「さ、最後まで話を聞いていけー！」

　こよりの虚むなしい絶叫と、靄が薄まっていくのが同時だった。

　後には、いつもの漆しつ喰くいの緑がかった古い壁が残っているだけだ。

「もういい！　あたしは風ふ呂ろに入る」

　取り残されたこよりが、猛たけり立たった声で言った。

「えっ？　お風呂入るのか？」

　訊きき返した早風に、憤然としながら、こよりが吊つり上あがったままの目を向けてきた。

「妖よう怪かいが風呂に入ってリラックスしちゃいけないって決まりでもあるの？」

　どう考えても、八つ当たりだ。

「おれに喰くってかかるなよ。別に、ダメって言ってないだろ」

　息も荒々しく、手を差し出してくる。

「じゃあ、着替えを貸して」

「着替え？　おれ、一応、男なんだけど」

「……そうだったわね」

　ちょっと間があったのが、気にかかる早風はやてだ。

　だが、さらにこよりは無む茶ちやな発言をしてのけた。

「そっか。じゃあ、あんたの妹のパンツでも借りるわ」

「えっ？」

「先に入るから、着替え用意しておいてね」

「ちょっと待て……」

　返事も聞かずに、こよりは風ふ呂ろ場ばへドタドタと走って行ってしまった。

　人の話を聞かないのは、上司も部下も同じらしい。

　早風は一人、部屋で呟つぶやくしかなかった。

「パンツ用意って……おれがそよにパンツくれって言うのかよ」

　さっき半裸を見たばかりで、そんなことを言ったら、確実にあの世に送られることは間違いない。

　――魂こん魄ぱく集めに協力する前に、おれの魂魄を先に回収されるじゃないか。

　とてつもない虚脱感に襲われ、早風は現実逃避したくなった。







　パンツがどうのという前に、そよに先ほどのフォローぐらいした方がいいかと、早風は十分ほどした後、再び妹の部屋の前に立った。

　明日になってから謝るのと、今謝るのでは、全然違うはずだ。

　これが尾をひいて、ねちねちそよに攻撃されたらと思うと、逆に恐こわくて落ち着けない。

　今度はちゃんと声をかけてから、早風は部屋の戸を開いた。

「あ、あの……そよ……さっきは……」

　恐る恐る覗のぞき込こむと、そよはもうきちんとパジャマを着用し、ベッドの際に座っていた。

「何……？」

　一応、返事はしてくれたものの、俯うつむいたまま、顔を上げようとはしない。

「あの、あのな……おれは、ほとんど見なかったし、一緒にいたヤツも気にしてないみたいだったから……あ、あんまり気にするなよ……な」

　しどろもどろで言い訳する早風に、しばらくしてそよが呟いた。

「……はーちゃん」

「な、なんだ？」

「慰めてるつもり？　余計傷つくんですけど」

　ゆっくり上目遣いに顔を上げ、早風を睨にらみつける。

「い、いや……あの……」

「しかもあの男……」

「は？」

「土足だったのよぉぉぉっ!!」

　突然、立ち上がったかと思うと、絶叫だ。

「これだから妖よう怪かいってやつは！」

　怪獣のようにガウガウ吼ほえたてるそよを見て、早風はやては思わず言ってしまう。

「怒るポイントそこ？」

　しかし、鋭い眼光でぎろっとそよに睨にらまれ、また縮こまる。

「はーちゃんも！」

「はい？」

「妹の半裸を見た男を野放しにしておく気？」

「いや、あのさ、あれはその……アレで……」

「わかってるわよ、人間じゃないことぐらい！」

　いきなりそよはベッドから枕まくらを鷲わし掴づかむと、早風に向かって投げつけた。

「ぶはっ」

　そのまま絨じゆう毯たんに倒れた早風に飛びつき、馬乗りになると、枕でぼこすか殴り始める。

「もうッ！　はーちゃんのバカバカバカバカバカ!!」

　最後はぎゅうっと枕を顔面に押し付けてくる。

「ひ、ひぬ……息できな……くう……き……」

　完全に空気を遮断された早風が、ばたばたもがき出すと、ようやくそよは手を放した。

　ひゅうひゅうと勢いよく酸素を吸い込む早風に、いまだ怒り心頭といった様子で、そよは枕でとどめとばかりに頭をぽかりと殴った。

「はーちゃんの、おバカ！」







　そよに枕で窒息死させられそうになって、早風はがっくりと落胆しつつ、自分の部屋に戻ったが、すぐにこよりが風ふ呂ろ場ばに行っていることを思い出した。

「そうだった……パンツ……」

　とりあえず、タオルとパジャマは自分の物を用意したが、下着まではどうしようもない。

　――そよに言えるわけないしな。

　幾ら妹でも、さすがに口にできることとできないことがある。

　――諦あきらめてもらおう。

　あっさりそう決めて、風ふ呂ろ場ばへ行く。

　外側の戸をまずノックしてみたが、返答がない。

　早風はやてはそろりそろりと戸を開けた。

　磨すりガラスの向こうで、水音がしている。

　まだ出る気配はないと知り、早風はほっとした。

　洗濯機の上には籠かごが置いてあり、そこに脱いだままの黒いワンピースが入っている。

「ええっと……」

　持ってきた着替えを置く場所を探して、辺りを見回していると、急にガコンと目の前で音がした。

「んん？」

　音に反応して、目を向けた早風の前に、突如、現れたのはこよりだ。

　しかも、濡ぬれタオルを一枚持っただけの原始的ともいえる姿で。

　お互いに一瞬、その事態を把握することができず、ただ目をぱちくりと瞬まばたかせて見つめ合う。

　すると、こよりの首筋がほんのり赤くなった。

　かと思うと、上に向かって耳、頬ほお、額まで、トマトジュースでも注いだように段々と真っ赤になっていく。



    

  
    
      



    

  
    
      「あ、ごめん」

　早風はやては無意識に口先だけ動かした。

「着替え、ここに置くから」

　洗濯機の上に、持っていたバスタオルとパジャマを置く。

　それから、普通の表情で、普通の動きで、風ふ呂ろ場ばから出て行く。

　通常のスピードで、するすると戸を閉める。

　一連の動作を無意識の状態で行った後、歩き出そうとした早風の後ろで、耳をつんざく絶叫が谺こだました。

「は……にゃ……にゃ……ぃやぁぁぁぁぁぁぁぁッッ!!」

　それから戸に何かをぶつける音。

　置いてあった籠かごだろう。

　そして、ドタドタと足踏みをする音も。

「信じらんないッ信じらんないッ信じらんないぃぃぃッ！」

　大暴れに転じたこよりとは裏腹に、早風はその場にしゃがみ込んだ。

　胸を押さえたまま、動くことができない。

　瞬間、こよりの顔しか目にしていなかった気がしたが、思い返すとかなり鮮明にいろいろなものを見てしまったらしい。

　くびれた腰から緩やかに膨らみ、ほっそりと白い太ふと腿ももへ続く線や、タオルを胸の前に掲げ持った腕についた水滴が艶なまめかしく流れる様子。

　浮き上がった鎖骨には、濡ぬれた黒髪がしだれかかっていた。

　それに右胸の上部。

　妖よう怪かいと戦っていたときのように、赤くぢりぢりと光ってはいなかったが、奇妙な文もん様ようが、刺青いれずみのように描かれていた。

　それもかなり気になるが、早風も男だ。

　もっとも重大な部分は隠れていたものの、タオルの両りよう脇わきから覗のぞいた左右の胸の膨らみは、脅威的なショックを早風に与えていた。

　バクバク跳ねている心臓を押さえつけて、その場で息を整えるので精一杯だ。

　少しショックが治まってくると、早風はゆっくりと自室へ戻って行った。

　畳の上に突っ伏すように倒れ込む。

　なんとか頭だけ動かすと、目の端はしに柱にかかっているカレンダーが映った。

　小さな文字が日にちの下に書き込まれている。

『仏滅』

　――そうだよな、今日は仏滅なんだ。

　今日一日まったくもって不可解なことばかりだった。

　神主の家なのに、妖よう怪かいが出たり入ったりしているのもよくないのだろうか。

　――こよりを家に入れたのがまずかったのか？

　やってしまったことを考えても仕方がないが、よくよく思い返してみると、この妙な事態の始まりは、彼女に会ったときからなのだ。

　――そうだよ、あいつにバイト先で顔を舐なめられてから、何もかもがおかしい！

　そのとき、襖ふすまが開いて、風ふ呂ろから戻ったこよりが部屋に入ってきた。

　その顔を見た瞬間、早風はやては生きた心地もしなかった。

　こよりは冷酷な表情で、物でも見るような目つきだ。

「ちょっと、アレ……わざとじゃないでしょうね」

　切れそうなほどピンと張っているのが、声から窺うかがえる。

　――ヤバい。これは絶対ヤバい……。

　一歩答えを間違えれば、リセットなしのゲームオーバーだ。

　早風は青あお褪ざめつつ、答えた。

「わ、わざとじゃない。ノックして入ったんだ。意味なかったけど」

　そこでこよりは冷笑した。

「ホント。まるでちっとも意味のない行為」

　薄ら寒いほど目が笑っていない。

「あたしの今の気持ちを、正直に言うとね。あんたの眼球、潰つぶしてやりたい」

「…………」

　答えることができず、早風はさらに青白くなる。

　激怒した妖怪を止める方法など、知るはずもないのだ。

　だが、こよりは軽けい蔑べつの眼まな差ざしを向けていたが、腕を組むと顔を背けた。

「いいわ。今回に限り、赦ゆるしてあげる。次は殺すけど。絶対に。迅速に。ぬかりなく」

　早風のパジャマの裾すそが長いのか、折り上げながら、その場にぺたりと座る。

　さすがに所望したパンツのことは、無理だとわかっていたのか、指摘しないが、最上級の不機嫌であることに変わりはない。

「アイス！」

　ぶっきらぼうに一言告げる。

「え？」

　訊きき返した早風に、射い殺ころすような目を向け、もう一度。

「ア・イ・ス！」

　早風は慌てて立ち上がると、台所へ一本千円の牛乳バーを取りに走って行った。

　踏ふんだり蹴けったりとは、このことだ。

　妹には窒息させられるし、こよりは切れるし、これこそ完かん璧ぺきな不幸な一日だ。

「絶対今日は大凶だ」

　おみくじを引かずとも、わかる日もある。

　早風はやては牛乳バーを手に、がっくりと肩を落とした。







　ほとほと疲れ果て、いまだ怒れるこよりを部屋に残して、早風は風ふ呂ろ場ばへ直行した。

「もはや、風呂ぐらいしか、おれの安息の地はないな」

　洗い場に立って、そう呟つぶやく声にも、哀愁が漂う。

　だが、早風の頭にはまだそよの激怒と、突然現れては消える二人の黒服の男たち、それに部屋にいる外見は少女だが、中身は人外のこよりのことでいっぱいだ。

　思い出したら殺されそうだが、忘れることもできないこよりの半裸が、目の奥にこびりついてしまっている。

　修行僧のように、浴槽から手て桶おけで湯を汲くみ取とり、体に勢い良くぶっかける。

　その瞬間、雷に打たれたような激痛に襲われた。

「んぎゃあああああぁぁぁぁッッッ!!」

　叫び声を上げ、その場で飛び上がる。

「熱熱熱熱ッッ！」

　一気に身体が見るも無残に真っ赤になった。

　シャワーを水にして、勢いよく被かぶるが、体中が鞭むち打うたれたようにヒリヒリしている。

「なんだよ、この風呂」

　浴槽を覗のぞき込こんだ早風は、ありえないものを目にした。

　ブクッブクッと大きな泡が幾つも浮き上がってきているのだ。

「沸騰してる……のか……」

　追い焚だきをするまでもなく浴槽の湯は、こよりの入浴によって、奇跡の域に達していた。

　これで入れれば、江戸時代の釜かま茹ゆでの刑もラクラク乗り切れるだろう。

　早風は素っ裸で、もはや何一つ言うことができず、その場に立ち尽くすしかなかった。



    

  
    
      


第六章　琥こ珀はくの怪



　風ふ呂ろから上がった早風はやてが、部屋に戻って見たものは、こよりの熟睡姿だった。

　畳のど真ん中で、ころりと丸まって、すうすうと寝息を立てているのだ。

　思わず溜ため息いきが洩もれる。

　――祖じ父いちゃんの部屋で寝てもらおうと思ってたんだけど……。

　抱いて運んでいく気力は、さすがに残っていない。

　仕方なく、早風はいつものように押し入れから自分の布団を出すと、ついでに冬用の掛け布団も出して、それを敷き、そっとこよりを抱き上げるとそこに寝かせた。

　タオルケットを出して、上に掛けてやる。

　妖よう怪かいとはいえ、一日バタバタしていたから、こよりも疲れていたのだろう。

　多少の物音では、ぴくりともしない。

「じゃあ、おやすみ」

　早風は豆電球だけ付けて、隣りの布団に寝転がった。

　頭を横向きにして、こよりを見ると、彼女は小さな背中をこちらに向けて、くうくうと眠っている。

　――こうして見ると、ただの女の子なんだけどな。

　ふわあ、と大きな欠伸あくびが出て、早風も静かに目を閉じた。







　草木も眠る丑うし三みつ時どき。

　早風はなぜか重苦しい気分で、「ううう……」と呻うめいた。

　身体の上に、何かが乗っている気がする。

「なんだ？」

　目を覚ました早風の足には、妙にやわらかい感触がある。

　ちょっと足を動かし、振り払おうとしてみたが、弾力のある生温かいそれは、しっかりと巻きついている。

　しかも鼻先に何やらふさふさした、こしょばゆいものがひっついていて、そこから花のような甘い香りまで漂っている。

　しょぼしょぼする目をようやく開いて、目の前の状況を確認した早風は、思わぬ衝撃にびくっと全身を震わせた。

　隣りの布団で寝ていたはずのこよりが、早風の布団に乗り上げただけでは飽き足らず、小動物の子供のように、胸元にぺとっと引っ付いていたのだ。

　どうやらこの足の生温かいもっちりした感触は、こよりの足らしい。

「こ、こ、これって……どういう……」

　布団と布団の間を五十センチも空けておいたのに、いつの間にか早風はやての布団に入ってきてしまっていた。

　しかも、猫のように寝ながらにして、ぐるぐる唸うなっているのだ。

「寝言……じゃないよな？」

　とりあえず起こさないように、こよりを引ひき剥はがそうとする。

　だが、なぜか彼女はそうされまいとでもしているかのように、逆に早風の足の間に、片足を擦こすりつけながら入れてきた。

「うおっ！」

　思わず、びくっと身震いしてしまう。

　あまりに生々しい感触に、一気に早風の心臓が高鳴り始める。

　自分のよりも細い足が、左足に絡みついているのだ。

　しかも早風のパジャマが大きすぎたのか、こよりの穿はいているパジャマのズボンの裾すそが上がってしまって、触れているのは、すべすべの生足だ。

　早風も短パンなので、体温も感触も、もろに感じてしまう。

　――し、心頭滅めつ却きやく…………。

　精神を集中させ、こよりを引き剥がそうとするのだが、手が震え出す。

　さらに、何の試練か考えたくもないが、こよりはぐいぐい頭を早風の胸に押し付けてくると、胸元に生温かい吐息を、すうすうとかけ始めた。

　甘い匂においは、彼女の髪の匂いらしい。

　同じシャンプーを使っているはずなのに、ぼうっとしてしまうほど良い香りだ。

　そのとき、こよりが吐息混じりに何かを言った。

「…………か……むら」

「え？」

　早風が視線を彼女に戻すと、胸元がじわりと濡ぬれてきた。

「……ごめ……なさ……」

　こよりの肩を掴つかみ、そっと彼女を引き離す。

　眠っているはずのこよりの眦まなじりからぽとりと粒状の水滴が零こぼれた。

「……ごめ……ね」

　次の涙がすうっと小さな頬ほおを横切って流れ落ちる。

　こよりがしがみついている腕から、かすかだが縋すがるような力と震えを感じて、早風は先ほどまでの高ぶっていた感情から一転、そっと頭に手を置くと、優しく撫なでた。

「よしよし」

　言って、さらに数回、頭を撫なでる。

　すると、悲しそうに寄っていた眉まゆが離れた。

「大丈夫、大丈夫」

　耳元に囁ささやくと、こよりの力が少しずつ抜けていく。

「……ごめ…………」

「大丈夫だよ」

　なぜ泣いているのか、何もわからないまま、こよりの涙が止まるまで、早風はやてはただ彼女の頭に手を置いて、そう囁き続けた。







　早風の瞼まぶたが朝あさ陽ひを浴びて、ゆっくりと持ち上がったとき、その僅わずかな身動きを感じて、こよりも目を覚ました。

　互いに寝ぼけ眼まなこで、なぜか同じ布団で密着している相手をぼうっと見つめる。

　覚かく醒せいしたのは、こよりが先だった。

「ぬあにしてんのよッ！　この変態ッッ!!」

　ガードする間もなく、こめかみにこよりの拳こぶしがクリーンヒットして、早風は起きた瞬間、気絶しそうになる。

「よ、よ、妖よう怪かいだと思ってなめんじゃないわよ！」

　こよりは飛び起き、自分の服装が乱れていないかをチェックしている。

　――妖怪をなめる人間ってそういないと思うけど……。

　頭痛をこらえながら、早風もなんとか起き上がる。

「言っとくけど、そっちがおれの布団に入ってきたんだからな」

　正当な反論だったが、こよりは耳を真っ赤にしながら、聞こえなかったふりをした。

「人間ごときが、手ぇ出そうとしたら灼やき殺すわよ！」

　それが嘘うそじゃないことは、昨日の沸騰風ぶ呂ろですでに証明されている。

　だが、それ以前に、早風は人間以外にその気になる趣味はない。

　昨夜はちょっと危なかったが――。

「はいはい」

　適当に相あい槌づちを打ち、自分の布団を手早く畳んでいく。

　ついでに、こより用に敷いておいた布団も片付ける。

「ちょっと、何よその返事」

　こよりは憤慨しているが、早風は昨夜の涙を見たせいか、どうにも強気に出られない。

　泣いている顔は、人間の女の子そのものだったからかもしれない。

　こよりを慰めている間に、どうやら一緒に寝てしまったらしいが、あれだけ頭をよしよししてやったのに、ちっとも覚えていないとは、薄情な妖よう怪かいだ。

　早風はやては押し入れに布団を押し込むと、振り返って言った。

「それで、こよりは今日も学校へ行くのか？」

　壁際に掛けてある制服は、今日は着る必要がない。

　土曜日で学校が休みだからだ。

　こよりは、鼻息も荒く頷うなずいた。

「当然でしょ！　あたしには時間がないんだから。人間みたいに休んでばっかいられないわよ」

　早風も別に学校が休みだからといって、遊んでいられるわけでもない。

　午前中からバイトがあるのだ。

　こよりと最初に出会ったあのファミレス『パイレーツ』で。

「手伝いたいけど、おれはバイトだから、一人で行けるか？」

　親切で早風は言ったのだが、こよりは恐こわい顔で睨にらみ返かえした。

「あたしが迷子になるっていうの？　そんなわけないでしょッ！」

「そ、そうだよな」

　愛想笑いで早風が頷くと、こよりはパジャマのまま、部屋の襖ふすまをバシンと勢いよく開け、居間へと先に行ってしまった。

　居間から、こよりとそよが朝の挨あい拶さつを交わしている声が聞こえる。

「あたしの朝ご飯は？」

「化け物の分の朝食なんてないわよ！」

「バカの分の朝食はあるのに？」

「はーちゃんは、うちの家族だもん。しょうがないでしょ。食事代も入れてもらってるし」

　言いたい放題の二人に、ダメージを受ける早風だ。

　さらに追い討ちをかける会話が聞こえてきた。

「じゃあ、そのバカに付けといてよ」

「……わかった。はーちゃんの食事代、倍にするわ。今日はトーストとハムエッグよ」

　二人のあまりの恐ろしさに朝食をボイコットしたくなる。

「もしかして、学校の魂こん魄ぱく探しとやらが終わるまで、おれはこの状態なのか……」

　ぞっとして早風は、顔を引ひき攣つらせた。







　ファミレス『パイレーツ』は、土曜日ということもあって、開店十一時からすでに賑にぎわっている。

　早風はやてもウェイターの制服を着ると、慣れた手つきで客を席に誘導し、注文を取り、片付けと、仕事をこなしていく。

「お昼行っていいよ」

　フリーターの先せん輩ぱいウェイターに言われたのは、午後二時過ぎだった。

「じゃあ、お先に」

「おお、のんびりしてこい」

　裏の休憩室へ向かう通路を早風が通っていると、ロッカールームのドアが開いていて、中でウェイトレスの戸と山やまが帰り支度をしているところだった。

「戸山さん、お疲れさまです」

　早風が声をかけると、戸山が振り返った。

　その顔は真っ青だ。

「ど、どうかしたんですか？　顔色悪いですね」

　戸山はロッカーの前に置かれたベンチにへたりと座り込んだ。

「うん、ちょっと貧血っぽくて」

　いつもは元気一杯の戸山なだけに、覇は気きのない様子は、かなりしんどそうだ。

「本当に大丈夫ですか？　家族に迎えに来てもらうとかした方が……」

　戸山は小さく頭を横に振った。

「大丈夫。さっき兄貴に連絡したの。もう少ししたら迎えに来るわ」

「だったらいいですけど……。じゃあ、せめて横になって――」

　早風は戸山がベンチで上半身だけでも横になれるように手助けした。

　そのとき、ベンチの足に凭もたせかけてあったバッグを倒してしまう。

「あ、ごめんなさい」

　バッグを拾い上げた早風は、取手にぶら下がっているあるものに目を留めた。

　黒い紐ひもに、二センチほどのセピア色をした石がぶら下がっていたのだ。

「……これ…………」

　見るのはこれで三度目だ。

　最初は優ゆう子このストラップ、そして妹のそよのストラップ。

　今度は、戸山だ。

　――本当に流は行やってるんだな、この石。

　早風は昨日のことを思い出していた。

　この石を、家にやって来た黒服の男が指で押おし潰つぶしたときのことだ。

　――生気を集める呪じゆ具ぐって言ってたな。

　偶然、そよの石だけが、そうなのかとも思ったが、目の前で体調を崩している戸と山やまを見ると、同じ型のストラップすべてが、呪じゆ具ぐってことなのかもしれない。

　――だとしたら、宇う佐さ美みもこれを着けてると危ないってことか……。

　とにかく、早風はやてはぐったりと目を閉じて横になっている戸山に気づかれないよう、そっとバッグからストラップを外して、自分のポケットに滑り込ませた。

「じゃあ、おれはもう行かないと」

　早風がバッグをベンチの側そばに戻しながら言う。

「あまり長引くようだったら、ちゃんと病院行ってくださいね」

「ありがとう、茨いばら木きくん」

　戸山はいつもの半分ほどの声量で、そう答えると、また青い顔で目を閉じてしまった。





　廊下に出た早風は、自分の携帯電話で、優ゆう子こに電話をかけてみた。

　だが、すぐに留守電に切り替わってしまう。

　仕方がないので、メールでストラップが危ないことを教えようと、メッセージを書き始めたものの、どうにもうまくいかない。

「なんて書けばいいんだ？　それは生気を吸い取る呪のろいの石ですなんて、誰だれも信じるわけないよな……」

　友人の勘かん作さくなら、そういうことを書いても、まったく不思議ではないが、早風がいきなりそんなメールをしてきたら、優子も戸惑うだろうし、人間性まで疑われ兼ねない。

「大体、このストラップ、誰がばら撒まいてるんだ？　そいつに売るのを止やめさせない限り、手当たり次第に外してもらうよう頼んだところで、焼け石になんとか……だよな」

　早風は今度は別の番号に電話をかけた。

「はいはーい！　こちら、ヤバいぐらいオニ忙しい火か車しや執行隊特別輸送課のこよりちゃんですよー。くだらない話だったら、灼やき殺すわよ。うふふふふ」

　背筋が寒くなりながらも、早風は視線を泳がせつつ、考え考え話し出した。

「あ、あの……おれ、早風だけど」

「………………」

「あのさ、ちょっと聞きたいことがあるんだ。昨日、威い降おりってヤツが言ってた呪具のことなんだけどさ」

「………………」

「威降がそよのストラップの石が、生気を吸い取る呪具になってるって言ってただろう。でも、あの石すごく流は行やってるみたいで、他ほかの子たちも持ってるんだ。で、持ってる子で、具合を悪くしてる子とかいて、これ以上、広まらないように、売ってるヤツを探したいんだけど」

「……ハァ？　わけわかんない」

　こよりは心底、そう思っているらしく、今にも通話を切りそうだ。

「だ、だから、何か心当たりあったらって……」

　それを聞いた通話口の向こうから、ハッと嘲あざけりの声が上がった。

「親切なことね。放ほうっておけばいいじゃない。自分が持たなきゃ、安全なんだから」

「そういうわけにいくかよ。そよだって、また同じのを買ってくるかもしれないだろ」

　呆あきれたような溜ため息いきが、向こうから返ってくる。

「あんたが手を出す必要ないわよ。威い降おりも言ってたでしょ。粛しゆく清せい課かに話すって。あいつらやること遅いけど、消すって決めたターゲットには容赦ないから、放っておけばいいのよ」

　確かに、名前を聞く限り、強くて凶悪そうな組織のようだが、早風はやては訝いぶかしげに訊たずねた。

「遅いって、どれぐらいで動くんだ？」

「んん、そうねぇ」

　しばしの沈黙の後、こよりが答える。

「一ヶか月げつぐらいかなぁ」

「そんなに!?」

「それでも早い方よ。粛清課から上の亡ぼう衛えい庁ちよう調ちよう伏ぶく部ぶに通達がいって、それから元げん牢ろう院いんに確認取って、その後、外げ法ほう局きよくの干渉委員会に了承もらって、中枢の統とう獄ごく庁ちようが経費を決めてからだからぁ、もっとかかるかもね」

　早風は気の抜けたような表情になった。

　あっちの世界も、お役所仕事なのか、と。

「そんなに待ってたら、威降ってのも言ってたけど、誰だれか死ぬって……」

「かもね。でも言ったでしょう。あんたはストラップを持ってないんだから、大丈夫よ」

　早風は大きく溜め息をついた。

「さっき、知り合いが持ってた石をこっそり盗とったんだ。だから、ポケットに入ってる」

「そ、そこまでする？　人間って他人のためにそこまでするの？」

　こよりの呆れた声が聞こえてくる。

「言っとくけど、あたしは協力できないわよ。自分の仕事でいっぱいいっぱいなんだから」

「わかってる」

　早風の意志が強いことを知ったのか、こよりは少し心配そうに言った。

「それ、十中八九、妖よう怪かい絡みよ。注意した方がいいわ」

　さらにいらぬ念押しをされる。

「まぁ、失敗したら、あたしが魂こん魄ぱく回収してあげるから、それだけは安心していいけど」

　笑えない冗談すぎて、早風はブチッと通話終了のボタンを押した。







　その頃ころ、早風はやての高校に着いたこよりは、体育館で下級妖よう怪かいをとっ捕まえて、情報収集をしていた。

「そうそう、この子ケロ」

「そうだ、この子いたゲロ」

　人間の頭ほどもある二匹のヒキガエルは、それぞれ黒と黄き色いろの斑まだらと黒と赤の縞しまという毒々しい色をしている。

　その二匹ともが怯おびえた顔つきで、こよりの差し出した写真を飛び出した目でじっと見ていた。

「嘘うそだったら、承知しないわよ」

　こよりの右手から突然、真紅の焔ほのおが噴き出すと、二匹の妖怪たちは飛び上がった。

「嘘なんかつかないケロ」

「この子だったゲロ」

「二年ほど前から、たまにここに入って来て、あの辺りをうろうろしていたケロ」

　妖怪が指した体育館の隅を見たこよりは、そこまで歩いて行くと、彼女がいたという場所でしゃがみ込んだ。

　深く息を吸い込み、目を瞑つぶる。

　一方向に流れる時間の制約が人間より緩やかな妖怪にとって、多少の時間を遡さかのぼることは可能だ。

　数日前のこの場所の印象を感じ取ろうと、こよりは集中した。

　すると、かすかだが、耳に少女の声が聞こえてきた。



『ない、どこにもない』

『あれがないと、帰れないのに』



　少女の残留思念が強く残っている。

　確かに、かなり長くここに留とどまっていたようだ。

　立ち上がって振り返り、こよりは二匹の妖怪に訊たずねた。

「で、どこに行ったの？」

「知らないゲロ」

　また、こよりの手から焔が立ち昇る。

「ゲッゲッ、熱いゲロ」

「やめてケロ」

「その子がどこへ行ったのか訊きいてるのよ」

　威圧的にゆらめく焔ほのおを妖よう怪かいたちに向けると、二匹は苦しげに喘あえぎながら首を振った。

「ケッケッ、本当に知らないケロ」

「知らないゲロ」

　こよりがあからさまに舌打ちする。

　二匹の妖怪は、恐ろしさに身を竦すくませて縮こまった。

　愁しゆう次じ郎ろうに渡された指令書によれば、魂こん魄ぱくの所有者、大おお村むら佐さ江えはテニス部の部活後、裏門の前で自動車事故に遭い、亡くなっている。

　これまで校内で聞いた妖怪たちの話からして、いつもならもっと早くに帰宅していたはずの佐江は、その日に限って、なぜか一時間も遅く学校を出ている。

　――今の感じだと、何かを探していたみたいだけど……。

　それ以上のことは、こよりにもわからない。

　――まったく、地じ縛ばく霊れいならじっとしててよね。

　しかし、こよりもすでに校内のすべての場所をしらみつぶしに当たってみた。

　それでも一度も出くわさないというのは、さすがにおかしい。

「誰だれかが彼女を強引に連れ去ったとか、迎えに来たとか、とにかく見知らぬヤツを見なかった？」

　こよりが考えながら訊たずねると、黒と赤の縞しまが答えた。

「見てないゲロ」

「本当に？」

「おいらたち、ここ五十年はこっから出てないケロ。それに彼女は目立ってたケロ。連れて行こうとしてるヤツがいたら、気づくケロ」

　黒と黄き色いろの斑まだらも言う。

　こよりが押し黙ると、二匹も思い出そうとするかのように喉のどを膨らませては萎しぼませた。

　しばらくして、黒と黄色の斑がハッとしたように顔を上げた。

「あ、そうだ兄者」

「なんじゃ、弟」

「こン間から、共とも喰ぐいがハヤッてるよな」

「ああ、そういやぁ」

　話が見えなくて、こよりが口を挟む。

「共喰い？　あんたらの間じゃ、よくあることでしょ？」

　一体、それが何なのかと呆あきれた顔をしていると、二匹は言った。

「そうでもないゲロよ。今回のは、悪質な感じゲロ」

「おいらたち、それなりに決まりがあって、テリトリーを守ってるケロ。でも、それを侵おかしてるヤツがいるケロ」

「数日前、体育館にもそれが現れたゲロ。おいらたち、地下へ逃げたゲロ」

「戻ってきたら、体育館にいた他ほかの妖よう怪かいたちがほとんど消えてたケロ」

「…………そのとき、大おお村むら佐さ江えも、消えたってこと？」

　こよりの問いに、二匹は顔を見合わせる。

「そうかもしれないケロ」

「それなら納得がいくゲロ」

　こよりは、盛大に顔をしかめた。

「それって、この学校に立ち込めてる甘ったるい臭においを放ってるヤツがやったってこと？」

　二匹は揃そろって頷うなずく。

「黒くて長い足を学校中に這はい回まわらせて、手当たり次第に喰くってるゲロ」

「前までこんな臭いしなかったケロ。ここ数日でどんどん臭いが強くなってるから、デカくなってきてるはずケロ」

　人間の甘い菓子は、嫌いではないこよりも、度を過ぎたこの臭いには、ただ気分が悪くなるだけだ。

　妖怪は普通、腐敗臭を撒まき散ちらす。

　いわゆる魚の腐ったようなあの臭いだ。

　だが、まれに独特な臭いを放つ輩やからもいる。

「そいつ、何ものなの？」

　こよりが訊きく。

「わからないケロ」

「姿が見えないから、他のやつらも警戒してるゲロ」

　二匹も不安そうに答えた。

「ふぅん、そいつが大村佐江の魂こん魄ぱくを連れて行ったのなら、そろそろヤバいわね」

　もう、いつその妖怪が魂魄を喰たべてしまうか、わからないということだ。

　こよりは陰険上司の背筋が寒くなるような微笑を思い返して、身震いした。

　――任務が失敗したら、今度こそ本当に何をされるか……。

「どこのどいつか知らないけど、見つけてばっちりお仕置きしてやる」

　きびすを返して、こよりが体育館を出て行くと、彼女の通った足跡から、青白い燐りん火かが立ち昇った。

　それはしばらくの間、不気味にゆらゆらと燃え残り、うっかり横切った下っ端の妖怪を何匹か消滅させた。

　見ていたヒキガエルの妖怪たちは、火か車しやの憤ふん怒ぬの焔ほのおが消えるまで、だらだらと青黒い脂あぶら汗あせを体中から垂たれ流し、身動き一つできずにその場で硬直しているしかなかった。







『パイレーツ』でのバイトを終えた早風はやては、家へ帰る前に町屋公園へ寄り道していた。

　こよりには放ほうっておけばいいと言われたものの、昨日の威い降おりの態度と、具合を悪くした戸と山やまのことが気にかかって、どうしてもストラップを売っている人物に話を聞いてみたいと思ったのだ。

　あの後、そよに電話してストラップを買ったのが、この公園のフリーマーケットだと聞いて、すっ飛んできたのだった。

　時刻は午後四時になろうかという頃ころ。

　大規模な自然公園でもある町屋公園に入ると、広場まで人の流れがあったので、迷わずに辿たどり着つけた。

　ざっと見たところでも、百店舗以上ありそうだ。

　すでにフリーマーケットは終わったような状態で、ほとんどの店が片付けを始めていた。

　早風は、人一人通れるだけしかない狭い通路を、目当ての店を探して歩き出す。

　琥こ珀はくの石が付いたストラップを売っている場所ということは、アクセサリーを並べている店だろう。

　そう思って辺りを見回すが、案の定、その手の店はあちらこちらにあって、早風は数分で全部の店を見て回るのを諦あきらめた。

「あの、すみません」

　レジャーシートを敷いて、古本を並べたまま、自分もマンガ本を読んでいる店主がいたので、訊たずねてみる。

「ここら辺で、石の付いたストラップを売ってる店があるって聞いたんですけど？」

「ああ、最近若い子がよく群がってるとこか」

　顎あご髭ひげを生やした男が、マンガ本から顔を上げながら言った。

「あの端はしでいつもやってるけど」

　左手を指差し、またすぐに本に目を戻す。

「あ、ありがとうございます」

　早風が礼を言ったのも、聞いていない様子だ。

　言われた場所へ歩いて行くと、何軒か固まって手作りのアクセサリーを売っている店が並んでいた。

　そこでまた訊ねる。

「あの、琥珀の石の付いたストラップを売ってる店、知りませんか？」

　ビーズのネックレスを前に、欠伸あくびをしながら店番をしていた男が、早風はやてに気づいて答えた。

「それなら隣りだよ。でも今日は来てないなぁ」

　男の視線を追って、早風も隣りを見るが、そこだけぽっかりとスペースが空いている。

　空振りか、と早風はがっかりしたような、多少ホッとしたような気持ちで、剥むき出だしの地面を見やった。

「お店の人、どんな人でしたか？」

　いないならいないで、せめて情報だけでもと、早風が訊きくと、男は首を傾かしげた。

「店の人？　どうって……どんなだったっけなぁ」

「男とか、女とか」

「確か、男だったような……」

「じゃあ、若いとか歳とし取ってるとか」

「若かった気もするけど……」

　まったく要領を得ない答えだ。

　早風が釈然としないといった表情をしていると、男はぼりぼりと頭を掻かき、申し訳なさそうに言った。

「悪ぃ、あんま覚えてねぇわ。そっちの隣りのヤツに聞いて」

「はぁ」

　今まで何度か隣り同士で、店番をしていたなら、年ねん齢れいや男か女かぐらいはわかっているものだと思うのだがと、早風は首を傾げながら、空いたスペースの前を横切り、もう一つの隣りの店で声をかける。

　こっちも同じようなアクセサリーの店だったが、店主は三十代ぐらいの女性だ。

　早風が同じ問いをすると、チューリップハットを被かぶった女性が目を瞬まばたかせて言った。

「どうだったかしら。多分、二十代かそこらの女性だったと思うわ」

「え？　さっき向こうの人に聞いたら、男だった気がするって」

「そうなの？　じゃあ、男だったのかしら？」

　またしてもはっきりしない。

「ごめんね、一言二言は話した記憶があるんだけど、どんな人かって思い出そうとすると、なんだかわからなくなってきちゃったわ」

　そんなことってあるんだろうか、と早風も訝いぶかしく思ったが、それ以上は訊けない。

　釈然としない表情で、早風は仕方なくその場を後にした。







　月曜日、早風はやてはいまだにろくな取っ掛かりを得られないまま、体育館でぼんやりマットに凭もたれて、だらだらと続いているバスケの練習試合を見つめていた。

　一部の男子は、天井から吊つり下さげられたネットで半分に区切られたコートの向こう側、女子の体育を熱心に見学中だが、早風の頭の中は、琥こ珀はくのストラップのことと、居候妖よう怪かいのことで、いっぱいだ。

　昨日、早風よりも遅く帰宅したこよりは、学校で一日、妖怪たちを捕まえて尋問したらしいが、これまた大した情報を得られなかったらしく、すこぶる機嫌が悪かった。

　その上、妹のそよも、こよりが当分自分たちの家に居候する気だと知り、壊滅的なまでに不機嫌で、早風は居間も自室も居心地がよくないという、最悪な夜を過ごすはめになった。

　しかもそれだけに留とどまらず、今朝、寝坊した早風を起こしに来たそよは、襖ふすまを開けるなり、「はーちゃん、不潔！」と叫んだのだ。

　確かに、布団は別々に敷いたのに、またしてもこよりが最悪な寝相を披露して、早風と一緒に寝ていたせいだ。

　だが、それは断じて早風の意志ではない。

　マットに背中を預けて、どうしたものかと考え込んでいると、急に体育館の中が騒がしくなった。

　早風も体を起こして、ネットの向こう側を見た。

「なんだ？」

　女子のコートに、誰だれかが倒れていたのだ。

　立ち上がり、集まりつつある人の群れに近づいて行く。

「なぁ、あれって……？」

　隣りにいた男子に訊きく。

「委員長みたいだぜ」

「宇う佐さ美み!?」

　早風が驚いていると、ネットが開いて、女子の体育教師が男子の方に声を掛けてきた。

「そこの男子、ちょっとこっち来て。保健室まで運ぶから手伝って」

　早風が茫ぼう然ぜんと見ていると、いつの間に背後に来ていたのか、勘かん作さくがドンと背中を押してきた。

「知らぬ仲じゃないんだから、おまえ運んでやれって」

「なんで、おれ？　勘作が行けばいいだろ」

　ネットから女子のコートへ押し出された早風が言い返すと、勘作は両腕を交差してバツして見せた。

「おれはダメ。報道とは客観性を重視しなくてはならないのだ」

「意味わかんないし」

　何かにつけ、報道を盾にする勘かん作さくだが、いつも通り早風はやてからすれば、良い逃げ口上だと思う。

「いいからいいから」

　勘作が強引に押してくるのに被かぶせて、女子の体育教師が叫んだ。

「誰だれでもいいから、早くしてー！」

　男子はネット側に群がっていたが、誰も颯さつ爽そうと出て行くでもなく、周りの顔色を窺うかがっている。

「早風、行けって。委員長もおまえなら、後々気を使わなくていいだろ」

　勘作が言うので、仕方なく仏頂面で、早風は優ゆう子この倒れている場所まで行く。

　やたらと視線が突き刺さるが、倒れている優子の青白い顔がはっきり見えてくると、さすがに早風も心配で、急いで側そばにしゃがみ込んだ。

「じゃあわたしが頭を支えるから、君は足を持って」

　女性教諭が言う。

　だが、早風は頭を振った。

「いえ、その方が不安定だから。おれ抱えて行きます」

　ぐったりしている優子の膝ひざ裏うらと背中にそっと手を回し、お姫様抱っこをすると、立ち上がる。

　人間一人の重さは結構なものだが、そうも言ってられない。

　間近で見ると、優子の伏せた目の下に、青黒い隈くまがはっきりと現れ、唇は紫に変色している。

　――これって……まさか、ストラップのせいか。

　バイトのときにメールしようとしたものの、信じてもらえるかわからなかったので、月曜日に学校でそれとなく伝えるつもりだったのだが、遅かったようだ。

　優子もすでに以前から、不眠に陥っていたのかもしれない。

　早風が足早に歩き出すと、体育館にいる全員が黙って注視していたが、当人はもうそれに気を取られることなく、そのまま保健室へと向かって行った。







　なんとか保健室に着いた早風だが、ドアには『保健医外出中、すぐ戻ります』の札が下がっていた。

　仕方なく足でドアを開き、早風はベッドまで優ゆう子こを連れて行くと、壊れ物のようにそっと下ろす。

　大きく息を吐き出し、痺しびれた両腕をぶんぶんと振ってほぐした。

　それでも優ゆう子こは、ぴくりとも動かずに眠っている。

　そのまま放ほうって体育館に戻るわけにもいかず、早風はやては近くの丸まる椅い子すを取ってくると、ベッドサイドに腰かけた。

　それからしばらく、保健医が戻って来るのを待っていたが、早風は囁ささやき声のような優子の声に、ハッと目を覚ました。

「茨いばら木きくん？」

　思わず椅子から転げ落ちそうになる。

「あ、ああ……宇う佐さ美み、起きたのか？」

　どうやら居眠りしてしまっていたらしい。

「……わたし…………？」

「体育の授業中、倒れたんだ。覚えてるか？」

「あ……うん……」

　上半身を起こした優子が、まだおぼろげな様子でこっちを見ている。

「宇佐美、もしかして具合が悪かったのか？」

　早風が訊たずねると、優子は首を振った。

「ううん、なんだか最近眠りが浅くて……」

　ピンときた早風が「それって、」と口にすると、彼女は不安そうに頷うなずいた。

「うん。例の不眠症かもしれない。眠ると嫌な夢を見るの」

　早風には、見当が付いている。

　優子が持っている琥こ珀はくのストラップだ。

　御お守まもりだと信じている彼女に、それは逆に生気を吸い取る物だと告げても、信じてもらえそうにないし、確信もない。

　彼女はやさしい子だが、妖よう怪かい話をして、変に思われないはずがないのだ。

　早風は優子に言った。

「水いるか？」

　立ち上がり、部屋の壁際にある冷蔵庫から、常備してあったペットボトルを取り出す。

　洗って伏せてあったコップを一つ手にすると、早風は水を入れた。

　それを持って優子のベッド際に戻ると、コップを手渡そうとする。

「ありがとう」

　まだ血の気の引いた顔で、優子は手に取ろうとしたが、力が入らないのかコップを持つことができない。

「いいよ、おれが飲ませてやる」

　早風はベッドに横座りして、優子の口元にコップを近づけた。

　そのとき、視線を感じて、早風はやてが保健室の入り口を見ると、ドアに凭もたれてこっちをじとっと物言いたげに見つめているこよりがいた。

　しかも、優ゆう子こはまたしてもテンパッてきたのか、顔を赤らめて、目をさまよわせている。

「あ、あの……茨いばら木きくん。やっぱりいいよ。わたし自分で飲めるから。若いうちは甘えちゃいけないって、昔、お祖ば母あちゃんに言われたことがあって。あ、あのね、うちのお祖母ちゃんは、結構厳しい人なの。お祖じ父いちゃんを早くに亡くしたせいで、一人でお父さんと叔お父じさんと叔お母ばさんを育てなきゃいけなかった上に、仕事も弁護士だったりして、他人を助けることと甘やかすことは違うのよって、子供の頃ころから言い聞かせて――」

　留とどまることを知らないマシンガントークに、早風は慌てて、口を挟む。

「う、宇う佐さ美み、いいから黙って飲めって」

　そこで、ハッとした優子が正気づいたように頷うなずく。

「あ、そ、そうよね。うん」

　優子には、当然こよりが見えていない。

　それでも早風はこよりを気にしつつ、そっと優子の唇にコップを当てた。

　ゆっくりコップを傾けるのに合わせて、優子も細く尖とがった顎あごを上げていく。

　白い喉のど元もとを見下ろし、早風は妙な気分になった。

　男のものとはまったく違う細い喉から、コクコクと水を飲む音が聞こえてくる。



    

  
    
      



    

  
    
      　三分の一ほど水を飲むと、優ゆう子こは一息ついた。

「もういい？」

　早風はやてが訊たずねるのに、こくりと頷うなずく。

　ちらっと横目で早風がドアの側そばにいるこよりを見ると、彼女は苛いら々いらしているのか、貧乏揺すりにも似た状態で、爪つま先さきでトントンと床を打ち鳴らしていた。

「うなされてたら起こすから、もう少し寝てろよ」

　早風が言うと、優子は青白い顔で「ありがとう」と微笑ほほえんだ。

　それから、もう一度ベッドに横になる。

　そのまま、彼女は本当にものの数秒もしないうちに、再び寝入ってしまった。

　彼女が寝付いた頃ころ、保健室のドアに凭もたれていたこよりが近づいてきた。

「もしかして、その女と付き合ってるの？」

「違うけど、なんで？」

　いきなり問われて訊きき返した早風に、こよりは言い難にくそうに、もごもご口の中で呟つぶやいた。

「な、なんでって、なんかラブラブしてるから……」

「別に、普通だろ」

　あっさり返す早風に、こよりが落ち着きなさげに答える。

「ふ、普通には見えなかったかも」

「そうか？」

「そうよ」

　少しきつい印象を受けて、早風が首を傾かしげる。

「何、怒ってんだ？」

「お、怒ってない」

「怒ってるだろ」

「怒ってないってば！」

　どう聞いても怒鳴っているのだが、こよりは全力で否定すると、早風の持っていたコップを奪い取った。

　そして、まだ残っていた水を一気に飲み干す。

　呆あつ気けに取られている早風に、こよりは勢い余って口元に零こぼれた水滴を赤い舌でぺろりと舐なめ取ると言った。

「べ、別に早風が誰だれといちゃつこうと、どうでもいいんだけど、とにかく危機感がないみたいだから、忠告しといてあげようと思って。威い降おりに任命されたってことは、あたしがどうこう言おうと、回収袋に血が付いてる以上、回収を手伝わされるってことなの！」

　こよりは右手の拳こぶしを、すっと早風に差し出した。

「……はい、これ」

「なんだよ……」

　ぐっと握り締めた手の中に、何か掴つかんでいるらしい。

「その女の」

　言いながら、開いたこよりの手の上に、琥こ珀はくのストラップが乗っていた。

「教室から盗とってきたのか!?　ダメだろ、そんなことしたら」

　唖あ然ぜんとしている早風はやての手を、こよりは掴んで、ストラップを無理やり持たせた。

「いいじゃない。その女に持たせておきたくないんでしょ」

「それはそうだけど……」

　早風は諦あきらめて、手の中の琥珀の石を見下ろした。

　そのとき、窓から差し込んだ日光に、石が淡く透けて見えた。

「ん？　これって、木の破片か？　もしかして……」

　指で抓つまんで、よく太陽光に翳かざしてみる。

　琥珀の石の中に、細長い異物が入っていた。

「なぁ、ちょっとこれ見て」

　こよりに石を見せようとすると、彼女は表面上、面倒臭そうに、だがほんの少し興味を惹ひかれたように近づいてきた。

「何よ」

「いいから。ほら、これ」

　光に翳した石の下から覗のぞけるように、こよりの額の辺りに石を向けてやる。

「木片ね」

　こよりはちらっと見ただけで、わかったのか、そう言った。

　早風は琥珀を手のひらの上で転がすと、興味深そうに眺める。

　何か思いつきそうなのだが、透き通った茶色い石は、冷たく静かに沈黙したままだ。

　ふと、早風は子供の頃ころに、どこかの土産物屋で見た化石に並んで置かれていた琥珀を思い出した。

「こういうのって、そういえば、虫が入ってるやつがあるって聞いたことあるな」

「虫？　こんな物の中に虫が入ってるの？」

　こよりが不思議そうに訊たずねる。

　早風は少し前に流は行やった恐竜映画で観みた記憶を探りつつ、答えた。

「ああ、琥珀は樹液でできてるだろ。幹から出た樹液が、そこに止まっていた虫や、木の破片なんかの附着物を取り込んだまま、固まってしまうことがあるんだ」

「樹液？」

「木の幹から出る甘い汁だよ。カブト虫やクワガタなんかが好きなやつ。知らないのか？」

　こよりが眉まゆを寄せ、口を尖とがらせる。

「あいにく、虫になんか興味ないから」

　早風はやては、もう少しで何かが得られそうで、うーんと頭を捻った。

　見ているこよりは、胡う散さん臭くさそうな眼まな差ざしだ。

「なぁ、これって樹液でできてるってことは、もしかして、樹木に関連する妖よう怪かいの仕業じゃないか？」

　だが、考えに至った早風に、こよりは呆あきれた様子で、両肩を竦すくめて見せた。

「そんなヤツ、山ほどいるわよ」

「え、でも……、樹液を出す木は、そんなになかった気がする。クヌギとか、決まった木じゃなかったかな」

　そこで、こよりの大きな黒い目が、ぱちぱちと瞬まばたかれた。

「そういえば、この学校にもあるわね」

「え？」

「クヌギよ。裏門の辺りに古いクヌギが立ってたわ。百年経たつと、木にも魂のようなものが宿るの」

　こよりは思案するときのクセなのか、唇に人差し指を当てて首を傾かしげた。

「あいつ、大した妖怪じゃなかったから、よく見なかったんだけど……人間の生気を吸い取っていたら、かなりヤバいヤツになってるかも。そういえば、学校の妖怪たちが、最近、喰くわれる仲間が多いって騒いでたわね。そいつが学校の妖怪を喰って回ってるヤツなのかも」

「く、喰って回ってる？　それ、初めて聞いたんだけど」

　驚いた早風に、こよりはけろりと言う。

「言わなかったっけ？」

「聞いてないよ」

　妖怪を喰う妖怪なんて、いかにも邪悪そのものに思える。

　早風が思っていることを感じ取ったのか、こよりはふふっと意味ありげに微わ笑らった。

「妖怪が共とも喰ぐいするのなんて、さして珍しいことじゃないのよ。人間なんて使えないと思ったけど、なかなかどうして、その思いつき当たってるかも。そいつが、例の大物なら、あたしの探している少女の魂こん魄ぱくを連れ去ったのと同じヤツってことになるから、あんたのストラップ事件とあたしの魂魄回収、一挙両得で解決できるわね」

　いつも文句ばかりのこよりに言われて、早風は照れ笑いを浮かべた。

「本当？　じゃあ頼むよ」

　だが、早風がそう告げると、こよりは一転、鋭く睨にらんできた。

「何言ってるのよ！」

「え？」

「あんたも行くのよ！」

　当然だと言わんばかりだ。

「お、おれも？」

　早風はやてが目を瞬まばたかせると、こよりはふんと顔を上げて言った。

「当たり前でしょ！　自分の目的まであたしに丸投げしないでよ。あたしはこんな石ころ、どうでもいいんだから」

「わかったよ」

　渋々、早風も立ち上がる。

　それをこよりがさらに急せかすように、手を伸ばしてくると、腕と腕を絡ませた。

「ほら、さっさと来る！」

「うわっ、引っ張んなよ」

　早風は強引に保健室から連れ出されて行った。



    

  
    
      


第七章　焔ほのおの烙らっ痕こん



　学校の裏門は、辺り一帯、自転車置き場と化していたが、早風たちが向かったのは、さらにその奥、校舎の非常階段を回って、運動場が一望できる場所だった。

　こよりに付いて進むうちに、異様な臭においが鼻についてくる。

　何の臭いにしろ、甘ったるい濃厚な香りで、気分が悪くなってきた早風は顔をしかめた。

　二人が辿たどりついたのは、大きな樹木が三本並んだ運動場の隅だ。

　その中でも特に背の高い、端はしのクヌギの木の前に来ると、こよりは感じ入ったように見上げた。

「あらあら、まぁまぁ」

　まるで緊張感というものがない。

「前に見たときより、随分育ってるわね」

　感嘆しているこよりの背後から、早風もクヌギの木を見上げた。

　晴天だというのに、まるで深夜のように、そこだけ不気味に翳かげっている。

　にやりと笑みを浮かべたこよりに、早風が怪け訝げんな眼まな差ざしを向けた。

「もしかして、喜んでるのか？」

「そりゃそうよ。あんたが言った通りだった。これは一石二鳥ってやつね。確かにこいつは人間の生気を多量に吸ってる。その上、今は人間の魂こん魄ぱくまで手に入れて、いつでも食事し放題だわ」

「なんでわかるんだ？」

　早風はやてが訊たずねると、こよりが指で示した。

「クヌギの根元を見て」

　早風が目を眇すがめると、クヌギの木の根元は異様に土が盛り上がっていた。

　しかしよく見ると、幹と接している土に見えた部分は、赤茶けたぬめりのある物質だ。

　大量のゼリー状の樹液が、根元を覆おおっている。

「うわ、これ……」

　甘い臭においは、その樹液から漂ってきていた。

　クヌギの樹木は幹を中心に、太い根を縦横無尽に伸ばし、地面から飛び出した幾つも盛り上がった根の高さだけでも、一メートル以上はある。

　さらに天てん蓋がいのように広げた枝葉がこの一帯の日光を遮り、校舎にまで影を被かぶせていた。

　そのせいで、クヌギの下は闇やみ夜よのように暗くじめじめとした雰囲気が漂っている。

　中心の幹には、今にも破裂しそうなバカデカい瘤こぶが突き出し、周辺を黒い靄もやのような気体と、甘ったるい臭いが覆っていた。

　時折、黒い靄から人間や別の何か――妖よう怪かいやそれに類する異い形ぎようのものたち――の顔や上半身が浮き出て、苦痛の表情で呻うめき声ごえを洩もらしている。

「今朝から魂魄の気配を感じなかったのよ。すでに悪霊化しちゃったのかと思ったけど、これはまたそれ以上に厄介ね」

　こよりは、クヌギの木の伸ばす影の手前ぎりぎりで、立ち止まったままだ。

　さらにその後ろにいる早風は、黒い靄から女の子の姿が浮かび上がるのを見た。

　両目から涙を流し、助けを求めるように腕を突き出したかと思うと、別の腕が靄から現れ、女の子を再び引きずり込んで行く。

「あの黒いかたまりは何なんだ？」

　早風がぞっとしながら訊ねる。

「怨おん念ねんよ。人間のありとあらゆる霊体が吸い寄せられているの。強い力を持つ妖怪には凶まが々まがしい気が集まりやすいのよ。集まってきた霊たちを、ああやってひとかたまりにして自分の側そばに置き、従わせることができるの」

　忌々しそうなこよりに、早風は答えなかった。

　引きずり込まれた女の子が、声を出せないまでも、口の動きで何を叫んでいるのかがわかったからだ。

　彼女は『助けて』と、二人に向かって叫んでいた。

　ひどいショックを受けている早風はやてと違い、こよりは腕を組み、観察を続けている。

「回収を諦あきらめて消滅させるしかないわね。これでまた陰険上司に嫌いや味み言われるわ。最悪」

　そのとき、気を取り直すため、大きく深呼吸して、早風が言った。

「消滅って、彼女はまだ意識があるんだろう？　助けてあげられないのか？」

　だが、こよりの反応は違った。

「意識ね。はたして本当にそうかしら？」

「どういう意味だ？」

　次々と現れては消える、悶もだえ苦しむ様々な異い形ぎようや人間の顔を、こよりは睨にらみつけながら答えた。

「死者の残した怨おん念ねんを、意識と呼ぶかってことよ」

　黒い靄もやを指して、振り返ったこよりの目は冷ややかだ。

「自我があるなら、意識だろう」

　言い返す早風に、彼女は首を振った。

「あたしたちは、あれを自我とは呼ばない。ちっぽけな個人の悪意が寄り集まった怨念よ。悪霊は力を得て、やがて怨念に変わる。それらは寄り集まり、さらに死者を引きずり込む。膨張を続けてやがては弾はじけ、人間だけじゃなくすべてのものにとって、災いを引き起こす存在になる」

　そのとき、黒い靄から再び、女の子がこちらへ来ようと、必死の形相で浮かび上がった。

　今度は確かに『助けてぇぇ』と声が聞こえて、早風は青あお褪ざめた。

「見ろよ、彼女はまだちゃんとした意識がある」

　黒い靄から助けを求めて突き出される両腕は、宙を掻かいて、もがくばかりだ。

　それを見返すこよりの口からは、無慈悲な言葉が流れ出た。

「これはただの残像よ。彼女自身がいま感じていることじゃない。彼女はとっくにアレと一体になってる。あたしたちを取り込もうとして演技してるのと同じ」

「なんとか助けられないのか？」

　懸命に言い募る早風に、こよりも苛いら立だちを顕あらわにする。

「すでにひとかたまりになってるのよ。無む茶ちや言わないで！」

「あそこから、引っ張り出すだけでいいんだ」

　こよりは妖よう怪かいだ。

　だったら、霊の腕だって、掴つかめるはずだ。

　二人は睨み合い、それからこよりが珍しく、目を逸そらさず、早風を真しん摯しな目で見つめ返すと言った。

「ご親切なことで。でも、忠告しといてあげる。そういう憐あわれみは、妖怪と対たい峙じしたとき捨てた方がいい。人間と違って、あたしたちはどんなことでもする。人間の言う善悪や倫理はあたしたちには理解できないの。元から違うものなのよ」

　早風はやては押し黙って、ただ彼女の人間の少女らしい容姿を見た。

「だから、怨おん念ねんに取り込まれたあの子も、あんたとあたしを引きずり込むためなら、どんな卑ひ怯きような手だって使うわ。やさしい人間に付け入るぐらい、序の口なのよ」

　わかったのかと言いたげなこよりに、早風は視線を逸そらして、溜ため息いきをついた。

「だったら、これからどうする気だ？」

　訊たずねた早風に、こよりが答える。

「そうね。とりあえず、この次元から断絶する」

「断絶？」

「そう。幾ら妖よう怪かいが人間に見えないって言っても、ここで一ひと悶もん着ちやく起こせば、嫌でも騒ぎになるでしょ。この一帯を区切って、別次元の物質を流入させるの。そうすることで、遮断された異空間を作れる」

　こよりは突然、パンと両手を叩たたき合あわせた。

　そして目にも止まらぬ速さで指先を動かし、何度か印を組むと、スカートの下に手を突っ込み、小刀をガーターベルトの鞘さやから引き抜いた。

　そしてしゃがみ込むと、叩きつけるように、勢いよく地面に突き刺す。

　小刀は軟らかい肉にでも差し込まれたかのように、柄つか口ぐちまで一気に突き刺さった。

「あたしの結界は狭いから、死にたくないなら、あまり動かないで」

　物騒なことを早風に告げる。

　同時に、小刀の刺さった根元から、赤い光が噴出し、それが早風の足の下をすごい速さですり抜けて行った。

　放射状に伸びた光は、二十メートルほど先で、壁にぶち当たったように跳ね上がり、今度は垂直に伸びていく。

　あっという間に、辺りは赤い光のベールで、正方形に囲われていた。

「これが結界？」

　早風が訊ねる。

「異空間よ。といっても完全に別次元ってわけじゃないけど。人間の物質界を締め出すと、あんたが生きてられないから」

　こよりはこれから走り幅跳びでもするかのように、両腕を上げて伸びをし、ぐっぐっと太ふと腿ももの筋を伸ばすように身体を動かした。

　困惑している早風の表情を見たこよりが、ふっと笑う。

「鏡の向こうの世界みたいなものよ。人間には自由に出入りできない空間。壁があるからね。無理に通り抜けようとすると、肉体がバラバラになる。死にたくないなら、空間の際には行かないことね」

　身体がほぐれたのか、こよりがクヌギの木に向き直る。

「さて、それじゃあ古木の精、あなたの言い分を聞く気はないけど、一応、挨あい拶さつはしておくわ」

　こよりは再び、両手をパンと乾いた音を立てて打ち鳴らした。

　そして、合わせた両手にぐっと力を込め、腕を開くと、両手のひらを同時に前方のクヌギの幹に向かって突き出した。

　橙だいだい色いろの焔ほのおが手のひらから噴き出し、クヌギの幹に飛びかかる。

「あたしは火か車しや執行隊、特別輸送課、回収班のこより。冥めい閣かく府ふの規定により、死者の魂こん魄ぱくを回収に来た。人間の魂魄を規定に背き、喰たべたおまえは火車執行隊の権限により滅めつ却きやくとする」

　こよりの放った焔が幹に付いた巨大な瘤こぶに襲いかかる。

　すると、一部がジュッ、と焦げたような音を立てた。

　それまで沈黙していたクヌギが、ふいにざわざわと枝葉を揺らし始める。

　黒い靄もやの後ろで、幹に付いた巨大な瘤は、ひとりでにめきめきと二つに割れていく。

　隙すき間まが開くと、そこから赤茶色い血のような汁が漏れ出てきた。

　同時に、どっと異臭が押し寄せてくる。

「うっ……」

　堪たえ難がたい臭気に、早風はやては鼻を押さえて、後ずさった。

　根元に溢あふれている樹液の香りを、さらに強力に濃くした甘い臭においは、すでに言語に絶するばかりでなく、頭痛と眩暈めまいを引き起こす。

　それが幹に燃え移ろうとしていた焔を瞬時に掻かき消けしてしまった。



『好いい気味で眠っていた吾われを覚ますのは誰たれぞ』



　嗄かれた声と共に瘤の間から現れたのは、皺しわ深い老人の貌かおだ。

　瘤の中からぬうっと突き出した年輪の刻まれた貌は、樹液でべっとりと濡ぬれそぼり、額には僅わずかばかりに生えた白髪が張り付いている。

　血走った両りよう眼めが、こよりと早風を捉とらえ、不穏な喜き悦えつに細まった。

『退のけ、人間に荷担する役人風情が！』

「あらら、辛しん辣らつ」

　こよりが笑みを湛たたえて言い返す。

「でも、あたしは人間に荷担なんかしてない。魂魄を運ぶだけよ、火車だもの」

『問答無用！』

　老人が叫ぶなり、頭上の枝が数本、真下にいるこより目がけて、飛びかかるように伸びてきた。

　鞭むちのようにしなって、四方八方から叩たたきつけてくる。

　こよりは、それを前後左右に飛び退すさって、華麗に避けると、次に飛んできた枝の一本を素手で掴つかみ取った。

「こういうのって、こっちの世では威力業務妨害って言うのよ」

　枝を掴んでいるこよりの手の中が、突然赤く光ったかと思うと、すぐに開いた手のひらから、ばらばらと灰が零こぼれ落ちた。

　掴んでいた枝が瞬時に燃え尽き、完全に灰と化したのだ。

　だが、古木の妖よう怪かいは臆おくせず、さらに倍に増やした枝を一斉に放った。

「そうこなくっちゃ」

　不敵に笑ったこよりの右胸の上部から、朱色の焔ほのおが噴き上がる。

　同時に、灼しやく熱ねつの風が結界内を凄すさまじい勢いで蹂じゆう躙りんした。

　離れて立っていた早風はやても、思わず両腕で顔をガードしたが、全身を舐なめるように熱風が襲いかかってきて、生きたまま灼やき尽くされそうだ。

「こよりッ!!」

　口を開くと、喉のどの奥が熱でひりひりと痛い。

「早風、ちょっと熱いけど我慢して」

　あっさり言ってのけるこよりは、素早く両手で印を結ぶと、鋭く叫んだ。

「審判庁、十三代目収しゆう用よう指し南なん番ばん、百ひやく八はち役やく、こより！　妖よう鳥ちよう召しよう喚かん！」

　同時に結界の中心である小刀の刺さっている地面から、どす黒い泥でい炭たんのようなぬかるみが湧わき上あがった。

　それがあっという間に、暗黒色の沼のように波打ちながら広がっていく。

　こよりの足元にまで到達した漆黒の深しん淵えんに、こよりは手を翳かざすと命じた。

「鵺ぬえ、招しよう聘へい！」

　それに呼応するかのごとく、甲高い鳴き声が暗くら闇やみの中から谺こだました。

　そして、闇より濃い黒い異空間の淵ふちから奇妙な獣が現れ出る。

　高さ二十メートルはある結界内、ぎりぎりの大きさだ。

　二枚の翼を背負い、頭部は猿のようで、長い尾は蛇、さらに胴体は赤茶けた毛に覆おおわれ、手足には虎とらのように鋭く大きな爪つめがついている。

「汝なんじの名は鵺、闇に禍わざわいなす者」

　獣じみた妖怪が再び鳥のような鳴き声を上げると、結界内の空気がびりびりと震動した。

　熱風から身を守ろうと両腕を上げていた早風が、今度は耳を塞ふさぐ。

『見るからに不ま味ずそうな獣肉ぞ』

　瘤こぶの中から老怪が不快な顔つきで呟つぶやいた。

　だが、鵺ぬえはただこよりを見つめて、命令だけを意識している。

　早風はやてが同じように見ると、こよりは見たことのない残忍な眼まな差ざしで鵺に往ゆく手を示した。

「爪つま裂ざき、噛ごう砕さいしろッ!!」

　主人の命を受け取った鵺が、その場で身を屈かがめると、勢いづけて前へ飛び出す。

　古木が阻止しようと、何十本もの枝々を差し向けてくるが、動じることなく突進していく。

　鋭利な刃物のように尖とがった枝々を大蛇のような首のついた尾で叩たたき落おとし、二枚の翼で払はらい除のけ、前足で蹴けり飛とばす。

　こちらに分があるように見えたが、それは老怪が幹の周りを取り巻いている黒い怨おん念ねんの靄もやを操るまでのことだった。

『疾とく往ゆけッ！　妖よう獣じゆうの足を止めよ！　吾われの前に妖獣の首を供えよ』

　時折、霊魂が人を模かたどる姿が見え隠れしている靄が、幕のように横に広がったかと思うと、それは鵺の側面に回り込み、左右から獣身を襲った。

　靄に包まれた、鵺の荒々しい怒ど号ごうが響き渡る。

「ちょっとちょっと、そっち数が多すぎ。狡ずるいわよ！」

　こよりが口出しすると、老怪はにたりと嘲ちよう笑しようを浮かべる。

『退ひけ、火か車しやよ。今ならこの妖獣だけで済むぞ』

　こよりが、ギリッと音を立てて歯は噛がみする。

「そんなわけにいかないのよ！　大体あんた、これってやりすぎじゃない。あたしが退いたって、粛しゆく清せい課かが見逃さないわよ」

　こよりに睨ねめつけられた老怪は、背筋が震えるような不気味な声で嘲あざ笑わらった。

『くくく、もう充分すぎるほど喰くらったわ。冥めい閣かく府ふの腑ふ抜ぬけ共がどれだけ束でかかってこようと、吾に敵かなうはずがあるまい。所しよ詮せんは下等な人間、エサにして何が悪い』

「悪くはないわ」

　こよりがきっぱり答えた。

「おい……」

　思わず早風が突っ込む。

　古木の精を肯定してしまえば、戦う意味もなくなってしまう。

　こよりが一瞬、振り返り、早風に黙っていろと視線で告げた。

「悪くはないけど、あたしはもうちょっとマシなものを食べたいわね。ビッグストロベリーサンデーとかチョコミントパフェとか」

　優雅な表情で語っているが、こよりの目前では鵺が黒い怨念に取り囲まれ、身動きできず、呻うめき声ごえだけが洩もれている。

『下らぬ。力を求めず園そのの定めに縛られて隷れい属ぞくするだけの妖よう怪かいなど、塵ちりと還かえれば良いのだ』

　離れて茫ぼう然ぜんと見ていた早風はやてだが、足元に広がるクヌギの太い根が突如、動き出したのを見て、叫んだ。

「こよりッ、根がそっちに――」

　土中に潜っていたはずの根が、ものすごい勢いで地面を割って飛び出すと、こよりに向かって跳ね上がった。

　一本目を見下ろしたこよりが腕で叩たたき落おとす。

　だが、地面から十本以上の根が同時に襲いかかると、こよりは衝撃のままに弾はじかれ、結界の端はしまで飛ばされた。

「こよりッ!!」

　駆けつけようとした早風の足に、別の根が巻きつく。

「やめろ、この野郎！」

　地団駄踏んで外そうとするが、別の根が腕にも纏まとわりついてくる。

「クソッ！　離れろ!!」

『何な故ぜ、人間ごときが共にいるのか』

　古木の妖よう怪かいが不思議そうに言った。

『まあいい。大した妖よう力りよくの糧かてにもならぬが、おまえも喰くろうてやるぞ』

　ぎゅっと根が締まり、早風はクヌギの木の方へ引っ張られた。

　足元から地面に倒れた早風を、ずるずると根が引きずって行く。

　それでも、こよりの方へ視線を向けた早風は、彼女がぴくりとも動かないのを目にした。

　――気絶したのか？　それとも…………。

　嫌な考えに、背筋がぞっとする。

　そのとき、早風の髪をかすかな風が吹き上げた。

　引きずられながら見ると、こよりが小刀で広げた異い境きようの範囲だけ、根が消えている。

　寄り付こうともしていない。

　その闇あん黒こくの異境の内から、微風が漏れ出しているのだ。

　早風の脳裏に、以前出会った窮きゆう奇きが思い出された。

「畜生、波は旬じゆん、いないのか!?　おれを守るって言ったろ!!」

　なぜその暗黒色の穴に向かって叫んだのか、早風自身もわからなかったが、そうすることが唯一できることだった。

　すると、漆黒のぬかるみの淵ふちから、ぬるりと獣の片腕が突き出た。

「お呼びするのが遅いですぞ」

　窮奇の波旬は、イタチのように長い身体を穴から抜け出させると、後ろ足で立ち、頭を振った。

「火か車しやの結界内は熱いですなぁ」

　だが、すぐに顔を引き締め、胸毛を見せつけるようにふんぞり返る。

「早風はやて殿、助太刀致いたす」

　こんなイタチに何ができるのか、と早風は失礼ながら思ったが、波は旬じゆんは足に巻きついている根に飛びかかると、尾を逆立て、スパッと威い勢せい良くまっぷたつにしてしまった。

「うわっ……」

　足まで斬きられたかと、思わず後ろにひっくり返った早風だが、次いで波旬は腕を掴つかんでいる根も、綺き麗れいに両断すると、足元に擦すり寄って満足そうにぐぐぐと喉のどを鳴らした。

『その方、なぜ人間を助ける』

　古木の妖よう怪かいが問うと、波旬は四つん這ばいのまま、敵意を顕あらわに牙きばを剥むいた。

「そちこそ、健けん啖たんはそれぐらいにしておけ。この人間を喰くらうというのなら、我等が一族郎党、敵に回すことになるぞ」

　だが、波旬の凄すごみに、老怪は嘲ちよう笑しようで返した。

『下等な人間に下げ種すな窮きゆう奇き。取り合わせとしては妥当か』

「何をッ！」

　全身の毛を逆立てた波旬は、その身軽さで根や叩たたき落おとされた枝葉を飛び越えると、瞬く間にクヌギの幹の真ん前に到達した。

　普段の三倍以上に尾を膨らませると、瘤こぶに向かって一撃食らわそうと叩きつける。

「波旬ッ!!」

　早風が叫ぶのも虚むなしく、窮奇は頭上から下りて来た何本もの枝に撥はね飛とばされた。

「……う、うう…………」

「波旬、大丈夫か!?」

　目の前に飛んできた波旬を、早風がそっと起こす。

　古木の老怪がせせら笑った。

『非力な窮奇ごときが、吾われを止められると本気で思うたか』

　もう言い返すことすらできない波旬が、うっすらと目を開けると、丸くつぶらな目で早風を見上げた。

「早風殿、思い出すだけで良いのです」

　早風が訊きき返す。

「思い出すって、何を？」

　そのとき、再び根が動き始めて、早風に向かって伸びてきた。

「風ふう伯はく八はつ神しん、その神々に仕え、また守護されし男おの子こよ。己が身に刻んだ名を思い出すのだ。神々の庭で名を授かったことを忘れてはいまい」

　向かってくる幾本もの根を見つめながら、早風の脳裏に、波旬の言葉が繰り返される。

　――神々の……庭……？

　誰だれかが遠い昔、その言葉を口にした記憶があった。

「あの子は……確か……」

　だが、その少年の姿はあまりに朧おぼろげで、隣りにいたもっと幼い子供の方が鮮明に思い出せる。

　早風はやてがあげた古い野球帽を大事にしていた。

　真っ白な肌に健康そうな赤い頬ほお。

　女の子のように赤い唇をしていたが、目は黒々とまっすぐで、年上の子の真ま似ねばかりする四、五歳ほどの生意気な少年。

　――あれは…………。

　早風が考える先に、その名は口をついて出た。

「三さぶ郎ろう？」

　名を呟つぶやくと、こよりの刺した小刀の淵ふちから、突風が噴き出した。

　煽あおられて早風に向かっていた根が吹き飛ばされる。

「早風!?」

　驚嘆の声を上げたのは、こよりだ。

　正気を取り戻したらしい。

　だが、早風はそれすら気づかなかった。

「ああ、おれ……思い出した……」

　神社でよく遊んでいた少年の一人。

「あれは……三郎だ」

　そのとき、聞き覚えのある声が、早風の耳元で命じた。



『唱となえよ』



　――と。

　両腕が自然に上がり、パンと一度大きな音を立てて手を打ち合わせると、早風の口が開いた。

「天狗我詔旨登あまつかけるがみことのりと、挂巻母畏伎かけまくもかしこき」

　突如、周囲の空気が何層もの布に変化した。

　早風の視界でだけ起こっている現象だが、当人の知るところではない。

「信濃国栖隠乃山陵爾鎮座須しなののくにすがくれのみささぎにしずまります」

　すらすらと言葉が淀よどみなく出てくる。

「恐美恐美母申給波久登申かしこみかしこみももうしたまわくともうす」

　丁寧に一礼すると、伏せた睫まつ毛げの向こうで、空気のカーテンがひらひらと風に靡なびいているのが見えた。

「これって……」

　身体を起こして、驚嘆に目を見開いているこよりの側そばに、波は旬じゆんが寄って行く。

「呼んだのだ」

　窮きゆう奇きは感銘を受けているのか、ぴんと張った髭ひげが震えている。

　その一切合財を置き去りに、早風はやては自分の身体が自分のものではないかのような体験に襲われていた。

　手が勝手に印を結ぶ。

　それが一の印だと、結んだ後で思い出す。

「風ふう伯はく八はつ神しんノ一ニシテ、末ノ三さぶ郎ろうト名ヅケラレシ。是こレ鬼人ナルベクシテ、イト高キ風ノ者ナリ」

　次の印を結んだ直後、早風は背後に誰だれかが現れたのを感じた。

「呼バルレバ三郎ハ来きたルベシ」

　それは命じると同時に、確信に変わる。

　だが、なぜか振り向くことができない。

　そこにいるのは、あの日の少年だろうか。

　そう思って確かめたいのだが、全身が硬直して動くことができない。

　そっと誰かが早風の肩に触れた。



『乞こいなさい』



　それが言った。

　高くもなく低くもなく、激しくもなく穏やかでもない声で。

　だから早風は願った。

　心のままに――。

「あなたの風をお貸し下さい」

　直後、早風の背後から暴風が、結界の天井を突き破らんばかりに立ち上がった。

　限りなく薄い自我の中で、早風は夢うつつのような視線を上向ける。

　立ち昇る風は、怒り猛った竜のように咆ほう哮こうした。

　そして、クヌギの老怪に向かって飛びかかる。

　行く手で渦を巻いていた黒い怨おん念ねんの靄もやが、風を喰くらって、散り散りに吹き飛ぶ。



　ぐぁぁぁぁ

　ぎぃゃぁぁぁ



　大勢の悲鳴が靄もやから発せられ、千切れていく中で、早風はやての耳に女の子の叫びが聞こえた。



『あれがないと、あれがないと、お家うちに帰れないのぉぉぉ』



「待って、三さぶ郎ろう」

　思わず早風はそう叫んでいた。

「彼女を助けなきゃ。風を、風を止めてくれ！」

　そして、手を伸ばし、女の子に告げる。

「こっちだ！」

　女の子は靄の中から、ゆっくりと早風を見た。

　意志のある眼まな差ざしと、色を失った唇が動く。

『助けてッ』

　そのとき、こよりが叫んだ。

「近づいちゃ、ダメッ!!」

　だが、早風は駆け出し、必死に靄から抜け出ようとしている女の子の手を掴つかんだ。

　突如、彼女の表情が奇怪なまでに歪ゆがむ。

『ふふふふふ、一緒に行きましょう。あなたも一緒に、来て。やさしい人。一緒に来て。お願いお願いお願いお願いお願いお願いお願いお願い。一緒になりましょうよぉぉうぉぉ』

　慌てて掴んだ手を放そうとするが、今度は彼女の方が放さない。

「バカッッ!!　だから言ったでしょーッ！」

　こよりの怒ど号ごうが聞こえるが、もはやそれどころではない。

　恐怖から腕を引っ張るだけだ。

　そのとき、背後の三郎が呟つぶやくのが聞こえた。



『善心と邪心、共鳴しあえど同じ弦にあらず。ただ一本の弦のみを鳴らすこと人に難かたし』



　――善心と邪心……？

　それは早風に、目の前の女の子を再び、見つめ直させた。

　必死に早風を取り込もうとしている彼女の狂気の貌かおは、直視することができないほど恐ろしい。

　だが、早風は彼女が何度も洩もらしていた言葉を聞いていた。

　だから、訊たずねた。

「あれがないとって、あれって何？」

　女の子の見開かれた白い部分ばかりの目の中で、ぐるりと黒い瞳ひとみが動いた。

「言ってただろ。あれがないと帰れないって。あれって何？」

　そのとき、確かに女の子の頬ほおが僅わずかに震えた。

「あれって、何か探してるのか？　何か落とした？」

　青白い頬から、唇へと震えが移り、女の子が瞬まばたきした。

「君はあれがないから、そこから出られないのか？」

　だが、女の子がまともに早風はやてを瞳に映す前に、靄もやの中から別の腕が出てきて、早風の襟元を掴つかんだ。

『早く入れぇぇぇ』

　別の腕と頭がさらに出てくる。

『おまえも、こっちへ来いぃぃぃぃ』

　引きずり込まれそうになるが、早風はその場でなんとか踏ん張る。

「ねぇ、あれって、何？　それがあれば、そこから助けられる？」

　すると、女の子が言った。

『助けてくれる？』

　まともな声だった。

「ああ、助けるから、あれって何だよ？」

『御お守まもり。お母さんがくれた御守り。失なくしちゃったの。探してたの。でも失くて、それで帰ろうとしたんだけど、やっぱり帰れなかったの。車が……車がきて……』

　早風は別の腕二本と、さらに出てきたもう一本の腕に引っ張られ、黒い靄に右半身がずぶずぶと入り始めている。

　そのとき、再びこよりが叫んだ。

「バカ、何やってんの、早風！　もういいから、その子から離れてッ!!　無理だってば！　助けられないのよ!!」

　早風は背後のこよりを振り返らなかった。

　ただ、こよりが泣きそうな声で叫ぶのを聴いた。

「早風、そこから離れて!!　じゃないと、本当に死んじゃうからッッ!!」

　だが、早風は目の前の女の子から逃げなかった。

　逃げるわけにはいかなかった。

　ただ強く、女の子の腕を掴み、言った。

「助けたいんだ。助けられると信じるから。自分をッ!!」

　叫んでいたこよりの声が、ぴたりと静まった。

　早風は女の子の涙に揺れる目だけを見つめていた。

『御お守まもりがないから、帰れないの。ずっと探してるけど、どこにもないの』

　さらにもう二本、靄もやから腕が現れる。

　早風はやてを五本の腕が掴つかみ、靄へ引きずり込んでいく。

　すでに振り返ることはおろか、身動きも取れない。

　だが、早風は真後ろにいる三さぶ郎ろうに願った。

「三郎、彼女の御守りを探し出せる？」



『魔風とは、妖よう魔まが操るがごとし風』



　それは明らかに肯定の意味を表していた。

「だったら三郎、彼女の御守りを探してくれ。いますぐに！」

　背後から強風が押し寄せたかと思うと、それはこよりの張った結界の影響を受けず、外へ向かって四方八方に飛び散った。

「ああ、もう！」

　こよりがようやく早風の許もとまで来ると、手のひらに焔ほのおを纏まとって、悪霊の腕を一本、灼やき払った。

　さらに窮きゆう奇きの波は旬じゆんが、よろよろと歩み寄ってきて、別の腕を尾で叩たたき斬きる。

　これ以上、靄に取り込まれないよう、こよりが早風の腕を反対側から掴んで引っ張る。

「こんなに厄介な人間、見たことないわよ！」

　信じられないとばかりに文句を言っているが、腕を放す気はなさそうだ。

　そのとき、結界内に再び、風が戻って来た。

「三郎？」

　返事の代わりに頭上から降ってきたのは、小さな白い御守り袋だ。

　受け取った早風が、女の子に差し出す。

「探していたのは、これ？」

　女の子は御守りを乗せた早風の手をじっと見つめた。

　そして、右目からぽろりと一粒、涙を零こぼすと言った。

『これ、お母さんがくれた御守り』

　御守りを取ると、掴んだ手をぎゅっと強く握り締め、彼女はそれを胸元に大事そうに抱え込んだ。

『あった。御守りあった。これでお家うちに帰れる』

　黒い靄から、彼女は自分で出て来ると、早風に向かって頭を下げた。

『ありがとう。これで帰れる。お家に帰れる』

　早風が何か言おうとする前に、横からこよりが赤い巾きん着ちやく袋ぶくろを押し付けながら言った。

「これ。これ見せて。ここに入るよう説得して」

「……これって、回収袋？」

「いいから！　これに彼女を入れて」

「……こんな小さな袋に入らないよ」

　二人が押し問答している間も、女の子は嬉うれしそうに呟つぶやいている。

『帰れる。お家うちに帰れる』

　早風はやてはこよりに言われて、渋々、彼女に言った。

「あ、あのさ……この袋に入って欲しいんだけど」

　女の子が不思議そうな目で、早風を見つめる。

　横から首を突っ込むように、こよりが言った。

「ここに入ると、こいつが家に連れてってくれるわよ。ここはあたしの結界内だから、御お守まもりがあっても、出てはいけないでしょう」

　女の子はこよりを一いち瞥べつもせず、ただ早風を凝視している。

「ええっと、わかったかな？　この袋に入ってくれる？」

　言っている早風も、こんな小さな袋に等身大の女の子が入るのか疑問だったが、彼女はこくんと頷うなずくと、袋を覗のぞき込こむようにした。

　すると、全身がするんと吸い込まれて、女の子は赤い巾きん着ちやく袋ぶくろに入ってしまった。

「は、入るもんなんだな……」

「入るものなの！」

　赤い巾着袋を横からもぎ取り、こよりはワンピースのポケットにぐいと押し込んだ。

　そこに女の子が入っているとは思えない無造作な仕草だ。

　しかし、早風はいまだ、悪霊たちに引っ張られていた。

「うまくいったからいいものの、勝手なことしないでよね」

　早風を引っ張りながら、こよりがぶつくさ言う。

「仕方がありませぬ。生前も死んだ後も人間は身勝手ですぞ」

　窮きゆう奇きが尾で、もう一本、悪霊の腕を斬きり落とす。

「でも助けられた」

　早風が嬉しそうに言うと、こよりは引っ張るのを止やめ、その手でガツンと後頭部を殴りつけた。

　衝撃で早風は、顔面から靄もやに突っ込む。

　さらにわらわらと悪霊の腕が何本も出てきて、早風の全身に取り付く。

　引きずり込まれながら、早風は三さぶ郎ろうに叫んだ。

「三郎、これを払い飛ばしてくれ」



『妖よう怪かいと人間、理解し難がたいからこそ、共に存在意義がある』



　三さぶ郎ろうの言葉の直後、背後から突風が吹き寄せる。

　早風はやてと波は旬じゆん、それにこよりまで風に煽あおられ、二人と一匹は互いに飛ばされないよう、抱き合った。

　そして、一つずつに繋つながりのない黒い靄もやの中の悪霊たちだけが、塵ちりのように吹き飛んでいく。

　靄の中でただ一つ残ったのは、こよりが召しよう喚かんした鵺ぬえだけだった。



『ぅおのれえぇぇッ!!』

　クヌギの幹に取り付いた瘤こぶから、靄の最期を見ていた老怪が、醜く顔を歪ゆがめて叫んだ。

　早風とこより、波旬が、その場を後ずさる。

「まったく事態が好転してる気がしないんだけど」

　こよりが腹立たしそうに言ったので、早風は訊きき返した。

「それはおれのせい？」

「決まってるでしょ。人間なんか足手まといだって、わかってたのに。ああ、もうッ！」

　それでも、自分を助けようと懸命に引っ張ってくれたのは、こよりだ。

　人間が本当に気に食わないのなら、放ほうっておくこともできたはずだ。

「おれは、こよりのパートナーにふさわしくない？」

　訊たずねた早風に、こよりが驚きの眼まな差ざしを向けた。

「本気で言ってるの？」

「あの威い降おりってヤツが決めたことには逆らえないんだろう。だったら、四の五の言ってる場合じゃないんじゃないか？」

「……人間をパートナーになんて……考えたこともないわよ。人間はすぐ死ぬし、弱いし、それに……今日知ったけど、考えなしのバカだもん」

　早風には、それがこよりの不安と恐れ、失うことに対する心配からきていることが、ようやくわかってきていた。

　すぐ死ぬような弱いパートナーだからいらない、というのは、すぐに代替できるものとして考えてはいないということだ。

　彼女にとって、パートナーは大切な存在なのだ。

　――だからこそ、失うことを恐れているのか。

　早風は自分の胸を指して、不安げなこよりに言った。

「おれはいまのところ生きてるし、死ぬ気もない。いまだって、どうにかなっただろ。人間とか妖怪とか、関係ないんじゃないかな。おれは威降が言ったからとか、こよりが嫌がってるからとか、そういうことより、今みたいに自分ができることがあればしたいよ。おまえもそれでいいんじゃないか。おれはいま、おまえの役に立てるなら、できることはしてやりたい」

　こよりは目を瞬まばたかせた。

「妖よう怪かいがどうかは知らないけど、人間は生きてる間はとりあえずやってみるんだ。で、失敗したらそれはそのとき――」

　そこで、こよりが続きを遮った。

「後悔先に立たず、を具現化するのね」

　どこまでも嫌いや味みを言いたいらしいこよりに、思わず早風はやてが苦笑する。

「そういう事」

　気持ちを受け取ったのか、こよりも同じように苦笑いを浮かべると、手のひらに再び、焔ほのおを灯ともした。

「じゃあ、早速、役に立ってもらうわよ」

　焔をさらに膨らませるこよりの横に立ち、早風は拍かしわ手でを一つ打つと、彼の名を再び呼んだ。

「三さぶ郎ろう、もう一度、風を貸して下さい」

　もう二度と忘れることはないだろう印を素早く結ぶ。



    

  
    
      



    

  
    
      　同時に、こよりが鵺ぬえへ命じた。

「殺やれッ！　業火と共に塵じん灰かいと成せッ!!」

　早風はやての背後から、先ほどよりも威力の強い豪風が、古木に向かって吹き荒れる。

　それを受けて動きの取れなくなった根や枝が、流されるように後ろへ舞い上がる。

　幹に張り付いた瘤こぶが剥むき出だしになり、そこへ追い風を背に突進した鵺が、焔ほのおを吐きながら四本の爪つめを叩たたきつけた。

　老怪は何かを叫ぼうとしたが、それより先に瘤が斬きり裂かれた。

　びしゃあッ、と血ち飛沫しぶきにも似た樹液が噴き出し、古木の幹に無残な疵きず痕あとが走る。

　そこにこよりが手の上で合成した白い燐りん火かを投げつける。

　鵺はそれがわかっていたのか、翼で頭上に飛び上がり、あらゆるものを滅めつ却きやくする冥めい府ふの燐火を避けた。

　クヌギの幹の疵痕に浴びせられた燐火は、瞬く間に上にも下にも導火線のように広がっていくと、三さぶ郎ろうの風に煽あおられ、あえなく古木は灰と化していった。



    

  
    
      


第八章　終わりは始まり



　それですっかり事件が解決、元通りの生活が戻ってきた、というのなら早風は両もろ手てを挙げて万歳三唱しただろう。

　だが、現実はかなり厳しかった。

「それで、ようやく回収できたのか」

　威い降おりはにこりともせず、こよりを褒めた。

「よくやった」

　成功しても、この扱いなら、やる気が出なくても仕方がないと早風は思う。

「もう少し時間に余裕を持って、回収できるよう努力しろ」

「わかってるわよ」

　あまりの言い様に、見ているだけの早風もこよりが気の毒に思える。

　まったく他ひ人と事ごとといった空気を醸し出し、一人気楽な顔をしているのは、愁しゆう次じ郎ろうだ。

　それにしても、なぜまだこよりが家にいて、なぜまた威降と愁次郎が自分の部屋を土足で歩き回っているのか、訊ききたいが訊けないことが、今の早風には一番辛つらい。

　事件が終わったら、さっさとこよりはあの世か地獄か、冥めい閣かく府ふとやらに帰ると思っていたのだ。

　だが、不機嫌全開のこよりを置いて、威い降おりは早風はやてに近づくと言った。

「今回は、なかなか素晴らしい働きだったようだな」

「……ハァ」

「とはいえ、君は少し情に流されるところがあるような気がする。今後、そういうことはないように頼む」

　――今後……？

　嫌な予感に、早風が顔を引ひき攣つらせる。

　だが、威降はすでに別の事に囚われているのか、ぼそりと独り言を呟つぶやいた。

「やはりあのストラップを作っていた人間、例の手の者かもしれんな」

　何のことかと不思議そうに見ている早風に気づき、威降ははぐらかすように、にやりと笑うと言った。

「おまえたちに次の魂こん魄ぱくの回収を命じる」

「…………えっ？」

　困惑している早風を余よ所そに、威降は愁しゆう次じ郎ろうに手を差し出す。

「おい、愁次郎、次のこいつらの業務指令書を出せ」

　愁次郎は抱えていた黒いファイルから、一枚紙を抜き取ると、威降に渡した。

　紙きれを見た威降の顔に、邪悪な笑みが浮かぶ。

　ふっふっふっ、と笑われても、心底恐ろしいだけだ。

「なんだ、次はもっと簡単そうだぞ。首の皮一枚で繋がっただけとはいえ、次の仕事があるとは夢にも思わなかっただろう。よかったな、こより」

　指令書を押し付けられたこよりは、当然、真逆の表情だ。

「あのさ、任務はいいわよ。わかった。やる。でも、こいつはどうなの？　人間なのよ？　いいわけ？　冥めい閣かく府ふの規定に背いてるんじゃないの？」

　こよりの意見を、威降は一笑に付した。

「それこそ、まったくどうでもいいことだ。なぁ、愁次郎」

「さして問題があるとは思いません」

　愁次郎はいつでも冷ややかな応対だ。

　この上司にしてこの部下あり。

「ちょっとぉッ!!」

　眉まゆを寄せて抗議しようとしたこよりに続いて、早風ももじもじと居心地悪く言い募る。

「お、おれもできれば遠慮させて……いただきたいな……とか、思ったり、とか……」

　だが、そんな二人の見事な連携を壊す一言が、突如開いた襖ふすまの向こうから響き渡った。

「もちろん、お受けします!!」

「………………え？」

　目が点になった早風はやての眼がん前ぜんには、妹のそよが立っている。

「そよ？　おまえ……なんで……？」

「あの、あたし、これの妹で生まれつき見える体質の、そよっていいます」

　自己紹介はいいとして、兄をこれ呼ばわりだ。

「それで、仕事ということは、当然給与が出るんですよね。人間は労働に対し、対価を得る権利があって、もう権利というよりは、義務っていうか、当然なんです。たとえ人間外の申し出でも、それは覆らないわけで、つまるところお給金は如い何かほど貰もらえるんでしょう？」

　しかも、初しよっ端ぱなからこの台詞せりふ。

「いや、あの……と、とりあえず、おまえが受諾するな」

　廊下から颯さつ爽そうと入ってきたそよは、あっけらかんと微笑ほほえみながら言った。

「いいじゃない、この方すっごく困ってるみたいだし」

　どう見ても威い降おりは、困ってるようには見えない。

　その直後、そよの温和――を、装っているだけ――な笑顔は、踏ふみ潰つぶされた絹豆腐のごとく崩壊した。

「ちょっと、そこのお兄さん方」

　吊つり上あがった目が向いているのは、威降と愁しゆう次じ郎ろうの足元だ。

「どこのどなたでも、我が家で土足なんて、赦ゆるしませんッ！　すぐ靴を脱ぎなさいッッ！」

　怒鳴られてぽかんとしている威降と愁次郎が、まったく動こうとしないのを見かねて、そよはあろうことか威降にずかずかと近づいて行く。

　そして、むんずと足を掴つかむと持ち上げ、黒い革靴を片方、毟むしり取とった。

　茫ぼう然ぜんとしている早風たちを前に、そよはもう片方の靴も容赦なく取り払うと、左右の靴をそれぞれ威降の右手と左手に持たせる。

「ほら、そっちのお兄さんも」

　鬼おにより恐こわい中学生女子に睨にらまれた愁次郎は、威降の無様な姿を、それから自分の足元を見て、慌てて靴を脱いだ。

「それでいいんです。今度から玄関に靴は置いてきてください。また土足を見かけたら、次は部屋と廊下の掃除をさせますからね」

　二人の男は、まだ呆あつ気けに取られていたが、従順にこくりと頷うなずく。

　――あの威降まで、手玉に取る……我が妹ながら、恐ろしすぎる……。

「きゅ、給与に関しては、次までに検討しておこう。な、愁次郎」

　威降がなんとかそう口にすると、愁次郎は気を取り直しつつ答えた。

「そうですね。人間が勤務するケースは稀まれですが、ないわけではありませんので、例外処置として、その方向で上と話してみます」

　そよがにっこり機嫌を良くして微笑ほほえむ。

「で、では、こより、早風はやても、任せたからな」

　そそくさと部屋の隅に黒い霧を発生させ、威い降おりと愁しゆう次じ郎ろうが退出していく。

「ばっちり任せてください。不肖の兄ですが、わたしが見張ってますから」

　そよだけが、やる気まんまんだ。

「あ、できたら日払いで、残業代付けてくださいね」

　陰を通って、二人が出て行くと、今度は早風に畳を指差し告げる。

「あの人たちの足跡、ちゃんと拭ふいておくのよ、はーちゃん。次からは、自分で注意しなきゃダメよ。いい齢としして、もじもじ人見知りなんて、かっこ悪いわよ」

　そよがスキップしそうな勢いで部屋を出て行くと、残った早風とこよりは顔を見合わせ、同時に深い溜ため息いきをついた。

「おまえ、ちょっとは威降に反論しろよ」

　そよが辞して数秒後、早風がなんとか口にすると、こよりは眉まゆを吊つり上あげた。

「それって、あたしに消滅しろって言ってるわけ!?」

「別にそこまでは……」

「威降に逆らうなんて、粛しゆく清せい課かの鬼おにどもでもしないわよ」

　あまりに恐ろしいのか、ぶるぶると頭を横に振っている。

「それでいくと、そよが鬼より恐ろしいってことになるぞ」

「そうよ！　あんたの妹、何者……」

　そこで、威降と愁次郎が自分の靴を両手に、立たされ坊主のように、ぼへっとしていたのを思い出し、早風はぷっと噴き出した。

　それを見たこよりも同じ場面を思い出したのか、ぷふっと笑い出す。

　二人が堪たえ切れず、げらげら笑い合っていると、そよが襖ふすまをバンと開けた。

　瞬時に笑いが冷汗に変わる。

「二人とも、ちゃんとあのお兄さんに言われた仕事しなさいよ。じゃないと――」

　そよは台所に走って行くと、手になにやら持って戻ってきた。

「お弁当作るのやめるし、冷凍庫にある大量のアイス捨てちゃうから！」

　早風は弁当箱を、こよりはバケツ大のバニラアイスの箱を見て、固まった。

「それから、今日からこよりはあたしの部屋で寝なさい！　はーちゃん!!」

「は、はい？」

「女の子と一緒の部屋で寝起きするなんて、百億年早い！」

　中学一年生の妹に指先を突きつけられ、早風はぐうの音も出なかった。

　部屋を出て行ったそよを見送った二人は、互いの顔を見て、大きな溜め息をつく。

「ねぇ、早風はやて」

「何？」

「もうなんか考えるの面倒になってきた」

「おれも」

　そこでまた両者、溜ため息いき。

　こよりは自分のワンピースのポケットに手を突っ込むと、赤い巾きん着ちやくを取り出した。

　入っていた女の子の魂こん魄ぱくは、愁しゆう次じ郎ろうが受け取って、風ふ呂ろ敷しきに包んで持って帰ったので、また中身はからっぽになったわけだ。

「これ、渡しとく」

「これ……」

「いいから、とりあえず今は……何も言わないで」

「わかった」

　なんだか、とんでもないことに巻き込まれた感がどっしりとあるが、早風も数分でいいから何事もない平和な時間を堪たん能のうしたかったので、異論はなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      


舞台裏、という名のあとがき



　初めましての方も、そうでない方も、手に取っていただきありがとうございます。

　ＭＦ文庫Ｊさんでの、デビュー作です。

　いろいろ至らないところ、ありまくりで、ちょっと冷汗なんかも浮き出てますが、とにかく読んでいただければ嬉うれしいです。



　今回のタイトル、『焔ほのおのシグナティス』ですが、自分的にはかっこよすぎな気が……。

　いや、仮タイトルはちょっと抜けた感じだったので、余計に……。

　まぁ、それはいいとして、タイトルに付いている『シグナティス』とは、『烙らつ痕こんある者』という意味です。

　ヒロインのこよりの胸にある紋様を指してます。

　基本的に、冥めい閣かく府ふで働く妖よう怪かいたちは、みんな烙痕があるという設定ですが、焔の紋様は火か車しや執行隊にだけあるものです。

　妖怪を召しよう喚かんするときに発火します。

　妖怪を召喚する妖怪、というちょっと異質なお話ですが、楽しんでいただけたらと思います。



　あと、今回始めて、お風ふ呂ろシーンを書きました。

　いや、お風呂シーンというか、自分的にはいや～んなシーンですが。

　緊張しました。

　他人のいや～んなシーンは、普通に楽しく読めるんですが、自分が書くとなぜこんなに恥ずかしいのか。

　慣れることはなさそうなので、本当にそっち方面、苦手なんだな、と再認識しました。



　そんなわけで、締めの謝辞ですが、今回は本当に多方面の方々に迷惑をかけてしまいました。

　特にイラストを描いてくださったＮｉｎｏさんと担当さんには、平身低頭で詫わびを入れたいと思います。

　もったらもったらと時間がかかり、すみませんでした。

　スケジュールがきつくなったにもかかわらず、Ｎｉｎｏさんのこよりと早風はやては、かっこかわいくて、そよもとてもかわいくて、威い降おりと愁しゆう次じ郎ろうはべらんめぇにかっこよくて、優ゆう子こと勘かん作さくはイメージ通りで、ラフを見させていただいた段階で、胸がぎゅうううぅぅぅとなりました。

　ありがとうございますありがとうございます。

　なんて幸せ者なんだ、ぼくぁ。

　これからは、もうちょっとマシにスムーズにできるようになればいいなと思います。



　それでは、これから読む方、読み終わった方。

　すべての方に、



　あなたと同じ世界を共有する幸せを与えてくれたことに感謝します。



　　ナットのはずれたロボ、スズキヒサシでした。



    

  
    
      



    

  
    
      

　著者

　スズキヒサシ

　　１月30日生まれ、Ａ型。大阪府在住。『正しい怪異の祓い方』（電撃文庫）でデビュー。

　　代表作は『タザリア王国物語』シリーズ（電撃文庫）など。最近は、海外ドラマ『スーパーナチュラル』が好き。数年ぶりに食べたおせんべいにハマってます。

　　ＨＰ『ＯＧＤＯＡＳ』

　　http://park23.wakwak.com/~ogdoas/



　イラスト

　Ｎｉｎｏ（にの）

　　九州出身、東京在住のグラフックデザイナー＆イラストレーター。

　　７年間某ゲーム会社に勤めた後、フリーに。趣味はデザイン資料集め。

　　代表作は『ひかりのまち』（電撃文庫）・『あやかし探偵団』シリーズ（くもん出版）など。

　　ＨＰ『２ｎｏ』

　　http://www.ninomiy.com/
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